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本作品は縦書きでレイアウトされています。
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プロローグ







　見わたすかぎり真っ白な部屋で、男は目覚めた。

　警戒警報のような電子音が、引っきりなしに鳴っている。

　目覚まし時計にしては、あまりに日常性を欠いた音響。

　──どこだよ、ここは!?

　異様に高い天井には照明器具が埋めこまれ、まばゆい光を放っている。

　寝台の上、男は仰あお向むけに寝かされていた。

　四肢から胴体に至いたるまで、金属製の拘束具でがっちりと固定されている。

　身動き一つ許されない状況だ。

　一応、検査着のようなものを着せられている。自分が真っ裸ではないのだとわかり、なんとなく安心した。

　自殺防止用だろうか。あごを動かせないよう、上歯と下歯の間には金属製の拘束具ががっちりと嚙かまされている。

　かろうじて視線だけを左右に振って、男は周囲を観察してみた。

　様々な検査機器と思われる装置が、整然と配置されている。医療施設のような雰囲気が感じられた。事実、視界を埋める「白さ」は、清潔感を過剰なほどに演出している。

　ただし、医者や研究者の類たぐいは見あたらない。

　いま現在、この部屋に居るのは男だけだ。

　相も変わらず、サイレンは鳴り続いている。いい加減、止やめてほしいと男は思った。室外にはだれもいないのだろうか。だが、だれかを呼びたくても、男は顎あごを固定されている。声をあげることすらできない。

　この状況はなんなのか。どうして自分は拘束されているのか。

　いや、そもそも──僕はだれだ？

　今さらながら、男は戦せん慄りつした。

　目覚める前の記憶が完全に欠如している。記憶の断だん片ぺんすら思い浮かばない。

　そのときだった。

　あの耳障りなサイレンが、ふっつりと止んだのだ。

　数秒間の静寂をはさんで、

《──気分はどう？》

　少女のような声が、室内に響きわたった。マイクを通した声だが、スピーカーの類は見あたらない。壁か天井にでも埋めこまれているのだろう。

　どこかには監視カメラも設置されているかもしれない。そう、あの声の主は、明らかに自分を視みている──。

《いくつか質問をするから、まばたきで答えて。肯定なら一回、否定なら二回。わたしの要求、理解できた？》

　男は一瞬、両目か片目か迷ったが、なにも指定されなかったので、左右のまぶたを同時に開閉してみせた。

《よろしい。あ、そうそう。その前に一つ、警告。もし、あなたが妙なそぶりを見せた場合、問答無用で室内にＶＸガスを送りこむから》

　──ＶＸ。

　人類史上、最強最悪の毒性を誇る化学物質。しかし気化しにくいので、ガスとして使う場合は溶液を噴ふん霧むする必要がある。安定性が高いため残留しやすく、こんな密閉空間で使ったりしたら、後始末には一苦労を要する。この場合、気化しやすいサリンを使用するほうが妥当だろう。あえてＶＸを使う理由があるとすれば、「人類史上最強」という称号にこだわったからだろうか？　だとしたら、ナンセンスの極みではないか……。

　自分の脳裏に湧わき起おこった思考に、男は驚きよう愕がくした。自分が何者なのかさえわからないのに、ＶＸと聞いたとたん、それにまつわる知識が怒ど濤とうのごとくあふれだしたのだ。

《しょせんは人間相手の毒ガスにすぎないし、あなたに効果があるかはわからないけど》

　──いや、普通に死ぬだろ？

《とにかく、そういうわけだから。了解した？》

　男はしかたなく、一度だけまばたきをした。

《じゃあ、ここからが本題。自分の名前はわかる？》

　否定。

《まさか……目覚める前のこと、なにも覚えていないとか？》

　肯定。

《そんな！　よりにもよって、記憶喪失だなんて──》

　よほどショックをおぼえたのか、質問者の言葉が不自然に途切れた。

　その直後、《あっ、お嬢様！》という声が聞こえてきた。その声も女のものだった。

《……大丈夫よ。ちょっと眩暈めまいがしただけ。問題ないわ》

　マイクのスイッチを入れっぱなしにしたまま、質問者は側近らしき人物に応じた。

　あの質問者は、周囲から「お嬢様」などと呼ばれる身分らしい。

　男は少しだけ、質問者に興味を抱いだいた。あのタイミングで眩暈を起こすとは、なにを意味するのか？　自分の回答は、彼女にとってよほど深刻なものだったのかもしれない。思わず身体からだがふらついてしまうほどに。

　そんな男の思考をさえぎるように、ふたたび質問者の声が降り注いだ。

《あなたはいま、自分が理不尽な目に遭わされていると考えているだろうけど、これはしかたがないことなの。わたしたち自身、あなたをどう扱えばいいのか、判断に困っているところだから》

　それはどういう意味だろう？

《その拘束具、自力で外せると思う？》

　男は全身に力をこめてみた。拘束具はびくともしない。男は早々とあきらめて、「否定」のサインを送った。

　それっきり沈黙が横たわったため、男は放置されることとなった。

　側近から「お嬢様」などと呼ばれている彼女は、一体、何者なのだろう？

　自分の過去と関係がある人物だろうか？

　いや、ただの交渉役という可能性もあるな……と男は思考を巡らせる。これほどの施設を所有しているのだ。この状況を生みだしたのは、かなり大がかりな組織だと推定できる。

　ＶＸなどを保有していることからも、まともじゃないのは明らかだ。もちろん、ＶＸ自体がはったりという可能性もあるけれど。

《──もう一つ、質問。あなたは、いまでも自分が人間だと思う？》

　唐突に放たれた問いかけに、男は戸と惑まどった。

　人間ではなかったら、なんだというのだ？

　男は「肯定」の合図を送った。

《そう、わかったわ。これから、そっちに行くから》

　質問者がそう告げたとたん、

《危険です、お嬢様！　万一のことがあっては──》

　側近らしき女性の声が響いたが、ぷつりと途絶えた。

　おそらく質問者がマイクのスイッチを切ったのだろう。

　それっきり、室内は静寂につつまれた。

　──まずは、お嬢様とやらのご尊顔を拝はいしてやるとするか。




　十五分ほどが経過したころ。壁面としか見えなかった部分が、電動シャッターさながら、ゆっくりと開いた。その重々しい作動音から察するに、ただの隠し扉ではない。隔かく壁へきだろうな、と男は冷静に分析した。

　そこまで考えて、男は戸と惑まどいをおぼえた。

　真っ先に現れたのが、武装集団だったからだ。どの兵士も防毒マスクを装備しているので、顔は見えない。不気味なのは、だれもが児童並みに小柄なことだ。

　見たところ、背丈はせいぜい百二十センチである。

　──あの体格、少年兵か？

　兵士は総勢二十名。男が横たわる寝台に対して、扇状に展開している。ロボットのように微動だにせず、自動小銃を構えている。過剰な武力だ。テロ組織のアジトにでも踏みこむというのならともかく、相手は拘束された男が一人。

　そんな絶対的弱者にむけて、自動小銃ＨＫ４１７の銃口が一斉に突きつけられている。

　一瞬、H&K 416かと思ったが、すぐにHK417だと確信した。半透明の弾倉の内側、葉巻のように整列した弾薬が、七・六二×五一ミリ ＮＡＴＯ弾だと気づいたからだ。

　そこまで考えて、男は自分の視力の異常さを自覚した。

　男と兵士たちを隔へだてる距離は、十五メートルほどだろうか。どんなに視力が良くとも、この距離で弾薬の種類まで見分けられるなど、常人離れしている。

　自分の視力におどろく一方で、自分の知識にも戦せん慄りつした。銃器を目にしたとたん、銃種を見抜くことができたのだ。

　男が脳内で飼っている「記憶障害」という名の獣けものは、よほど好き嫌いが激しいらしい。氏名をはじめ、過去に関する情報は食らい尽つくしたくせに、毒ガスやら銃器やらに関する豆知識については、なぜだか食べ残した……。

「──お待たせ」

　と、兵士たちの背後から、場違いとしか思われない人物が姿を現した。

　少女だ。まだ十代の半ばだろうが、科学者のような白衣を着用して、左右のポケットに手を突っこんでいる。背丈は百六十センチ弱といったところか。

　髪は肩先までのばしている。その表情は仮面のようで、なにを考えているのかがさっぱり読めない。ただし、顔立ちはととのっている。まだ発展途上な印象だが、しかし、濡ぬれたような光つ沢やを帯おびた双そう眸ぼうだけは大人びて見えた。

　現れたのは、少女だけではなかった。

　まるで少女の影のように、ぴたりと付き従したがっている女がいる。凜りんとした風情が感じられる美女だ。年齢は二十歳くらいだろうか。漆黒のパンツスーツがよく似合っている。ＶＩＰの護衛役にありがちな服装だが、実際、その通りなのだろう。

　ただし、彼女が携えている得物は、護衛役にありがちな拳銃や特殊警棒ではなく、朱塗りの鞘さやに納めた日本刀だった。

『あの護衛役、いい身体からだをしているな。美う味まそうだ……』

　血がたぎるような欲望をおぼえた瞬間、男は混乱した。

　こんな状況だというのに、女に欲情している場合ではないだろう。

　それ以前に、いまの「心の声」が、自分の声ではなかったような気もした。とはいえ、自分の声でなければ、だれの声だというのか？

　そんな男の胸中などつゆ知らず、少女は寝台から三メートルほど離れた地点で立ち止まると、護衛の女に命じた。

「しゃべれるようにしてあげて」

「本当に、かまわないのですか？」

「命令よ」

「了解しました」

　護衛役は寝台の脇わきに立つと、懐ふところからリモコンらしき物体を取りだし、指先で操作をはじめた。やがて、ピッという電子音とともに、男の顎あごを固定していた拘束具が左右に分割され、ごとり、と枕まくらもとに落ちた。

　寝台の電動機構が作動した。介護用のベッドと同じく、分割線に沿って折れ曲がったのだ。傾斜角が七十度のあたりで、ぴたりと静止。まだ四肢を拘束されたままだが、男は上半身を起こした体勢となった。対話にはふさわしい。

「声を、聞かせてくれる？」

　やや遠慮がちに、少女が口を開いた。

「……とりあえず、状況を説明してもらえるか？」

　自分でも意外なほど、明めい瞭りように声を出すことができた。

　一瞬、少女はぴたりと動きを止めて、安あん堵どのような表情を浮かべたが、すぐさま元の無表情にもどった。

「あなたの名前は、月見里やまなし大たい雅が」

「やまなし、たいが……？」

　男が鸚おう鵡む返しにつぶやくと、少女は白衣のポケットからスマホを取りだし、なにかを入力した。そして、液晶ディスプレイを男の鼻先につきつけた。

　メモ帳アプリが起動していて、「月見里大雅」と表示されていた。たったいま、少女が自分で入力したのだと察しがついた。

　それが自分の名前だと言われても、ぴんと来なかった。そもそも、それが自分の本名だという確証はないのだ。少女がうそを吐ついている可能性だってあるのだから。

「今後は、大雅と呼ばせてもらうから」

「いきなり呼び捨てか。で、僕の経歴は？」

「それは企業秘密」

「ちょっと待て。僕自身のことなのに？」

　少女は無視して言葉をつづけた。

「二年前、あなたは交通事故で死亡した。享年十八歳」

　一瞬、なにを言われたのか、理解に苦しんだ。

「その遺体を御薪みかまぎ製薬が引き取って、丁重に保存した。『夢幻計画』──日本政府と御薪製薬の極秘プロジェクトに利用するために。その実験を担当したチームのＬＰＬが、わたしよ」

　御薪製薬と聞いたとたん、脳が反応した。知識として、ちゃんと蓄積されていたのだ。

　その名が示す通り、旧御薪財閥系の製薬会社である。世界屈指の製薬メーカーとして知られた存在だ。国内では当然のようにトップシェアを誇る。抗がん剤から栄養剤まで幅広く手がけており、その名を知らない日本人はまずいないだろう。

「ＬＰＬというのは？」

「ラージ・プロジェクト・リーダー」

「君のような子どもが？」

「子どもじゃない！　もう十五だから！」

　突然、少女が感情をあらわにしたので、大たい雅がは面食らった。少女も自分の失態を悟ったのだろう。その場を取り繕うように、「こほん」と可愛かわいく咳せき払ばらいをした。

「……話をもどすわ。つい先日、大雅の遺体がかすかな生体反応を示したの。わたしは実験の成功を確信した。そして──わたしの予想どおり、大たい雅がは意識を取りもどしたというわけ」












「僕が目を覚ましたとき、やけに騒がしかったのはなぜだ？　ずっとサイレンが鳴りつづけていたけど」

「脳波の計測器が、大雅の覚かく醒せいを感知したの。それに連動して、警報装置が作動した。それだけよ」

　つまり自分の覚醒は、この研究施設にとって、それほどの大事だったというわけだ。

「重度の記憶障害が見られるようだけど、それは実験の副作用だと思う。理解した？」

「いや、わけがわからないな。そもそも死体が生き返るなんて、常識的に考えてあり得ない。そんなのは非科学的だ」

「そのあり得ないことに、わたしは挑戦したの。わたしの計算どおり、実験は成功。大雅はちゃんと生き返った。できれば記憶も引き継いでほしかったけど、それについてはわたしの力が及ばなかったみたい……ごめんなさい」

　少女はどこまでも真剣で、大雅をからかっているようには見えない。

　もちろん、素直に信じるわけにもいかないが。

「とりあえず、君の名前を教えてもらえないか？」

「御薪みかまぎ黒くろ羽は」

　意外にあっさりと、少女は自分の名を明かした。

「御薪？　それじゃあ、君は御薪製薬の関係者ってわけか？」

「そうよ。だけど、わたしがこのプロジェクトに関かかわっているのは、わたしに才能があるから。血筋は関係ないわ」

　黒羽の話が事実ならば、自分はとんでもない状況に放ほうりこまれたことになる。ただし、黒羽はすべてを明かしたわけではないはずだ。

　なぜ、自分はこれほど厳重に拘束されているのか？

　なぜ、兵士たちが警戒心もあらわに、大雅に銃口を突きつけているのか？

　ちゃんと納得できる説明をしてもらわねば、到底、目の前の少女を信じるわけにはいかない。

「自己紹介がすんだところで、この拘束を解いてくれないか？」

　大雅はストレートに申し出た。

「そもそも、この拘束になんの意味があるんだ？　ＶＸガスという脅おどしにしても、あの兵士たちの存在にしても、わけがわからない。病みあがり──と言うより、死にあがりか？　そんな僕が暴れたところで、素人でも無力化できるはずだ」

　そう言いながらも、大雅は逆のことを考えていた。ふしぎなことに、目の前の兵士たちから、なんの脅威もおぼえないのである。戦力差は歴然としているはずなのに──。

「……ミラ。彼の拘束を、外してあげて」

　意外なことに、黒羽は大雅の要求に応じた。

　ミラと呼ばれた護衛役は、啞あ然ぜんとして主人をふりかえった。

「具ぐ申しんします、お嬢様。さすがに危険ではないかと」

「拘束したままでは、失礼だわ。大たい雅がには『戦争』に参加してもらわなくちゃいけないんだし」

「……了解しました」

　ミラは先ほどのリモコンを操作した。電子音がたてつづけに響く。四肢と胴体をかたく戒めていた拘束具の数々が、自動的に解除されていった。

　──戦争ってのは、なんのことだ？　僕を手て駒ごまのように利用するつもりか？　だけど、僕は二年もの間、寝たきり……じゃなくて、死んでいたらしい。現実的に考えれば、まともに身体からだを動かせるはずがないけれど……。

　大雅の予想は、あっけなく覆くつがえされた。各々の随ずい意い筋きんは機敏に反応した。自分でもびっくりするほどの身軽さで、大雅は寝台を下り、床に立つことができた。

　固く冷たい床の感触が、足の裏にまざまざと伝わってくる。

「おどろきだな……」

　大雅はまじまじと、自分の身体を見おろした。ふいに違和感をおぼえた。検査着から覗のぞく手足に、特に目立つ疵きず痕あとはない。先ほど、死因は交通事故だと聞いたばかりだが、その割に四肢は綺き麗れいだ。不自然な気がした。

「調子はどう？」

　と黒くろ羽はが尋ねてきた。

「悪くない……どころか、壮快だ。身体も軽い。走れと言われたら、どこまででも走っていけそうだ」

「それは良かった──さすがは吸血鬼」

　黒羽が発した単語に、大雅は強烈な違和感をおぼえた。

「待て。いま、なんて言った？」

「吸血鬼よ。生前のあなたは人間だったけれど、一度死に、そして別の生命体として転生したの。そもそも、吸血鬼由来の成分でも使わない限り、死者を蘇よみがえらせるなんて不可能だと思わない？」

「冗談きついな。僕をためしているのか？　吸血鬼なんて、この世に存在するはずが──」

『抗あらがうな。甘んじて受うけ容いれろ』

　その瞬間、大雅の胸の底から、地響きのような声が湧わき起おこった。

「……いまの声は──？」

　いつしか大雅の身体を取り巻くように、漆黒の霧のようなものが立ちのぼっていた。

　熱気のようであり、冷気のようでもある。

　見るからに禍まが々まがしい、不気味なオーラだった。

「なんだ、これは……!?」

　自分の身に起きた異変に、大雅はとまどうばかり。

「お嬢様、危険です！」

　とミラが警戒心をあらわにして、黒くろ羽はを背後にかばった。その手は、すでに日本刀の柄つかを握りしめている。いつでも抜刀できそうな体勢だった。

　──くっ！　僕のなかに……だれかがいるのか？　お前は一体…………？

　額に脂汗をにじませながら、大たい雅がは胸をおさえた。

　呼吸が荒い。黒いオーラはますます濃さを増している。

　と、兵士の一人が恐怖に駆られたらしい。絶叫しながら、いきなり発砲した。

　他ほかの兵士たちも釣られるようにして、連鎖的にトリガーを引いた。

　無数の弾丸が、大雅の肉を引き裂いた。

　タップダンスでも踊っているかのように、大雅の身体からだは連続的に跳ねた。

　おもしろいくらいに跳ねまくった。

　マズルフラッシュの明めい滅めつ。数珠じゆずつなぎの銃声。

　そして、ほとばしる血潮。

　わずか数秒の間に、大雅は血の海に沈んだ。

「あ……う…………」

　大量の血があふれ、喉のどに詰まりそうだ。呼吸もままならない。全身がぴくぴくと痙けい攣れんしている。それが断末魔の挙動であることを、大雅は自覚した。

　なんという暴ぼう虐ぎやく。なんという理不尽。勝手に生き返らせておいて、なんの脈絡もなく殺しにかかるとは。わけがわからない。こいつらは一体、なんなんだ……!?

『そうだ、怒れ。奮ふるい立て！　奴やつらは我々を撃った。すなわち、我々の領域に土足で踏みこんだのだ。その大罪、万死に値する！』

　脳裏でだれかが煽あおっている。それが自分の声なのか、自分の内部に潜ひそんでいる何者かの声なのかも、もはや判然としない。

　ただ、全身の血液が沸騰しているかのような、激烈な怒りがあるのみだった。

　と、ひときわ強烈な心音とともに、大雅の肉体に異変が生じた。

　肉に埋まっていた銃弾の数々が、次々と排出されては、血溜だまりに落ちていく。

　肉体に命中した銃弾は、軽く三十発を超えていた。数発は頭ず蓋がい骨こつを貫通して脳に突き刺さっていたが、ずりゅっ……という音とともに吐き出された。

　最後に、額から入り前頭葉を砕き、脳細胞を引っかき回した一発が、鼻の毛穴から顔をだした白い角栓のように、ぽとりと排出された。

　大雅の周囲に広がっている血溜まりにも、変化が生じた。

　床にぶちまけられた血液それ自体が自律して、不定型ながらも、一個の巨大生命さながらの形状をとったのだ。

　あたかも深海の底から浮上した生命体のごとく、深紅の獣けものは暴れ狂った。棒立ちとなっていた兵士たちは、弾倉交換の間もなく、次々と囚とらわれては、吞のみこまれていった。

　断末魔の絶叫が反響し、やがて静寂が充みち満みちた。

　小柄な兵士たちは文字通り喰くらわれて、この世から消滅していた。

　やがて深紅の獣けものはどろりと熔よう解かいし、ただの血溜だまりにもどった。

　あの兵士たちの肉体も、身に着けていた武装の数々も、とっくに失われている。

　数分と経たたぬ間に、消化されてしまったというのだろうか。

　大量の血液はゆっくりと、大たい雅がの肉体に吸いこまれていった。あたかも、帰巣本能に突き動かされているかのように。

　すべての血液が帰還を果たすや、今度は傷ついた肉体の再生がはじまった。

　壁穴にパテを塗りこまれたかのように、破壊された部位が次々と修復されていく。千切れる寸前だった手首や、原形を留とどめていない両脚も例外ではなかった。

　五分と経たぬ間に、大雅の身体からだはきれいに復元されていた。

　大雅は半信半疑の気分のまま、ゆらりと立ちあがった。

　蜂はちの巣と化していた肉体には、いまや傷ひとつ見あたらない。

　全身を貫くような激痛と灼しやく熱ねつ感にしても、うそのように消え去っている。

　先ほど大雅に語りかけてきた声は、もう聞こえない。

　あの不気味な、漆黒のオーラも霧散している。

　大雅は呆ぼう然ぜんとして、その場で立ち尽つくした。

　吸血鬼かどうかはわからないが、少なくとも、自分が「得体の知れぬなにか」になってしまったのだけは、まちがいない──。












「……なかなかの戦闘力、そして再生能力ね。予想以上の出来映えかもしれないわ」

「おめでとうございます、お嬢様」

「まだまだ課題は多そうだけどね」

　一方、黒くろ羽はとミラは淡たん々たんと言葉を交わしている。

「……おい。目の前で人命が失われたんだぞ？　なんで、そんなに冷静でいられる？」

「気に病む必要はありません。彼らは、当研究施設が契約を交わした民間軍事警備会社ＰＭＳＣの社員です。兵力の損そん耗もうは想定の範囲内ですし、正当な報酬は支払っています。そもそも、彼らは人間ですらありませんので、お気遣いなく」

　ミラの返答の冷淡さと、その言葉の不可解さ、そして眼まな差ざしの鋭するどさに、大たい雅がは思わず気け圧おされた。

「それに、そういうあなた自身も、そこそこ冷静に見えますが？」

　ミラの指摘に、大雅は言葉を詰まらせた。事実だったからだ。

　兵士たちの死という現実を前に、一応、常識的な反応を示してみせた大雅だったが、それが本心かといえば、そうでもなかった。

　ただ単に、一般人であればこういう反応をするだろう──と想定できる態度を、とっさに示しただけだ。要は、冷静そのものだったのである。

　──こういうスタンスは、生前の僕の習慣だったんだろうか？　一般人とは異なる価値観のもとに生きていて、必要に応じて常識人のふりをしていた……？

　いくら考えたところで、なにもわからなかった。記憶がもどらない限り、もしくは黒羽が大雅の過去を明かさない限り、真実は闇やみに覆われたままだ。

　大雅がとまどっている間に、黒羽は壁際へと歩を進めた。黒羽の接近をセンサーが感知したのだろうか、真っ白だった壁面が自動的に透過していく。

　建物の外は夜だった。街が明るすぎるからか、星はあまり見えない。

　自分の居場所が、とてつもない高階層であることに、大雅は初めて気がついた。

　どうやら、この実験施設は超高層ビルの一室らしい。

　大雅はふらふらと、さまようような足取りで、壁際に近づいた。

　はるか眼下の街並みは、宝石箱をひっくり返したかのように、カラフルに輝いている。

　大雅の記憶には存在しない夜景だった。

　高層ビルが林立し、競技場や劇場とおぼしき建物が目立つ。ただし、全体的に未完成のようで、あちこちに大型重機の姿が目立つし、建設途中のビルも異様に多い。

「どこなんだ、ここは？」

「伊い豆ず半島の南方、およそ百キロメートルに位置する人工島にして経済特区──『オリュンポス』」

　黒羽は大雅をふりかえると、有罪宣告でもするように告げた。

「ようこそ、吸血鬼。この欺ぎ瞞まんと虚きよ無むと腐敗にまみれた、救いがたき世界へ」












Ⅰ　月見里やまなし大たい雅が







　大雅は研究施設と同じフロアの一室に移された。今日から、ここが大雅の生活拠点になるという。ビジネスホテルの一室のような、快適さと素っ気なさを兼ねそなえた部屋であった。

　洗面所には鏡があったので、ようやく自分の顔を観察することができた。記憶喪失のため、自分がどんな顔をしているのか、鏡を見ないことにはわからなかったのだ。

　鏡に映った顔に対して、真っ先に抱いだいた感想は、

「まだガキじゃないか。どこが享年十八歳だ……」

　というものだった。

　鏡に映った顔は、まだあどけなさを残している。年齢は十四歳か十五歳といったところ。あの御薪みかまぎ黒くろ羽はと大差ないだろう。とても十八には見えない。

　ただし、目つきだけは鋭するどい。ためしにニッと笑ってみると、大胆不敵な印象になる。

　目鼻立ちについては、「まあ、こんなもんか」と納得した。年齢への違和感は尽つきないが、それが自分の顔であることに対しては、自然と受うけ容いれることができた。

　身長は百七十センチに満みたないと思う。無駄な肉を剃刀かみそりで削そぎ落おとしたような体型は、どこか野性的で、戦闘的な印象を感じさせた。

　生前の自分は、一体どんな人生を送っていたのだろう？　一人になって落ち着いてみると、やはり気になってしかたがない。いや、いっそ過去とはすっぱり訣けつ別べつし、新しい人生を歩むのもありか？　などと考えたりもしたが、

　──出身地は？　居住地は？　職業は？　あるいは学生？　親兄弟は？　親戚は？　友人は？　知人は？　趣味や嗜し好こうは？　そもそも「月見里やまなし大たい雅が」とは本名なのか？

　といった疑問が次々と湧わくのは、どうしても止められない。

「過去の記憶がないっていうのは、こんなにも不安で、不気味なんだな……」

　たとえるならば、真夜中の海に放ほうりだされたような感覚だろうか。

　この鍛えられた肉体を見る限り、怠たい惰だな人生を送っていたわけではないだろう。案外、スポーツ選手だったりしたのだろうか。

　考えたところでなにもわからないし、記憶が甦よみがえったりもしなかった。

「そういえば……どうして僕なんだ？」

　ふいに、そんな疑問が脳裏をよぎった。たくさんの被検体のなかで、たまたま唯一の成功例が自分だったという可能性もあるが……なんとなく、腑ふに落ちない。

　そんなことを思いつつ、大雅はあらためて鏡をのぞきこんだ。

　外見年齢の違和感については、先ほど黒くろ羽はから説明を受けたばかりだった。なんでも蘇そ生せい実験を行っている最中、副作用で若返ったというのだ。

　黒羽自身、理由はよくわからないとのことだが、何十発という銃弾を喰くらっても死ななかった肉体である。若返りなど、いまさら大した問題ではないように思えた。

　大雅は溜ため息いきを一つ漏もらすと、洗面所をあとにした。室内には液晶テレビが設置されていて、電源を入れると、ちゃんと受信できた。テレビを視聴する程度の自由は許されているようだ。

　テレビのおかげで、大雅が覚かく醒せいしたのは、二〇二〇年三月二十四日の夜であったと判明した。

　とりあえず、ニュース番組をチェックしてみた。記憶の欠落を補おぎなうためである。いまの自分は、あまりにも現時点における社会状勢を知らなすぎる。

　ここ最近の注目事項は、今年の夏に開催される東京オリンピックのようだ。どのチャンネルに合わせても、五輪のマークを頻ひん繁ぱんに見かけた。

　オリンピックという単語を耳にして、真っ先に思い浮かんだのは、

　──平和だな……。

　という感想だった。「おめでたい！」などという感慨は、一切湧かなかった。むしろ冷ややかな目をしている自分に気づいたほどだ。どうやら、自分はお祭り騒ぎを苦手とする性格らしい。

　結局、ニュース以外の番組には、たいして興味がわかなかった。

　ドラマやバラエティ番組は退屈なだけだったし、野球やサッカーなどのスポーツ番組にも惹ひかれなかった。まるでプログラミングされたロボットのように、へらへらと無機質な笑みを浮かべている芸能人やアナウンサーどもには、生理的な嫌悪感しか抱いだけなかった。

「パソコンは……ないのか」

　欲を言えばネットを閲覧したいところだったが、残念ながら、室内にパソコンは設置されていなかった。




　それから一週間にわたり、大たい雅がは様々な検査を受けさせられた。ＭＲＩや血液検査をはじめ、ありきたりな検査がメインだったので、本音を言えば、拍子抜けしてしまった。

　てっきり「吸血鬼」向けの、特殊で過酷な検査が待ち受けているのではないか……と、心の中で警戒していたのである。

　ところが、検査技師たちは丁重な態度を崩さなかったし、感情を外に出すこともなかった。まるで作業機械さながら、黙々と検査に没頭した。

　予定されている検査に差さし支つかえない限り、食事もきちんと提供された。

　箸はしやフォークを持たせたくなかったからか、味気ない流動食ばかりであったが、大雅は文句を言わずに食べた。

　本当に自分が吸血鬼だというのなら、人間用の食事に意味があるのかどうか、それはわからない。

　ただ、自分の正体がなんであろうと腹は空すくし、食事をすれば空腹は治まる。それだけはたしかだった。

　気に入らないのは、常に手て枷かせの装着を義務づけられていることと、施設内の各所に重装備の衛兵が立っていることだ。この衛兵もまた、異様に小柄だった。防毒マスクを装着しているので、どんな顔をしているのかは謎なぞだ。

　この施設の研究者たちが、大雅に心を許していないのは明らかだった。




　──三月三十一日の夕刻。

　待機部屋で休憩していた大雅のもとを、御薪みかまぎ黒くろ羽はと亜あ埜の瀬せミラが訪れた。

「ご苦労様。これで、大雅はすべての検査をクリアしたことになるわ」

　開口一番、黒羽はねぎらいの言葉をかけてきた。

　ミラに至いたっては、全身から威圧感を放っていて、黒羽の番犬さながらだ。今日も物騒な日本刀を携えている。

「やっと終わりか。で、次はどうすればいい？」

　ベッドの縁に腰かけたまま、大雅は尋ねた。

「従順なのね。なにか心境の変化でも？」

　質問に質問で返されてしまったが、大雅は苦笑をもらした。

「現実的に考えて、逆らうのは不利だと判断した。一度死んだ僕には、戸籍なんてないはずだ。いかなる社会保障も受けられない」

「たしかに、そうだわ」

「部屋を借りることもできない。まともに働ける職場もないだろう。仮に逃げのびたとして、生きていくのは困難だ。せめて自分の居場所を確保するまでは、おとなしく従したがう──そう決めた」

「賢明な判断ね。こちらとしても、助かるわ」

　黒くろ羽ははにこりともせずに、応こたえた。

　腹の底でなにを考えているのやら、さっぱり読めない少女である。

　こんな小柄なお嬢様が、「死者を吸血鬼として甦よみがえらせる」などという、荒こう唐とう無む稽けいなプロジェクトのリーダーだという。

　とても信じられない話だが、この一週間の検査生活において、大たい雅がはそれが事実なのだと痛感させられた。廊下で黒羽を見かけた研究員は、だれもが恭うやうやしく壁際に寄って、深々とお辞儀をしたものだ。研究員たちは例外なく、黒羽に尊敬の眼まな差ざしをむけていた。

　もし黒羽が「御薪みかまぎ財閥のお嬢様」という肩書きだけの人物なら、あれほどの敬意は生まれないだろう。

「今後のことだけど」

　黒羽が本題に入ったので、大雅は少し緊張した。

「戸籍については、心配要らないわ。新たに『月見里やまなし大雅』の戸籍をつくって、登録しておいたから」

「そんなことができるのか？」

「当然よ。生活面に関しても、衣食住、すべてこちらで面倒を見る。だから、なにも心配しなくていいわ」

「……ちょっと話がうますぎるな。そういえば……たしか『戦争』がどうとかって、言ってなかったか？」

「よく覚えているわね。それについては、後ほど説明させてもらうわ。あなたという吸血鬼は、そのために生みだされたのだから」

「話が物騒になってきたな……」

「詳しいことは、おいおい説明するわ。とりあえず、今夜はあなたを当面の生活拠点に案内しなくちゃならないの──ミラ、大雅に衣類を」

「はい、お嬢様」

　ミラは恭しく応じると、壁際のクローゼットを開いた。

「サイズは適正なはずです。好みのものを選んで、着がえてください」

　クローゼットの内部には、紳士用の衣類がふんだんに用意されていた。靴やベルトといった小物も収納されている。

　わざわざ大雅のために用意してくれたらしい。

　昨日まで、このクローゼットが空っぽだったことは確認ずみだ。今日、大雅が最後の検査を受けている間にでも運びこまれたのだろう。

　見るからに高級そうな衣服ばかりだった。しかし、まったく心は動かされない。銃器を一いち瞥べつしたときのように、ブランド名が思い浮かんだりもしない。生前の自分は、ファッションには無頓着だったらしい。

「……で、あんたが着がえさせてくれるのか？」

　大たい雅がは手て枷かせをはめられた両手を持ち上げてみせた。このままでは、一人で着替えるのは不可能なのである。

「そんなわけないでしょう？」

　ミラは氷の眼まな差ざしで応じると、リモコンを操作した。電子音とともに、手枷に内蔵された電子ロックは解除された。

　二十キログラムはありそうな鉄塊を、大雅はテーブルの上にそっと置いた。

「五分で着がえて。わたしたちは廊下で待ってるから」

　黒くろ羽はは淡たん々たんと告げると、退室した。即座にミラもつづいた。




「ふぅん。悪くないわね」

　廊下で待機していた黒羽は、大雅の服装を一瞥するなり、感心した風につぶやいた。

「そうか？　服のことなんてさっぱりわからないから、いちばん地味で目立たないやつを選んだんだけど」

「その心がけ、大事だと思うわ」

　意外にも、黒羽は誉ほめ言葉を口にした。

「そいつはどうも。で、また手枷を嵌はめるつもりか？」

「必要とあれば、ね。だけど、大雅は物わかりが良さそうだし、わたしたちに危害を加えるつもりはないんでしょ？」

「いまの僕にとって、君たちは命綱だ。自分で切るのは自殺行為だと考えている」

「手枷は不要みたいね」

　黒羽はきびすをかえすと、すたすたと歩きはじめた。どうやら手枷は免除してくれるらしい。

　その後、三人はエレベーターに乗り、最上階である四十八階に移動した。エレベーターの扉が開いたとたん、大雅は意表をつかれた。

　自分が一週間ほど滞在した、無機的な研究施設とは打って変わって、瀟しよう洒しやな空間が構築されている。

　壁には様々な絵画が掛けられていて、まるで美術館の通路のよう。全体的にシックな雰囲気を感じさせた。

　あちこちに飾られている花は、造花ではなく本物だ。鼻先に甘い香りをおぼえた。懐かしい感じがした。

　同じビルディングの内部にもかかわらず、これほど異なる雰囲気のフロアが存在するとは……。

　エレベーターホールの周囲には、当然のごとく衛兵が配置されている。ここは本当に日本か？　と思ってしまうほど、どの衛兵も重装備だった。

「こちらです」

　ミラが先頭に立って、かつんかつんと革靴の踵かかとを響かせながら、通路を歩きはじめた。黒くろ羽はの歩調に合わせているのだろう、ゆっくりとした歩き方だった。

　大たい雅がは黒羽と肩を並べて、ミラにつづいた。

　お嬢様の真横を歩くのは無礼かな？　とも思ったが、黒羽は無頓着な様子だった。

「ここはどういうフロアなんだ？」

「わたし専用の居住区よ」

「専用って、最上階の全部が？」

「そう」

「とんでもないな……」

「言っとくけど、今日からは大雅の家でもあるのよ。さっさと慣れてちょうだい」

「いや、慣れろと言われてもな……。そういえば、君の家族も一緒に住んでいるのか？　ご両親とか」

「このフロアに住んでいるのは、わたしとミラだけよ。……親はいないわ」

　なに不自由なく育ったお嬢様かと思っていたが、そう単純でもないらしい。余計なことを聞いてしまったようだな、と大雅は反省した。

「ねえ。さっきから気になってたんだけど」

「なんだ？」

「その『君』って呼び方、やめてくれる？」

「じゃあ、なんて呼べばいいんだ？」

「黒羽、でいい」

「黒羽様？　それとも、黒羽お嬢様か？」

「呼び捨てでいい。あなたに『お嬢様』なんて呼ばれたら、イラッとするから」

　じろりと睨にらまれたので、大雅は苦笑した。

「了解だ、黒羽」

　その瞬間、黒羽は言葉を失ったように沈黙した。

　そして──その瞳ひとみから涙がひとしずく、こぼれ落ちたのだ。

「……黒羽？」

　大雅がとまどっていると、黒羽ははっとして、あわてて涙をぬぐった。

「なっ、なんでもないから！」

　黒羽は大雅を置いて、つかつかと歩いて行く。

　いまの反応がなにを意味するのか、大雅にはわからない──。




「こちらです」

　と、ミラが玄関らしき扉の前で立ち止まった。手慣れた動作で電子ロックを解除し、優雅な仕草で扉を開く。

「どうぞ」

　まず黒くろ羽はが、つづいて大たい雅がが入室した。

　たちまち大雅は圧倒された。

「お帰りなさいませ、黒羽お嬢様」

　総勢九名、ずらりと居並ぶメイドたちに出迎えられたのである。どのメイドも、はっと驚かされるほどの美少女ばかりであった。

「ただいま」

　黒羽は涼しい顔をして、メイドたちの脇わきを通過した。たちまちメイドたちが機敏に反応し、黒羽の白衣を慣れた手つきで脱がした。野や暮ぼったい白衣から解放された黒羽は、リビングのソファに腰を落ち着けた。

　白を基調とするリビングは、三十名程度のパーティーを開催できそうなほど広い。あまりにきれいすぎて、生活感がまったく感じられなかった。

　ソファやローテーブル、書棚などが整然と配置されている。

　書棚に並んでいるのは、辞書や百科事典、科学系の書籍が大半だが、ごく一部、異彩を放っている棚があった。

　その棚だけ「藤ふじ袴ばかまセツラ」という著者の文庫本や関連書籍で占められている。

　カバーデザインは漫画的で、いかにも女子中高生むけといった印象。お高くとまった天才少女の割に、可愛かわいらしい趣味をしていると思った。

　一方、壁や天井の各所には、スピーカーが埋めこまれているのがわかる。部屋の片隅にはＡＶラックが鎮ちん座ざしていて、見るからに高級そうなプレイヤーやアンプが収納されている。そのそばに置かれた黒い立方体は、サブウーファーだろう。

　天井付近に目をやると、電動式のスクリーンが据え付けられている。いまは収納された状態だ。このリビングはホームシアターを兼ねているらしい。

「適当なところに座って」

　大雅は少し迷ったのちに、黒羽の向かい側のソファに腰を落ち着けた。

「で、僕になにをさせようって言うんだ？」

「それを、これから説明してあげる」

　黒羽が冷然と告げたそのとき、ミラがトレイを手に、リビングにやって来た。

「お夕食までには時間がありますので、どうぞ」

　ミラの服装を目の当たりにしたとたん、大雅はびっくりした。

　つい先ほどまでスーツを着ていたミラだが、いまでは打って変わって、可愛らしいメイド服を着用している。

　心なしか、スーツ姿のときよりも若く見えた。

　案外、まだ十八歳くらいなのかもしれないな……と大雅は思った。

「なにか？」

　ミラが怪け訝げんそうな視線をむけてきた。

　いつの間にか、大たい雅がはミラのメイド服姿を凝視していたのである。

　あわてて目を逸そらしたものの、問わずにはいられなかった。

「どうしてメイド服なんだ？」

「わたくしの任務は、黒くろ羽はお嬢様の護衛及び、身の回りのお世話です。家事をする際は、こちらの衣装のほうが適切ですので」

　ミラは淡たん々たんと応じると、厨ちゆう房ぼうにもどった。

「それじゃ、食べながら説明するから」

　と、黒羽がローテーブルの上に置かれていたタブレットを手にとって、なにやら操作をはじめた。

　大雅は先ほどミラが持ってきた羊よう羹かんと茶をいただくことにした。ちょうど小腹が空すいたところだった。

　天井の照明が、ゆっくりと消えていく。

　室内を完全な闇やみが閉ざすと同時に、スクリーンが点灯した。




　大学の講義よろしく、黒羽は状況説明をはじめた。

「神話や伝説、民話でしか知られていない時代……そこには人間以外にも、多くの知的生命が存在していたわ。たとえば天使、狼おおかみ男おとこ、巨人、龍りゆう、妖よう精せい……そして、極めつけは吸血鬼ね。現代では空想上の産物とされている人外種がまとめて、『幻棲種ヴエイロン』と呼称されているわ」

「ヴェイロン？　イタリア製のスーパーカーか？」

「……記憶喪失のくせに、無駄な知識は覚えているのね」

　黒羽は残念な人を見るような目をして嘆息したが、すぐに真顔になった。手もとのタブレットを操作して、スクリーンを見るように目でうながす。

　スクリーン上では、メモ帳アプリが起動していた。

　黒羽の指の動きに合わせて、





　　Variable EIdoLON

　　略称＝ヴェイロン

　　日本語表記＝幻棲種






　という文字が次々と入力されていった。

　しかし、その文字よりも、黒羽の入力速度のほうに大雅は気を引かれた。おそろしく速いのだ。が、すぐに記述内容に意識をもどした。

「ヴァリアブル・エイドロン……なるほど。直訳すると、変異性の幻影、あるいは幽霊ってとこか」

「ふうん。英単語も記憶しているようね」

「そうらしい」

「もちろん、彼らは幻影でも幽霊でもないわ。たしかに実在したのよ。世界各地の神話や伝説、民話を紐ひも解とけば、彼らの痕こん跡せきはいくらでも認められるし」

　にわかには信じがたい話だが、いまの自分が一般世間の常識では計れない存在になってしまったのは事実である。

　吸血鬼が実在するというのなら、どんな異形が飛びだしてきたとしても、もはやおどろきはしない。

「だけど、妙だな。だったら、どうして幻棲種ヴエイロンの存在は隠されてきたんだ？」

「幻棲種が人類の前からふっつりと姿を消したのは、近代以降のことよ。その結果、近代から現代へと移行するにつれて、彼らは空想の産物と見なされるようになったの」

「じゃあ、近代化に伴って、幻棲種が姿を消さざるを得ないような事態が起きたと？」

「そうよ。すべては、この国からはじまったの──」

　黒くろ羽はがリモコンを操作すると、スクリーンにヨーロッパの地図が映しだされた。

　英国の部分だけが、赤く塗られていた。いや、大ブリテン島以外の地域、たとえばアフリカやインドといった地域もまた、鮮血のように着色されている。

「大英帝国か」

「その程度の知識はちゃんと記憶しているようね。近代以降、世界の覇は権けんをつかみ取るべく、獰どう猛もうな獣けもののごとく帝国主義を推おし進める過程で、英国は肥大化していった。世界最強の海軍を擁ようするのはもちろんのこと、その外交能力も並外れて高い。もっとも、海軍の起源は海賊だし、商人どもに至いたっては、紳士の仮面を被かぶった詐欺師が多いんだけどね」

「辛しん辣らつだな」

「そうかしら？　やがて、彼らは幻棲種たちの土地にまで、いやらしい触手を伸ばしたのよ。そこでは、様々な幻棲種たちが、各々の支配地域を厳格に統治していた。彼らは独自の歴史、文化、伝統を守り、高こう潔けつな社会を築いていたと伝えられているわ。そんな彼らに対して、英国政府は奸かん計けいを巡らせた。いざ戦争となった場合、近代兵器のおかげで人類もそこそこ戦えるようにはなっていたけれど、幻棲種が本気を出したら、大ブリテン島を焦しよう土どに変えることもできるからよ」

「それほどの力があるのなら、イギリスがなにを言ってこようが無視することもできたんじゃないか？」

「幻棲種と言っても無敵じゃないわ。人類に比べると絶対数が少ないし、一般的には繁殖力も低い。それに家族や同胞を失いたくないという気持ちは、人類と同じだったはずよ。なるべく全面戦争は避けたいという思いから、彼らは大英帝国との交渉に応じてしまったの。そして、大英帝国と様々な条約を交わしていった」

「……で、ものの見事にだまされたというわけか」

「そう。自分たちが結んだのが、とてつもない不平等条約だと気づいたときは、あとのまつり。幻棲種ヴエイロンたちはあっけなく居住地をうばわれた。彼らの住む土地は、天然資源が豊富だったのよ。しかも、正当な契約書を交わした以上、それを暴力で破棄することは、彼ら自身の誇りが許さなかった。ある意味、契約は絶対に守らねばならない──なんていう人類社会の価値観を、幻棲種のコミュニティは盲目的に輸入してしまったと言えるわね」

　やるせない話だな、と大たい雅がは思った。永らく居住地であった土地を、イギリスから派遣された外交官の口八丁でうばわれるなど、幻棲種にとっては痛恨の極みだろう。

　いっそのこと、一方的に契約を破棄して、英国領に攻めこむことだってできたはずなのに、それは本人たちの矜きよう持じが許さなかった……。

「で、土地を追いだされた幻棲種たちは、どうしたんだ？」

「当然、離散を余よ儀ぎなくされたわ。世界各地で人類に擬ぎ態たいして、細々と暮らす羽目になった。人類と幻棲種との混血も進み、純粋な幻棲種はますます個体数を減らし、同時に弱体化していった。まあ、こうした連中は穏健派と言えるわね」

「つまり、急進派もいたとわけか」

「当然ね。バカ正直に条約に従したがうよりも、戦って土地を取りもどすほうがましだと考える者があらわれるのは、自然なことだし。それ以降、大英帝国と幻棲種との間で暗闘がくりひろげられることになるわ。まあ、幻棲種にできることと言えば、散発的なテロくらいだったけどね。歴史の本には記述されていないけれど、一九〇〇年に開催されたパリ・オリンピックの会場を襲撃したりもしたそうよ」

「ずいぶんと派手にやらかしたんだな」

「その後も、幻棲種たちは四年ごとにオリンピック会場を襲おそうようになった」

「やけにこだわるんだな、オリンピックに」

「なんと言っても近代社会における華々しい祭典の一つだし、幻棲種からすれば人類繁栄の象徴として、輝かしいものに見えたんだと思う。潰つぶしておきたいと思っても、ふしぎじゃないわ。まあ、この当時は万国博覧会も開催されていて、パリ・オリンピックは万博の付属大会くらいにしか見られていなかったのだけど、血の気の多い幻棲種たちにはオリンピックのほうが魅力的に映ったのかもしれないわね」

「なるほどな……」

「さすがに英国政府も追い詰められたんでしょうね。一九二一年、幻棲種の急進派たちに新たな提案をするの。これより九十九年後、西暦二〇二〇年にオリンピックが開催された都市を、一種族の支配地域として認めよう──とね」

「どうしてそうなる？　九十九年なんて、気の遠くなるような話だし」

「香港の例もあるし、イギリス人からしてみれば、それほど荒こう唐とう無む稽けいってわけでもないと思う」

「香港？　どういうことだ？」

「知らないの？　というか、覚えていないのかしらね。アヘン戦争で敗北した結果、清国は一八四二年に香港島を割譲させられた。次にイギリスはアロー戦争を仕掛けて、一八六〇年には九竜半島南端部を割譲させたの。で、一八九八年──今度は九竜半島の大部分と付属諸島で構成される新界が、期限付きで租そ借しやく地ちとなったのよ。その期限こそが、九十九年というわけ。実際、一九九七年に香港全域が返還されたわ」

「それで、幻棲種ヴエイロンに対しても九十九年なんて期限をつけたのか」

「ま、自分たちの子孫に問題を丸投げした、とも言えるけどね」

「だけど、幻棲種がそう易やす々やすと受うけ容いれるとも思えないけど。九十九年なんて、どう考えても長すぎる」

「そうでもないわ。一般的に、幻棲種は人間よりも寿命が長いから。九十九年という期間は、決して待てない時間ではなかったんでしょうね」

「それにしたって、そんなふざけた条約を、急進派の連中が結ぶとは思えない」

「でもね、一時は団結していた幻棲種たちの間で、論争が勃ぼつ発ぱつしてしまうのよ。人類が開発した、あの輝かしい祭典──オリンピックが開催されるほどの大都市を、一種族のみに与えるというのだから。その結果、それまでは団結していた異種族の間に、亀裂が生じてしまったのね」

「なるほど……」

　大たい雅がは嫌悪感を抱いだく一方で、その手腕に感心もしていた。

「この提案に乗るべきではないか──と考えた種族が現れるのに、時間はかからなかった。しかも、どの種族も自分たちが一番である、という誇りと自負を抱いていたのよ」

「さすがは二枚舌外交のプロ……晴れて条約締結、となったわけか」

「そう。一九二一年から九十九年後、つまり二〇二〇年。各種族から一人ずつ代表を出し、オリンピック開催国で『戦争』を行い、勝ち残った種族が開催都市を統治する権利が得られる──という条約よ。この戦争は、幻棲種の神を決めるための戦い──という意味で、『幻神大戦』と名づけられたわ」

「ちょっと待てよ？　ということは、その戦争の報酬は……東京ということになるな」

「肯定よ」

「日本政府は蚊か帳やの外だったわけか？」

「それも肯定」

「…………」

「こうした密約があったからこそ、二〇二〇年度のオリンピック開催地が、意外にあっさり東京に決まったというわけ。いえ、押しつけられたという側面があるのは、否いなめないわね。日本政府の首脳が、こうした事実をイギリスから通達されたのは、開催地が決まった後のことだったし」

　大雅は嘆息した。

「『幻神大戦』のルールだけど、至いたって単純よ。各種族から一名ずつ代表者を選出し、この海上都市オリュンポスを舞台に、バトルロイヤルをくりひろげるってわけ。この海上都市を建設した理由はね、名目上は経済的な理由がいくつも挙げられているけれど、それらはカムフラージュにすぎない。あくまでも戦場として建設されたのよ」

「……で、最後まで勝ち抜いた選手を輩出した種族に、東京の所有権が与えられるってわけか」

「そうよ。もちろん、日本政府も黙ってはいないわ。あくどい連中の企たくらみを覆くつがえすべく、わが御薪みかまぎ製薬と手を組んで、プロジェクトを立ち上げたの。すなわち、『人工吸血鬼製造計画』よ──」

「お嬢様。夕ゆう餉げの支度がととのいました」

　そのとき、ミラがつかつかと歩み寄ってきたので、会話は中断となった。

　黒くろ羽はは立ちあがると、リビングを出ていこうとした。が、大たい雅ががじっと座ったままなのに気づいて、こちらをふりかえった。

「大雅。あなたも一緒に食べるのよ」

「じゃあ、お言葉に甘えて……」

　三人は部屋をあとにした。ミラが案内した部屋は、十畳ほどの座敷だった。床の間には日本刀と脇わき差ざしが飾られている。メイドたちがせわしなく動き回り、準備をしていた。

　卓に並んでいるのは、料亭に匹敵するのではないかと思われるほど、豪勢な日本料理の数々である。中でも大雅の目を引いたのは、万華鏡さながらに色鮮やかな、お造りの皿である。伊い勢せエビの甲殻の赤さが、ひときわ鮮烈だった。

　奇妙なのは、座布団が四枚も敷かれていることだ。大雅と黒羽の他ほかといえば、メイドしか目につかない。

　また、日本酒の瓶が何本も用意されているのも気になった。一体、だれが飲むというのだろう。

「和食はお気に召しませんか？」

　大雅が黙したまま、微動だにしないのを怪け訝げんに思ったのか、ミラが尋ねてきた。

「いや、なんでもない」

「そうですか」

　ミラはたいして関心を引かれた様子もなく、厨ちゆう房ぼうに引っこもうとしたのだが──そのとき、呼び鈴らしき電子音が室内に鳴りひびいた。

「やっとお出ましね」

　黒羽がそうつぶやいたので、最初から予定されていた客なのだと察しがついた。と同時に、座布団の謎なぞも解けた。




「お久しぶりです、黒羽お嬢様」

　現れた男は、肌に絡みつくような猫ねこ撫なで声ごえで、黒羽にぺこりと挨あい拶さつをした。

　見るからに高級そうなスーツに身を包んだ、細身の男である。どことなく爬は虫ちゆう類るいを連想させる顔立ちで、うさん臭い空気をまとっている。

　一見、四十代に見えるが、年寄り臭い雰囲気もあり、年齢は推測しづらい。

「──ふうん。そちらが例の吸血鬼君かしら？」

　と、男の背後から若い女があらわれた。大たい雅がの顔に目を留めるなり、興味津々の視線をむけてくる。

　妖よう艶えんな美女である。ダークグレーのスーツに身を包んでいるが、その地味な衣服は、むしろ女の美び貌ぼうを引き立てていた。

『ほう。いい女ではないか。まさしく熟れごろだ。さぞかし美う味まい血が流れているのだろうな』

　そんな思考がふっと湧わき起おこったので、大雅は羞しゆう恥ち心しんをおぼえた。

　初対面の女性に対して、自分はなにを考えているのだろう？

　……いや、いまのは本当に自分の思考なのだろうか？

　そういえば、初めてミラを見たときや、兵士たちに銃殺されかけたときも、同じような現象が起こったことを思いだす。

　自分とはちがうだれかが、急に意識の表層に浮上して、欲望に忠実な感想を告げたような感覚……。

　それはともかく、この男と美女が要人であることは、すぐに察しがついた。

　身なりが立派なのはもちろんのこと、四名もの護衛を従したがえているからだ。

　どの護衛も男で、黒スーツにサングラスという出いで立たちだった。リビングの扉の脇わきに立ち、厳粛な面持ちで控ひかえている。

「お疲れさまです、瓜生うりゆう事務次官。沙さ耶や叔母さんも、お久しぶりです」

　すでに食卓に着いていた黒くろ羽はだったが、起立して恭うやうやしく応じた。

「ようこそいらっしゃいました。ちょうど夕ゆう餉げの支度がととのったところですので、ご一緒にどうぞ」

　ミラを筆頭とするメイド団も、優雅にお辞儀をしてみせた。

「では、お言葉に甘えて」

　瓜生事務次官と呼ばれた男は微笑を浮かべると、ゆったりと腰を落ち着けた。

　事務次官といえば、たしか官僚における最高位ではなかったか……と、大雅はあやふやな知識を掘り起こした。

　一方、黒羽から「沙耶叔母さん」と呼ばれた美女は、大雅の隣に正座した。香水の匂においが、大雅の鼻先にふわりと漂ただよってきた。

「よろしくね、月見里やまなし大雅君。私は来くる栖す川がわ沙耶。黒羽にとっては、母方の叔母に当たるわ。いまはオリュンポスの市長を務めているの」

「──!?」

　大雅は息を吞のんだ。

　そういえば、数日前のニュース番組で、同じ顔をちらりと見かけたような記憶があった。この海上都市では、いちばんの有名人だろう。

「それでは、わたくしも自己紹介をさせていただきましょうかねえ。瓜生うりゆう丈じよう一いち郎ろうと言います。内閣事務次官を務めさせていただいております」

「ナイカクって……あの内閣？」

「ええ、あの内閣です。『幻神大戦』を実施するにあたって、政府と民間、双方から多くの人材が参加しています。わたくしのことは、政府の代表だと思っていただければと」

「政府の代表、か。総理大臣じゃないんだな」

「総理大臣に限らず、政治家なんてものは、官僚や資本家が作成したシナリオを読みあげるためのスピーカーですからね。極端な話、頭が空っぽなほうが、我々としても都合がいいんです。本当に優れた政治家を知りたければ、暗殺されたり失脚させられた人を調べてみるといいですよ。ふっふっふ……」

「身も蓋ふたもないな」

　この男とは絶対に仲良くなれないな、と大たい雅がは確信した。

「よろしく頼みますよ、月見里やまなし君。あなたのことは、御薪みかまぎのお嬢様から詳しく聞いています」

「そいつはどうも」

　とんでもない大物たちの出現に、大雅は面食らうばかりだった。




「ねえ、大雅君。黒くろ羽はから、おおまかな事情は聞いたのかしら？」

　沙さ耶やが頃ころ合あいを見計らって、大雅に尋ねてきた。一つ一つの仕草が妖よう艶えんで、大雅の官能を刺激してくる。

　大雅は「一応は」と、素っ気なく応じた。

「なら話は早いわ。来月以降、各々の幻棲種ヴエイロンから選別された各種族の〝最強〟たちが、東京の所有権を賭かけて殺し合いをはじめることになるの。早速、あなたにはその準備をしてほしいのよ」

「正直、わけがわからない。そもそも、各種族の〝最強〟たちが殺し合うって言われても……僕の場合はどうなる？　『人工吸血鬼』なんていう、ふざけたカテゴリーが許されるのか？　もしかしたら、本物の吸血鬼が参加してくる可能性だってあるんじゃ？」

「その心配はないわ」

　と、黒羽が応じた。

「吸血鬼という種は、二十世紀の半ばに絶滅したわ。幻棲種のコミュニティにおいても、それが定説になっている。大雅は、たまたま生存が確認された吸血鬼として、つまりは吸血鬼族の代表者として参加すればいいだけのこと」

「なるほど。日本政府の密命を受けた吸血鬼が優勝すれば、東京を幻棲種に明け渡さずにすむというわけか。だけど、吸血鬼というのは、幻棲種のなかではどのくらいのレベルなんだ？　話を聞いていると、幻棲種にはいろんな種族がいるようだけど」

「このわたしがわざわざ選別したのよ。吸血鬼こそが、史上最強の幻棲種だと結論したからに決まっているでしょう？」

「なるほどな……」

　黒くろ羽はの言葉に納得していると、瓜生うりゆう事務次官が唐突に口を開いた。

「幻棲種ヴエイロンにとって、『幻神大戦』は新天地を獲得するための侵略戦争ですが、我々日本人にとっては、防衛戦争ということになるのです。吸血鬼として復活した月見里やまなし君が勝利すれば、東京は死守できます。すなわち、日本全体が護まもられます！」

「もし僕が負けたら？」

「東京が幻棲種の所有物となります」

　瓜生はにこやかに告げたが、しかし、その目だけは笑っていない。

「東京を手に入れた幻棲種が、その後、この国をどのように扱うのか……現段階ではわかりません。ですが、想像ならできます」

「たとえば？」

「なんと言っても、幻棲種の多くは人類に強烈な怨えん恨こんを抱いだいていると思っていい。手始めに、東京都民を一夜にして皆殺しにすることだってあり得ますねえ。最強クラスの幻棲種であれば、それくらいは朝飯前でしょう」

「…………」

「あるいは、東京都民を奴ど隷れいとして酷使する可能性もあります。かつて欧米諸国で盛さかんだった奴隷貿易においては、黒人以外にも、下級の幻棲種がたくさん取引されていたそうですしねえ」

「闇やみが深いな……」

「いずれにせよ、首都機能は完全に停滞し、その影響は日本全国に波及します。まちがいなく──この国は終わりますよ」

　瓜生の宣言に、大たい雅がはぞくりとした。自分はいままさに、この国が存続できるか、滅亡するか、その瀬戸際に立ち会っている……。

「そもそも、どうして我々が人工吸血鬼に賭かけたのか──少しお話ししましょうか」

　瓜生は蛇へびのように舌を出し、唇くちびるを湿らせた。

「これまでの話からお解わかりでしょうが、人類と幻棲種では、その戦闘力に圧倒的な格差があります。とはいえ、人類も近代以降は数々の兵器や戦術を生みだし、ある程度までは戦えるようになりました。しかし、吸血鬼だけは幻棲種のなかでも別格と言っていい。我々には二つの選択肢がありました。一つ目は、過去の条約など完全に無視する。それを理由に幻棲種が攻めてきたら、最先端の軍事力をもって徹底抗戦する。しかし、これはリスクも大きいです。どれほどの人命が失われるのか、被害総額がいくらになるのか、想像もつきません。最悪、日本全国が焦しよう土どとなってしまう可能性も……。政府としても、そのような選択を望むわけにはいかないのですよ」

　大雅は少しだけ瓜生を見直した。いけすかない男だと思っていたが、意外にまともなことを言うと思ったのだ。

「そこで、もう一つの選択肢が浮上したわけです。元々、人工吸血鬼を造る実験については、今回の騒動に関係なく、黒くろ羽はお嬢様のご両親が従事されていたのですが……不幸な事故でご両親がお亡くなりになったことで、一時的に凍結となりました」

　不幸な事故というのが気になったが、黒羽が同席している以上、根掘り葉掘り尋ねるわけにはいかなかった。

「が、黒羽お嬢様は独自に研究を引き継ぎ、ついに完成させてしまったのです。月見里やまなし大たい雅が君、あなたという作品をね！」

「…………」

「その結果、あえて幻棲種ヴエイロンたちが望む形の戦争──『幻神大戦』を開催した上で、日本政府が派遣した吸血鬼に活躍してもらうという選択肢が現実味を帯おびたわけです。先ほど黒羽お嬢様が仰おつしやったとおり、吸血鬼は最強の幻棲種であり、いわば〝幻棲種の王〟ですから、『幻神大戦』に勝ち残れる可能性は充分にあります」

「いまのところ、それほどの力があるような実感はないけどな……」

　謙遜ではなく、事実である。しかし、もし瓜生うりゆうの話が本当ならば、大雅の肉体にはとてつもない力が秘められているということになるが──。

「さて、ここからが本題だけど──」

　と、沙さ耶やが鋭するどい目をして、大雅を見た。

「月見里大雅に問うわ。この闘いに参加する意思はある？」

　たちまち食卓に緊張感がみなぎった。

　なんとも居心地の悪い気分だった。沙耶が、瓜生が、黒羽が、そして給仕を務めていたミラまでが、大雅の返答をじっと待ち受けている。

　先ほど瓜生が述べた、二つ目の選択肢。その鍵を握るのは、まさしく大雅の返事ということになる。ここで大雅が拒きよ否ひすれば、すべては水泡に帰すのだから。

「はあ……まったくもって、理不尽な話だと思う。勝手に生き返らせておいて、わけのわからない殺し合いに参加しろっていうんだからな」

　そこで大雅は言葉を切って、溜ため息いきをついた。

「そもそも、僕自身、この身体からだにどんな能力が秘められているのか、まだちゃんと把握できていないんだ。状況は圧倒的なまでに不利……だけど、僕が負けたら東京を幻棲種どもに強ごう奪だつされたあげく、この国が終わってしまうだなんて──」

　大雅は箸はしを置いた。

「はっきり言って、めちゃくちゃだ」

「ふふっ。そこは同感よ」

　沙耶は蠱こ惑わく的てきな微笑を浮かべると、ワイングラスを手にとった。

「この国を救うために戦う、か。まるで英雄だ……だけど、残念ながら僕の心には悲しいくらいに響かない。きっと生前の僕も、そういうドライな奴やつだったんだろう」

　大雅が自じ嘲ちよう気味に笑うと、

「──ちょっと。生前のあなたを侮辱しないでくれる？」

　と、黒くろ羽はが不機嫌そうに口をはさんできた。が、すぐさま己おのれの失態を悟ったように、口をつぐんだ。

「おい。いまの口ぶりだと、昔の僕を知っていたのか？」

「……企業秘密よ」

　黒羽は冷然とした口調で応じると、露ろ骨こつに目を逸そらした。

　と、沙さ耶やが助け船を出すように割りこんできた。

「──それで、どうするの？　残念だけど、あまり時間がないの。『幻神大戦』の開会式は四月十五日に決まっているわ。すでに一ヵ月を切っているってわけ。是非、いますぐ返事を聞かせてほしいのだけど」

「正直、気が進まない。あまりに一方的すぎるし、英雄なんてものに興味もない」

「なにも英雄になれと言っているわけではありませんよ？　我々は、ただ働きを要求しているわけではないのです。来くる栖す川がわ市長、説明していただけますか？」

　瓜生うりゆうにうながされた沙耶は、大たい雅がに艶つやっぽい流し目を注いだ。

「すでに我々は、月見里やまなし大雅の戸籍を新たに登録したわ。その結果、あなたはこの国の社会保障を享受できるようになった。これは、いわば前金といったところね」

「…………」

「そして、あなたが『幻神大戦』に参加している間は、しかるべき給与を支払うわ。もちろん試合に勝利するたびに、成功報酬も振り込んであげる」

「要するに、雇用契約を結ぶというわけか」

「そう。もちろん正式な契約書を交わすから、あなたとしても安心のはずよ」

「なるほど。ドライだけど、僕たちの距離感としてはちょうどいいかもしれない」

　大雅は少し思案した。

「少しだけ修正させてもらえるか？　どうせなら『幻神大戦』に参加している間、僕を公務員として扱ってもらいたい」

「ちょっと、どうして公務員なのよ？」

　黒羽が眉まゆをひそめた。

「こんな時代だ。公務員こそが最強だってことは、ここ最近のニュース番組をチェックしていればわかるさ。というわけで、公務員制度に沿った給与とボーナス、社会保障を要求する。そして、任務を達成できた暁には、退職金と年金を要求する。どうだ？」

「ほう、年金ですか？」

　瓜生が意外そうな顔をした。

「そうだ。この年金は、僕が二度目の死を迎えるまで、毎月きちんと支払ってもらう。二度目の死がいつになるのかは、自分でも想像がつかないけどな。吸血鬼の寿命なんて知らないし、ましてや人工吸血鬼の寿命なんて想像もつかない。ついでに言えば、将来、物価が上昇した場合にそなえて、いくつかのオプションを設定させてほしい」

　瓜生も沙耶も、そして黒羽も、しばらくの間、きょとんとして大雅を見つめていたが、やがて、いっせいに笑いはじめた。

「……ウケを狙ねらったつもりはないんだけどな」

　大たい雅がが眉まゆ根ねを寄せると、三人ともようやく笑いを引っこめた。

「まったく……この国が滅びるかどうかの瀬戸際に、年金とか……なにを言ってるのかしら？　大体、あなたの面倒はわたしが見るつもりだったんだけど」

　黒くろ羽ははすっかり呆あきれている。どこか不本意そうな表情でもあった。

「小市民的ではありますが、堅実ですねえ。きらいじゃないですよ、そういうの」

　瓜生うりゆうは愉快そうに微笑を浮かべている。

「それと、もう一つだ。僕が最後まで勝ち抜いた場合、生前の僕が何者だったのか、御薪みかまぎ製薬に情報公開を要求する。自分の過去を知りたいと思うのは、当然の望みだろう？」

　これが最後とばかりに、大雅は最重要とも言える条件を付け加えた。

「わかった。あなたが最後まで勝ち残ることができれば、すべてを話すと約束するわ」

　真顔で応じた黒羽に対し、しかし、大雅は素っ気なく応じた。

「口約束は要らない。契約書にサインしてくれれば、それでいい」

「まったく、心配性なんだから……」

　黒羽はムッとした顔で、そっぽを向いてしまった。

「大雅君の要求は理解したわ。契約書の細部については、いずれわたしの部下を派遣するから、日を改めて協議しましょう」

　商談成立を祝うように、沙さ耶やが締めくくった。




　市長と事務次官が帰ったとたん、リビングは物寂しい雰囲気となった。メイドたちが厨ちゆう房ぼうに詰めているせいで、余計にそう感じるのだろう。

「わたしたちも、忙しくなるわね」

　と黒羽がぼそりとつぶやいて、湯飲みを置いた。

「たしか、開会式は四月十五日と言っていたな。それまでに、僕はなにをしておけばいいんだ？」

「そうね。大雅にはまず──御薪学園高等部に入ってもらうわ」




　それからの一週間、大雅は各種契約書の項目をチェックしたり、ＢＳＬ－４（バイオセーフティーレベル４）の研究施設内で無人戦車と対決させられては内臓をぶちまけたり、御薪学園に編入するための準備をしたり、また内臓をぶちまけたり、カウンセリングを受けるなどしてすごした。

　相変わらず、生命が極度に脅おびやかされた場合のみ、異様な反撃を実行するものの、大雅が自分の意志で吸血鬼の能力を駆使することは、決してできなかった。

　実験のたびに、一台が何十億円もするという無人戦車が犠牲となった。日増しに、黒羽の表情は厳しくなっていった。

　また、大たい雅が専用のスマートフォンを支給してもらえたので、その操作法を勉強したりもした。

　生前の自分は、スマホという機器とは無縁だったらしく、最初はちんぷんかんぷんだったが、数日後には使いこなせるようになった。ネットニュースや匿名掲示板も閲覧し放題である。

　ちなみに、このスマホ、外観こそ市販品を装っているが、実は特注品だという。

　ボディの強度は軍用規格ミルスペツクを満みたしているため、防水性や耐衝撃性は抜群だ。しかも大雅が所持しているだけで、様々な機能がオートで実行されるらしい。

　大雅の現在位置情報は言わずもがな、心拍数や血圧をはじめ、各種生体データも常時モニタリングしているのだとか。

　黒くろ羽ははなにも言わなかったが、おそらく通話やメールの内容も、すべて筒抜けなのだろうな……と大雅は推測した。

　別に腹は立たなかった。もし大雅が黒羽の立場なら、その程度の監視はまちがいなく実施していたはずだ。むしろ生ぬるいくらいだと思う。

　一方、来くる栖す川がわ市長の部下だという役人たちが何度か派遣されてきたので、彼らと交渉をくりかえした。互いの妥だ協きよう点が見えたところで、晴れて雇用契約は完了した。

　海上都市オリュンポスと契約を交わした、「特別公務員」──それが大雅の新しい身分である。

　当然ながら、この契約が成立したことで、大雅は『幻神大戦』とやらに参加せざるを得なくなった。

　はっきり言って、勝てるかどうかはわからない。

　あの日、自分の肉体に吸血鬼じみた能力が宿っていることは判明したものの、どうすれば吸血鬼としての能力を自在に操あやつれるのか、さっぱり見えてこないのである。

　──ま、勝てば気楽な年金暮らしが待っているんだ。やれるだけやってみるさ。いまの僕は吸血鬼なんだ。あの瓜生うりゆうってやつも言ってたけど、吸血鬼は幻棲種ヴエイロンのなかでも最強の種族らしいじゃないか。希望的観測を軽々しく口にするような人物には見えなかったし、他ほかの幻棲種たちの戦力も、ある程度は把握しているんじゃないだろうか。『幻神大戦』がはじまるまでに、吸血鬼の力をフルに発揮できるコツさえつかめれば……。

　それにしても、わざわざ高校に通学しろとは……黒羽の突拍子もない提案に、大雅はとまどうばかりだった。

　──あなたは二年間、死んでいたのよ。その間にも、世界は目まぐるしく流動していったわ。社会生活の勘かんを取り戻すのに、学校はちょうどいい場所だと思う。幸か不幸か、いまのあなたは十代半ばの男の子にしか見えないし。

　それが黒羽の説明だった。




　四月七日、午前八時。真新しい制服を着用した大雅は、登校の準備をはじめた。面倒くさいが、黒くろ羽はの命令なのでしかたがない。

　当の黒羽は、朝から一度も顔を見せていなかった。見送りくらいしてくれればいいのに──などと思いつつ、革靴を履いていたところに、

「なかなか似合っているわね」

　背後から声をかけられた。

　ふりかえると、御薪みかまぎ学園高等部の制服を着用した黒羽が、得意げに立っている。

　その背後には、いつの間にか黒スーツに着がえたミラが、すました顔で控ひかえていた。ここしばらくメイド服姿を見慣れていたので、スーツ姿を見るのは久しぶりだった。

「なんだ、黒羽も通学するのか」

「ま、天才理系美少女であるわたしが高校なんかに通ったところで、学ぶことなんてなにもないんだけどね」

「自分で言うなよ……。けど、それならどうして通う？」

「このわたし自ら、モルモットを監視するために決まっているでしょう」

「……そうかよ」

　黒羽が玄関に腰かけると、ミラが流れるような動作でひざまずき、黒羽の足に通学用の革靴を履かせてやった。過保護なメイドだな……と大たい雅がは思った。

「もしかして、リムジンで登校したりするのか？　超ちよう弩ど級きゆうのお嬢様だし」

「徒歩で十五分ほどの距離なんだから、自分の足で歩くわよ」

「そうか」

「お二人の警護につきましては、ご心配なく。わたくしが率いる護衛チームが、つかず離れずの距離を保たもちつつ、さりげなくお守りしますので」

　ミラに付き添われ、大雅と黒羽は出発した。

　玄関を出て、無駄に豪華な廊下を進み、エレベーターホールに到着。最上階から一階までノンストップで下降して、一流ホテルをも凌りよう駕がするロビーに出た。

「ここからは、お二人だけで行動してください。我々は黒子に徹しますので」

　大おお真面目まじめなミラに対し、大雅は曖あい昧まいにうなずいた。

「じゃあ、行ってくるわ」

　黒羽はなぜだか誇らしげな顔をして、自動扉をくぐり抜けた。

「行ってらっしゃいませ、お嬢様」

　ミラは深々とお辞儀をして、意気揚々と出発する主人を見送った。

　数段の階段を下りて、歩道に出る。サラリーマンや学生が足早に歩いていた。

　車道は渋滞している。ちょっとした事故があったのか、パトカーと救急車が道端に駐とまっている。救急車のサイレンも聞こえてきた。警光灯パトランプの赤い光が、朝の清すが々すがしい空気を切り裂くように踊っている。

　そのとき──なぜだか黒羽が足を止めた。

「どうした？　忘れ物か？」

「……気持ち悪い」

「は？」

　いつの間にか、黒くろ羽はは顔面蒼そう白はくとなっていた。

　いまにもその場で崩れ落ちてしまいそうな様子である。

　よく見ると、全身が小刻みに震えているのがわかる。

「わ、わたし……もうだめかも……」

　ぐらり、と黒羽の身体からだがよろめいた。

「大丈夫か!?」

　大たい雅がはとっさに手をのばし、黒羽の背に手をまわした。

　怖いくらいに華きや奢しやな感触が伝わってきた。

「お嬢様！」

　とミラが血相を変えて、自動扉をくぐり抜けてきた。ガラスごしに、黒羽の異変を察知したのだろう。




　大雅は後ろ髪を引かれる思いだったが、黒羽のことはミラに任せて登校した。

　通学路を歩いていると、スマホが鳴った。

《ミラです。先ほどは申し訳ありませんでした》

「黒羽は大丈夫か？」

《はい。いまはお休みになられています》

「なにか持病でもあるのか？」

《……過去に負った精神的外傷トラウマのせいで、お嬢様は赤い警光灯が苦手なのです。それと、サイレンの音や、街の雑踏も苦手とされています。今日という日にそなえて、各種治療薬を服用の上、万全の態勢を整えておられたのですが……》

「訳ありみたいだな」

　ＴＶニュースによれば、この海上都市の犯罪発生率は東京以上であり、交通事故も多いという。赤い警光灯やサイレンなど、日常茶飯事といっていい。街に出れば、頻ひん繁ぱんにパトカーが巡回している。

　そして、歩道には常に大勢の人が行き交っている。

　通勤・通学の時間帯ともなれば、人ごみは何倍にも増える。精神的に人ごみを受け付けないというのなら、街中を歩いたり、人気のある店に入ることさえできなくなる。

　黒羽にとっては、厳しい街だと言えた。いっそのこと、のどかな田舎に引きこもったほうが楽かもしれない。

《申し訳ありませんが、学園には一人で通ってください。それでは、失礼いたします》

　通話はあっけなく終了した。

「黒羽のやつ、無む茶ちやしやがって」

　旧財閥系一族のお嬢様で、天才科学者で、容姿にも恵まれている御薪みかまぎ黒羽。世の中の九十九パーセントを占める「持たざる者」から見れば、うらやましいにもほどがある少女。

　しかし、あんな弱点を抱えていたとは意外だった。

　黒くろ羽はにそれほどのトラウマを植えつけた原因とは、なんなのか──気になったが、それを尋ねる前に、ミラは通話を切ってしまった。

　そう簡単に教えてもらえるとも思えないし、遠慮なく踏みこむつもりもない。いずれ黒羽が自発的に口を開くまで、待つしかないだろう──。




　スマホの地図アプリを起動してはじめて知ったことだが、この海上都市には十二の区が存在し、それぞれにオリュンポス十二神の名が与えられている。

　たとえば、黒羽や大たい雅がが拠点としている高層ビルは、第七区「アルテミス」内に位置している。この地区はオフィス街となっていて、企業のビルが林立している。

　一方、御薪みかまぎ学園の校舎は、第八区「デメテル」内にあった。この地区は、教育機関が集中していて、特にこの時間帯、街は登校中の学生たちであふれていた。

　そうした教育機関のなかでも、御薪学園は最大の規模を誇っている。

　同じ敷地内に初等部、中等部、そして高等部の校舎がそびえ立っているのだ。

「へえ。なかなか立派だな」

　しばしの間、大雅はスパイのように冷徹な目をして、豪ごう奢しやな雰囲気の校門と、校庭のむこうにそびえ立つ白亜の校舎を眺めやった。

　いかにも名門校という雰囲気だ。校門に吸いこまれていく生徒たちにしても、草食動物的というのだろうか。真面目まじめそうで、非行とは無縁そうな顔ぶればかりだった。

　──今日はたしか、始業式とホームルームのみ。それと……入学式はないと書いてあったな。

　例年、生徒の九割は中等部から高等部へと自動的にシフトすると聞いている。わずか一割の編入生のために、わざわざ入学式を執とり行うのは無駄だというわけだった。

　編入生によっては、そうしたシステムに不服を抱いだくかもしれない。

　しかし、大雅は逆だった。そういう合理性は、むしろ望むところだと思っている。

　──それにしても、『幻神大戦』の会場になる人工島に、わざわざ学校まで設立するなんてな……政府はなにを考えているんだか。

　考えても仕方のないことなので、大雅はさっさと校庭にむかった。

　人だかりができている。生徒むけの掲示板に、各クラスの編成表が貼はり出されているのだった。

　大雅は人ごみをかき分けながら、なんとか掲示板の前までたどり着いた。

　自分の名前は、一年Ａ組のなかに見つけることができた。

　ただし、気になることがあった。





　　※以下、編入生




　　　　29　ディートリンデ・アルマ・ミカエリス

　　　　30　御薪みかまぎ黒くろ羽は

　　　　31　月見里やまなし大たい雅が

　　　　32　李龍威リー・ロンウエイ






　Ａ組の人数は三十二人。大雅を含むラストの四人が、高等部からの編入組らしい。わざわざ進級組と区別している。

　大雅の一つ前に、黒羽の名前がある。

　五十音順なので、「み」の次に「や」が来ること自体は不自然ではないものの、なにやら作為的なものを感じた。

　おそらく御薪家のお嬢様ともなれば、クラス編成ごとき、いくらでも操作できるのだろう。

　なんせ、ここは御薪学園なのだから──。




　一年Ａ組の教室には、すでに多くの生徒が集まっていた。

　やはり中等部からの進級組が大半らしく、すでに確固たる閉鎖的コミュニティが構築されている。

　要するに、あちこちで仲良しグループができあがっているのだ。

　──これは……編入組にとっては、かなりつらい状況なんじゃないか？

　そうは思ったものの、大雅にとってはどうでもいいことだった。大雅の役目は、あくまでも『幻神大戦』に出場することであり、通学はオマケにすぎない。

「──見ろよ、これ！　また女子が行方不明になったらしい」

「さっさと逮捕してくれよな～。警察はなにやってんだか」

「で、今度の女子は可愛かわいいのか？　不細工ならどうでもいいけど」

　と、そんな会話が耳に入った。窓ぎわ付近で、ぺらぺらとしゃべっている男子たちだった。

一見、真面目まじめそうな雰囲気だ。髪型にも服装にも、特に違反は見られない。しかし、その存在自体が妙に軽薄そうに見えてしまうのは、なぜなのだろう？

　大雅は眉まゆをひそめながら、そのグループをさりげなく観察した。

　彼らはスマホを眺めながら、少女失しつ踪そう事件について語り合っている。そういえば、昨夜のニュースで報道されていたような気がするが……。

　教室の男子たちにしても、事件に対して格別の興味があるわけではないようだ。あくまでも、コミュニケーションに適当な素材として、その事件を選んだだけと見えた。

　とりあえず、大雅は自分の座席を探すことにした。

　一年Ａ組の生徒数は三十二人。席順は男女混合である。大雅の出席番号は三十一番。最後から二番目だ。自分の席はすぐに見つかった。廊下側の窓に面した列の、後ろから二番目の席である。

　……が、そこで問題が生じた。

　大たい雅がの真後ろの席には、すでに生徒が着いていた。だれともつるまず、完全に孤こ立りつしている様子である。しかも両脚を投げだすようにして、机の上に乗せていた。

　大雅としては腹立たしい限りである。大雅の背に靴の裏が当たるかもしれない。

　その生徒は髪を金髪に染めあげて、太ふて々ぶてしい表情を浮かべている。席順から察するに、あれが「李リーなんとか」だろう。

　──おいおい……絵に描いたようなヤンキーだな。

　大雅は呆あきれた。こんな外見の生徒が、よくぞ入学を許されたものだ。

「なあ──」

　突然、ヤンキーが遠慮会釈なく声をかけてきた。

「なにか？」

　大雅は努めて冷静に応じた。ヤンキーは、ますます威圧的な眼光をほとばしらせると、

「君も編入組か？」

　ドスの利いた声で尋ねてきた。

「そうだけど」

「よっしゃあ！　お仲間発見や！」

　そのとたん、ヤンキーは喜き色しよく満まん面めんとなって立ちあがった。大雅よりも上背があって、均整のとれた体格をしている。

　ヤンキーは両手をさしのべると、大雅の右手を包みこむように握りしめた。

「実はなぁ……編入早々、ぼっちになりかけてたんや。どいつもこいつもグループ化しとるし！　なんなん、この空気！」

「まあ……たしかに」

　こうして話してみると、それほど不良らしくない気がした。もしかしたら「高校デビュー」というやつかもしれない。明らかに方向性をまちがえているが……。

　自身の外見を周囲の標準に適合させることで、社会的弱者であった自己を粉飾し、新規参入を果たしたコミュニティにおいて、円滑な人間関係を構築できるようにする。それこそが「○○デビュー」の基本骨子だろうに、いっそ清すが々すがしいほどの勘かんちがいぶりだ。

「俺おれは李龍威リー・ロンウエイ、上海シヤンハイ出身の留学生や。よろしゅうな！」

「えっと、僕は月見里やまなし大雅。よろしく……李君」

「ちゃうちゃう！　俺のことは『龍威』って呼んだってぇな！」

　押しの強いやつだな、と大雅はあきれた。が、龍威の笑顔は屈託がなく、いやな感じはしなかった。よく見ると繊細そうな顔立ちをしていて、一重まぶたの双そう眸ぼうは力強い意志の光をたたえ、なかなか端正な顔立ちをしていることがわかる。

　かなりうさん臭い関西弁ではあるが、意思疎通に問題はないし、外見さえきちんとすれば、周囲とも仲良くやっていけるのではないだろうか。

　そこまで考えたとき、大たい雅がは無数の視線を感じた。周囲から同情的な視線を集めていたのだ。編入早々、怖そうなヤンキーに絡まれてしまった、哀あわれな生徒だと見なされたのかもしれない。

　まあ、これはこれで悪くない──と大雅は思うことにした。

　もとよりクラスメイトと仲良しごっこをするつもりはない。黒くろ羽はの命令で、やむを得ず編入させられただけなのだ。龍威ロンウエイを防波堤とすれば、他ほかの生徒たちとの交流は遮断できるだろう。馬ば鹿かと鋏はさみは使いよう、というわけだ。

　そのとき、教壇側の扉から、新たな生徒が姿をあらわした。




　なにげなく扉のほうに目をやっただれもが、ぴたりと硬直して、呼吸を止めた。

　大雅と龍威も、つられて視線をむけた。

　まるで全身から清浄なる光輝が満みちあふれているかのような、西欧系の美少女だ。

　金糸のようにかがやく髪。紫水晶さながらの瞳ひとみ。アルプスの頂上を覆う残雪のように白い肌……。

　緊張しているのだろうか、その表情はやや硬い。しかし、その硬さが、少女の神秘性をさらに高めているかのようだった。

　とことん浮き世離れした女生徒の存在感に胸を打たれてしまったのか、いつしか教室は静寂に満たされている。

　聞こえてくるのは、彼女の足音だけだ。革靴の踵かかとが、かつん、かつん……と床板を叩たたく。

　ただの足音のはずなのに、どこか神聖な気配を感じさせた。

　少女はまっすぐに、大雅のほうに歩み寄ってきた。……と思ったら、大雅の前々席に着いた。二人の間に挟まっているのは、黒羽が座るはずだった席である。

　机に通学鞄かばんを置く仕草、そっと椅い子すを引く仕草、腰をおろす仕草……一つ一つの仕草が洗練されていて、ただただ美しい。

「ねえねえ。あの子、だれ？」

「中等部じゃ見なかったよね。編入生じゃないの？」

　教室の生徒たちは、突如として現れた外国人生徒を遠巻きに眺めながら、そんな会話を交わしている。

　ふと、大雅は悪戯いたずら心を起こした。龍威の耳もとでささやいたのである。

「あのコも編入生らしいぞ。声をかけてやったらどうだ？」

「なんやて!?」

　龍威は意外な反応を示した。目は泳いでいるし、身体からだをそわそわさせている。

「僕には積極的に握手してきたじゃないか。あのノリで行けばいいと思うけど」

「アホか！　セクハラで訴えられるわ！　もし、あんなコに『キモい！』とか言われたら、一生立ち直れへんで!?　絶望してそこの窓から飛び降りてまうで!?」

　まちがいない。龍威は不良の皮をかぶった羊であり、なおかつ相当のヘタレだ。

「そういう大たい雅がはどうなんや？　あのコに声をかける勇気、あんのか？」

　大雅は押し黙ると、少女の背中に視線を移した。

　星くずをちりばめたようなブロンド。ほのかに漂ただよってくるのは、金きん木もく犀せいの小花のように甘い香り。教室内のよどんだ空気が、彼女を中心に浄化されていくかのよう……。

　見れば見るほど、ちょっと近寄りがたい美少女だ。

「ほれ見ぃ。大雅かて、人のことは言えんやろ？」

　と龍威ロンウエイが勝ち誇ったように笑みをこぼした。

　さすがにカチンと来たので、大雅は意地になった。

「えっと……ミカエリスさんだっけ？　ちょっといいか？」

　思いきって声をかけてみた。「ちょっ！　マジで!?」と背後から龍威の驚きよう愕がくが伝わってきたが、もちろん無視する。

「ひゃあっ!?　わ、わたしになにか御用ですか？　そっ、それに、どうしてわたしの名前をご存ぞん知じで……？」

　大雅をふりかえった少女は、頰ほおを真っ赤に染めていた。ひどく動揺している。教室に入ってきた瞬間などは、輝ける女神像といった風情だったのだが、いまは年齢相応の幼さが感じられる。特に、ほのぼのとした眉まゆの風情が、彼女にあどけない雰囲気を与えていた。

「名前は、掲示板で見かけたから」

「そ、そうなんですか。覚えててもらえたなんて、うれしいです」

　姓しかおぼえてはいなかったけど、と大雅は内心で付け加えた。

「もしかして、君も編入組？」

「はい、そうなんです。わたし、ドイツから来ました。日本の学校は初めてだし、知り合いは一人もいないし、とても緊張していて……」

「実は、僕たちも編入組なんだ。僕は月見里やまなし大たい雅が。あっちのヤンキーは李龍威リー・ロンウエイ。見た目はアレだけど、悪いやつじゃないから安心していい」

「見た目がアレってなんや！　……いや、そんなことより！　見ず知らずの女子に話しかけるなんて、まるで勇者やん！　まさかお前、前世では勇者やったんか!?」

　龍威は瞳ひとみを潤ませて、大雅をまじまじと見つめた。前世という言葉を唐突に突きつけられた大雅は、危うく咳せきこむところだった。一度死んでいる大雅にとって、「前世」という言葉は決してファンタジーではないのだ。

「……いままで、どんな人生を送ってきたんだ？」

「いや、その……ガキの頃ころから男所帯で暮らしてきたせいか、女子と触れ合う機会なんてなかったんや……」

　龍威がぼそぼそと弁解がましくつぶやくと、少女が反応した。

「わたしはずっと、山奥の女子修道院で暮らしてまして。そんなわけで、ちゃんと男の人とお話できるかどうか、とても不安で……」

　留学生というと、もっと自信に満みちあふれた連中かと思っていたのだが、この二人は例外らしいな、と大たい雅がは思った。

「改めまして、ディートリンデ・アルマ・ミカエリスと申します。気軽に『リンデ』と呼んでください。今日から、よろしくお願いしますね」

　リンデはぺこりと頭を下げた。

「こっ、こここっ、こちらこそ、よろしく、おっ、おねひゃいしまっ！」

「嚙かみまくりだな、龍威ロンウエイ」

　大雅は苦笑した。そして、リンデに向き直った。

「同級生なんだから、敬語は要らない。よろしく、リンデ」

　リンデはぱあっと表情を輝かせた。

「大雅君も龍威君も、よろしくねっ！」




　チャイムと同時に、担任教師と思われる人物が入室した。

　ずっと扉の脇わきで待ち受けていたのではないか……と思われるほど、彼が扉を開いた瞬間と、チャイムの最初の一音は、ぴたりと重なっていた。

　たちまち教室は静寂につつまれた。

　教壇に立ったのは、白はく皙せきの美青年といっていい男だった。

　年齢は二十代後半だろうか。銀縁の眼鏡をかけている。レンズの奥の目は細く、鋭するどい眼光を放っているが、口元には穏やかな微笑をたたえている。これ見よがしに白衣を着用している。単なる面倒臭がりなのか、あるいは、本人はそれがカッコいいと思っているのかもしれない。

　一見軟弱そうに見えるが、体格は良い。背丈は百八十センチを超えている。教壇に立つと、独特の迫力を感じさせた。なにかスポーツでもやっていたのだろう。

「今日から一年Ａ組の担任を務める、赤石あかし埜やです。担当は化学。至いたらないところもあると思うけど、これから一年間、よろしくお願いします」

　女子の半分くらいが、色めき立っているのがわかる。まあ、あのルックスなら女子が注目するのも無理はない……と大雅は思った。と、すぐ背後から「けっ」という龍威の声が聞こえてきた。わかりやすいやつだな……と、大雅は苦笑した。

　にこやかに必要事項を述べていく赤石埜だったが、ふいになにかを思いだしたように、真剣な表情を浮かべた。

「そうそう。ここ最近、市内で連続少女失しつ踪そう事件が発生しているのは、ニュースなどで聞いていると思います。特に女子の皆さん。あなたがたが犯罪に巻きこまれたら……と思うと、僕は心配で心配で……くれぐれも、夜遊びは慎つつしむように──以上です」




　その後、始業式やホームルーム、黒くろ羽はへの定時連絡を一度……等々、午前中の任務を終えた大雅は、手持ち無沙汰となった。

　龍威とリンデは、午後からはじまる「入寮者向け説明会」が控ひかえているという。

　学生寮に住むという選択肢を、大たい雅がは失念していた。というより、知らされてもいなかった。研究施設を完備した高層ビルの内側で、黒くろ羽はとミラ、そしてメイドたちに監視されながら暮らすよりは、よほど気楽ではないだろうか。

　もちろん、あの黒羽が許可するとは思えないが。

「……帰るか」












Ⅱ　ディートリンデ・アルマ・ミカエリス







　一年Ａ組の教室に足を踏み入れるとき、リンデはひどく緊張していた。

　──わたし、ちゃんと学生さんになりきれるかな？　お友達、できるかな？

　そんな不安をおぼえつつ、扉を開く。

　入室。その瞬間、ざわざわしていた教室が、一瞬にして静まり返ったので、リンデは焦った。まるで自分がなにか悪いことでもしたような気がした。

　この髪の色が珍めずらしいからだろうか。ただ単に、自分が外国人だからだろうか。

　無数の視線が、くねくねと身をくねらせる大蛇のように、自分の全身に絡みついているのがわかる。

　だれとも目を合わせないようにして、リンデは自分の席をめざした。

　リンデの座席は、廊下側の窓に面した列の、後ろから四番目だった。

　その座席に腰を落ち着けたとたん、ほっとした。

　が、すぐさま現実を思い知らされてしまう。

　この教室の雰囲気ときたら、編入組にとっては厳しいものがあった。

　生徒の大半は、中等部からの進級組だという。すでにあちこちで仲良しグループが結成されている。いまさら、どこかのグループに入れてもらうのは、ハードルが高い気がした。

　最悪、友達が一人もできないなんて可能性もある。

　いや、それならそれでかまわない。しょせん、学生という身分はカムフラージュにすぎない。そう、自分には本来の目的があるのだから──。

「──ミカエリスさんだっけ？　ちょっといいか？」

　突然、後方から声をかけられて、リンデは狼ろう狽ばいした。

「ひゃあっ!?　わ、わたしになにか御用ですか？　そっ、それに、どうしてわたしの名前をご存ぞん知じで……？」

　リンデは動揺をあらわにしながら、空席をひとつ隔へだてた席に着いている男子をふりかえった。

　目の前の少年は、どこかふしぎな雰囲気を感じさせた。

　年齢相応の顔立ちなのに、どこか大人びた雰囲気がある。その落ち着きぶりが、彼のどこに由来するのか……それがわからない。まったく見えないのだ。

「名前は、掲示板で見かけたから」

　と男子が答えたので、疑問は一瞬で氷解した。

「そ、そうなんですか。覚えててもらえたなんて、うれしいです」

　それはお世せ辞じではなく、素直な気持ちだった。

「もしかして、君も編入組？」

　その言葉で、リンデは察した。この男子もまた、編入組なのだと。きっと彼も教室に入ってすぐ、疎外感をおぼえたにちがいない。

「はい、そうなんです。わたし、ドイツから来ました。日本の学校は初めてだし、知り合いは一人もいないし、とても緊張していて……」

「実は、僕たちも編入組なんだ。僕は月見里やまなし大たい雅が。あっちのヤンキーは李龍威リー・ロンウエイ。見た目はアレだけど、悪いやつじゃないから安心していい」

「見た目がアレってなんや！　……いや、そんなことより！　見ず知らずの女子に話しかけるなんて、まるで勇者やん！　まさかお前、前世では勇者やったんか!?」

　大雅の背後、出席番号三十二番の生徒は、見事なまでの金髪だった。

　顔つきや肌の色は東洋人そのものなのに、髪の毛だけが派手な金色なので、ちぐはぐな印象だった。いわゆる遊び人だろうか？

　そんなリンデの心境をよそに、男子二人はぼそぼそと会話をつづけている。

「……いままで、どんな人生を送ってきたんだ？」

「いや、その……ガキの頃ころから男所帯で暮らしてきたせいか、女子と触れ合う機会なんてなかったんや……」

　その言葉にリンデは共感し、思わず口をはさんだ。

「わたしはずっと、山奥の女子修道院で暮らしてまして。そんなわけで、ちゃんと男の人とお話できるかどうか、とても不安で……」

　大雅も龍威ロンウエイも、意外そうな面持ちでリンデを眺めている。

　少し気恥ずかしかったが、純粋にうれしかった。そんな風に、自分の話にちゃんと耳を傾けてくれる相手に、リンデはずっと飢えていたからだ。

　修道院には何人もの「同胞」がいたけれど、彼女たちは皆、リンデを特別な存在と見なすあまり、一定の距離感を保たもち続けていた──。

「改めまして、ディートリンデ・アルマ・ミカエリスと申します。気軽に『リンデ』と呼んでください。今日から、よろしくお願いしますね」

　リンデは誠心誠意、頭を下げた。教室でだれかが話しかけてくれたときのために、昨夜から何度も練習してきた挨あい拶さつだった。

「こっ、こここっ、こちらこそ、よろしく、おっ、おねひゃいしまっ！」

「嚙かみまくりだな、龍威」

　二人のやりとりがおかしくて、リンデは微笑した。

　と、大雅があらためて、リンデに視線をむけた。

「同級生なんだから、敬語は要らない。よろしく、リンデ」

　その瞬間、リンデは胸の奥底が暖かくなるような、ふしぎな感覚をおぼえた。

「大雅君も龍威君も、よろしくねっ！」




　見た目は年齢相応の少年なのに、大人のように落ち着きはらっている月見里大雅。

　一見、怖いお兄さんに見えるものの、実はかなりの小心者らしい李龍威。

　この二人と一緒なら、楽しい学園生活を送れるかもしれない。

　そのとき、リンデの胸には、ぽっと暖かな火が灯ともったような心地がした。

　楽しい学園生活。

　そんなものに意味があるのかどうかは、リンデ自身にもわからないのだが──。




　始業式、ホームルーム、そして入寮者向けの説明会を終えたときには、午後二時を回っていた。

　自宅生だという大たい雅がはとっくに帰宅したし、龍威ロンウエイは男子寮の説明会に参加せねばならなかったため、別行動となった。

「ふう……」

　自然と、安あん堵どの溜ため息いきがこぼれ落ちた。

　今日一日の「お勤め」は、とりあえず終了したと言える。

　校舎をあとにしたリンデは、校庭を横切って、まっすぐ女子寮をめざした。

　学生寮は二人部屋が基本だという。

　自分のルームメイトはどんな子なんだろう。ちゃんと仲良くなれるだろうか。変に気を遣わせてしまわないだろうか。

　……そんな思いが、次々と脳裏をよぎった。

　やがて、リンデは女子寮の前に到着した。

「うわあ……綺き麗れい！」

　三階建ての寮舎は、見るからに瀟しよう洒しやな造りだった。英国あたりの洋館をモデルにしたのだろう。

　リンデは緊張をおぼえつつ、屋内に足を踏み入れた。エントランス・ホールの壮麗さに息を吞のみながら、階段をのぼった。

　説明会で渡されたパンフレットによれば、リンデの部屋は三階だ。

　三階に到着すると、ホテルの廊下さながらの光景が視界に飛びこんできた。

　赤絨じゆう毯たんの通路。左右の壁には、一定の間隔で扉がある。

　通路の突きあたりに、段ボール箱が積み上げられていることに気づいた。

　たしか中等部からの進級組は、春休みの間に引っ越しをすませたと、先ほどの説明会で聞かされた。

　案の定、そこがリンデの部屋だった。と同時に、ルームメイトの部屋でもある。

　扉の脇わきの標札には、リンデの名前と一緒に、「夜行花」という名前が記されている。

　それがルームメイトの名前らしいが、読みかたがさっぱりわからない。「夜行列車」という言葉があるので、「やこう」だろうか？

　リンデは固唾かたずを吞むと、ノックをした。

「どうぞ」

　という声が、扉ごしに聞こえてきた。

　なんだか陰気な口調だったような……と思いつつ、リンデは入室した。

「はじめまして！　ディートリンデ・アルマ・ミカエリスです！　今日からよろしくお願いします！」

「あー……はい。どうも」

　ルームメイトとなる女子は、床の上に正座して、両手に湯飲みを持ち、ズズッと音をたてながら、お茶を飲んでいるところだった。

　小柄で、華きや奢しやで、前髪も後ろ髪も綺き麗れいに切りそろえている。

　なにかに似ている……と思ったら、日本の郷土玩がん具ぐとして有名なこけしだった。

　ローテーブルの上には、和菓子が置かれている。

　深緑色の葉っぱに巻かれた、薄紅色のお餅もちだった。リンデの知らないお菓子だが、緑とピンクの対比が美しくて、いやが応でも食欲をそそる。

「夜や行ぎよう花はな。よろしく」

　にこりともせずに、ルームメイトは名のった。ようやく漢字の読み方が判明したので、リンデはすっきりした。

「夜行さん、ですね！　ええっと、何組ですか？」

「あなたと同じＡ組だけど。ついでに言えば、あなたのすぐ前の席に座っていたけど」

「ごっ、ごめんなさい！　わたし、全然気づかなくて……」

　リンデは平身低頭して謝った。顔から血の気が引いていくのがわかる。

「べつに。存在感がうすいって、よく言われるから。それと、敬語は鬱うつ陶とうしいから、やめてくれる？」

　口調はぶっきらぼうだったが、うれしかった。敬語を断られたのは今日で二度目だ。

「うん、わかった！　よろしくね、夜行さん！」

　夜行はローテーブルの上に置かれていた菓子を指し示した。

「これ、実家から贈られてきた桜餅だけど。ミカエリスさんも食べる？」

「いいんですか!?」

　夜行はうなずくと、わざわざ予備の湯飲みを用意し、お茶を淹いれてくれた。

「それじゃあ、いただきます…………ん～っ！　おいしいっ！」

「そう、良かった」

　初めて食べた桜餅は、リンデの胸を鷲わしづかみにした。葉っぱの風味が、ほんのりと餅に移っている。この葉っぱが桜の葉の塩漬けなのだと教えてもらい、さらにおどろいた。

「そうだ、夜行さん！　わたしのことは、気軽に『リンデ』と呼んでほしいなって……思うんだけど」

「じゃあ、そうする」

　夜行はズズッとお茶をすすりながら、あっさりと承諾した。

　態度は素っ気ないけれど、きっと好いい人なんだろう、とリンデは思った。




　お腹なかがふくれたころ、リンデは夜や行ぎようから御薪みかまぎ学園について教えてもらうことができた。彼女は中等部からの進級組であり、リンデの知らないことをたくさん知っていた。

　と、話の途中で、リンデのスマホが鳴った。

「あ、ごめんね！」

　リンデはあわててスマホを取りだすと、部屋を飛びだそうとしたが、夜行にむんずと腕をつかまれた。

「遠慮しなくていい。電話のたびに廊下に出てたら、お互い面倒だし」

「ありがとう……」

　やや戸と惑まどいがちに、リンデは礼を述べた。

　この電話は「同胞」からのものだ。正直なところ、だれかの前で通話する気分にはなれないのだが、せっかくの好意を無駄にするのも気が引けた。

「はい──わたしです」

《異常はございませんか？》

　耳慣れた声だった。リンデをバックアップする役目を担う通信担当官であり、コードネームは「モニカ」である。

「はい。大丈夫です」

《『開会式』当日までは、そのまま女学生を演じ続けてください。よもや『開会式』の前に奇襲してくるような無法者はいないと思いますが、用心に越したことはありません。くれぐれも、お気をつけて》

「はい、わかりました」

《念のため、わが「同胞」たちが女子寮の周辺及び内部に、多数の監視カメラを仕掛けておきました。お手持ちのスマートフォンとリンクさせてありますので、必要とあらば使って下さい。マニュアルは、後ほどメールで送信します》

「ありがとうございます」

《貴女あなたは我ら天使族の希望にして、この惑ほ星しの女王となるべき者。戦うのです。そして勝つのです》

「……はい」

　通話は終了した。




　モニカは「勝て」と言った。

　本音を言えば、リンデは山奥の修道院で細々と暮らしているだけでも、充分に満足していた。あれ以上の暮らしなんて、望んでもいなかった。

　神に祈りを捧ささげたり、農作物を育てたり、ワインを醸じよう造ぞうしたり……。

　都会人から見たら、退屈な日々かもしれない。

　それでも、太陽は燦さん々さんと輝き、小鳥は誇らしげに唄うたい、風は楽器のように葉ずれの音を聞かせてくれた。

　大自然の営みの一つ一つに、母のぬくもりが感じられるような心地をおぼえていた。

　対照的に、海上都市オリュンポスときたら、あまりにも人工的で、雑然として、情報量が多すぎて──。

「どうかした？」

　夜や行ぎようが声をかけてきたので、リンデは我にかえった。

「ううん、大丈夫。なんでもないよ」

　……そうだ、自分の意思など関係ない。

　この都市で開催される『幻神大戦』に勝利すること。

　自分はただ、そのためだけに生みだされた存在なのだ。

　ならば、天使族の総意に従したがい、戦って勝つ──それだけでいい。




　荷物の整理。夕食。入浴。

　そうした「業務」をつつがなく終えたリンデは、明日の時間割に合わせて、教科書の準備をしていた。

　ルームメイトの夜行花はなは、最初は取っつきにくい印象を抱いだいたものの、よく気のつく少女だった。余計な詮せん索さくをしてこないのも、ありがたい。良いルームメイトに巡り会えたと思う。

　その夜行は、一足先にベッドインして、すやすやと寝息を立てている。

　ベッドは二段式で、事前に話し合いをした結果、リンデが上段、夜行が下段となった。

　普段の夜行は無表情で、なにを考えているのかわからない印象が強いけれど、その寝顔は無邪気なもので、ほほえましい。

　──こういう寝顔を、天使みたいって言うんだろうなあ。それに引き替え、わたしときたら……一応、本物の天使なんだけど、しょせんはただの兵器だもんね……。

　ふと机の上の置き時計を見ると、二十二時五十分を示していた。

　昼間の説明会によれば、学生寮の消灯時刻は二十三時だという。

「お休みなさいグーテ・ナハト」

　リンデは立ちあがると、机の片隅に置いた写真立てに声をかけた。

　そこにはリンデと同じ色味の金髪の、二十歳くらいの女性が写っている。

　彼女がリンデの母だという。リンデが三歳のとき、病気で亡くなったそうなので、母に関する記憶はないのだが。

　リンデは消灯すると、ベッドにもぐりこんだ。




　──天使。

　ペルシアの宗教にはじまり、ユダヤ教、キリスト教、イスラム教などに導入された霊的存在。

　神の使者として人間界に遣わされ、神と人の仲介を務める。

　人間の守護にあたることもあれば、神に叛はん逆ぎやくしたり、人間に悪事を働く者もいる。

　……これは人類が勝手に考案した設定であり、要するに妄想だ。

　実際のところ、「天使族」は幻棲種ヴエイロンの一種として、たしかに存在する。

　霊的存在などではなく、れっきとした生物種なのだ。

　人間と交わり、子を為なすことだってある。

　事実、神話のなかにおいてさえ、堕天使が人間との間に子を儲もうけた──なんてエピソードを見つけることができるくらいだ。

　では、実在する天使族と、教典に天使の描写のある宗教がまったく無関係なのかというと、そうでもない。

　むしろ天使族こそが、超古代の人類を教え導みちびいたのだ。

　人間が天使という概念を創造したのではない。

　天使族こそが、人類に宗教を与えた。

　そして、「神」という概念もまた、太古の天使族が編みだしたものであった。

　そうした歴史を、天使族は誇りとしている。

　だが──いまの人類社会はどうだろう？

　人心は荒こう廃はいし、宗教や道徳はないがしろにされ、物質主義や拝金主義が蔓まん延えんしている時代である。

　天使族の長老たちは、はげしく憤いきどおっている。

　とはいえ、時間は残酷である。

　天使たちは世代を重ねていくうちに、著しく弱体化してしまった。理由には諸説あり、いまだ判然としない。

　かつての天使は、肉体から湧わき起おこる光輪を自在に使いこなした。光輪は攻撃にも防御にも使える優れものだが、特に防御面での効果は絶大であったという。そして、背から生はやした雄大な翼のおかげで、全世界を自由に飛び回ることができた。

　だが、幾いく星せい霜そうを経て天使は堕落した。

　ほとんどの個体が光輪も翼も失ったのだ。

　そのくせプライドの高さだけなら、おそらく全種族のなかでも最高レベルだろう。

　そんな折、『幻神大戦』の話が舞いこんできた。

　天使族の長老たちは色めき立った。

　いまこそ天使族の復権を賭かけて、戦うべきときが来た！　と主張したのだ。

　その熱意こそが、ディートリンデ・アルマ・ミカエリスという「史上最強の天使」を生みだす結果となった。

　純然たる天使族の父と、人間の母の間に生まれた混血児──それがリンデだ。

　父がいかなる天使だったのか、リンデは知らされていない。

　会ったこともないし、生きているのか死んでいるのかさえわからない。

　一方、母に関する情報も、ほとんど教えてはもらえなかった。

　ただ、母がやんごとなき血を引いていたのは事実らしい。

　その血統を見こまれ、母は「史上最強の天使」を誕生させる母体として、天使族に捧ささげられたという……。

　母のことを考えるたび、リンデは思う。

　母は父を愛していたのだろうか？

　そして──わたしを愛してくれていたのだろうか？

　母にとって、わたしは足あし枷かせでしかなかったのではないか？

　その答えは、わからない……。




　いつしかリンデは眠りに落ちていたのだが、

「──!?」

　ふいに異様な気配を察知して、ぱちりと目を開いた。

　暗くら闇やみのなか、とても耳障りなノイズが聞こえてくる。

　不ふ審しんに思ったリンデは、枕まくらもとに置いていたスマホを手探りでつかんだ。

　液晶ディスプレイが点灯し、リンデの顔を照らす。

　時刻は零時半を回ったところだった。

　ベッドの下段の気配をうかがうと、夜や行ぎようの寝息が聞こえてきた。熟睡しているようだ。

　──これって、なんの気配……？

　それは、邪悪としか形容しようのない気配だった。過去、神聖な空気に満みちた修道院で純粋培養されたリンデにとって、その気配は許しがたいものだった。いますぐにでも外に飛びだし、自身の武威をもって「消毒」してやりたいと思えるほどに。

　まちがいない、あれは幻棲種ヴエイロンだとリンデは確信した。

　さすがに気配だけで種族名を察知するのは不可能だが、おぞましいタイプなのはまちがいない。

　とはいえ、まだ『幻神大戦』は開幕していないのだ。

　ここで戦端を開いてしまうのは、明確なルール違反となるだろう。

　謎なぞの侵入者のほうも、別段、リンデが幻棲種であることを嗅かぎつけたわけではないようだ。いまは女子寮の玄関口付近を、ぞろぞろと徘はい徊かいしている。もしかしたら、寮内への侵入口を捜さがしているのかもしれない。

　──偵察行動？　実際、この学園にはわたしのような種族が紛れこんでいるわけだし。あぶり出すつもり？

　そう考えると、敵の狙ねらいが少しは見えてきた。

　幻棲種のなかには「使い魔」を使し役えきできる種族も少なからず存在する。

　女子寮の玄関前に現れたのは、そうした「使い魔」の類たぐいなのだろう。本体であれば、もっと上う手まく気配を隠すはずだ。あるいは、思いっきり誇示するだろう。

　ちなみに、通称こそ「使い魔」だが、幻棲種が生物学的に説明可能な存在であるのと同じく、使い魔もれっきとした生命体である。

　もし、リンデがあの気配に反応し、なんらかの動きを見せた場合、どうなるか。「ここに幻棲種ヴエイロンがいますよ」と相手に教えることになってしまう。

　──じっとしたまま、やりすごす。それが正解のはず……。

　リンデは布団の中で息を殺す。ふと「同胞」の言葉を思いだした。たしか、女子寮の内外に監視カメラを設置したとかなんとか……。

　リンデはふたたびスマホを手にとると、同胞からのメールを熟読した。マニュアルに従したがってアプリを起動し、リアルタイムの映像を呼びだした。修道院暮らしが長いリンデにとって、スマホの操作は大の苦手なのだが、入学前に猛練習したおかげで、なんとかなった。

　手始めに、寮のエントランス付近の映像を呼びだしてみる。

「……！」

　言うなれば、それは悪食の巨獣の吐と瀉しや物ぶつだった。哺ほ乳にゆう類るい、爬は虫ちゆう類るい、昆虫類……様々な要素を感じさせる生き物の断だん片ぺんが、どろりとした粘液に塗まみれながら、ぞろぞろと行進しているのだ。

　下半身を失い、両手を使ってズルズルと這はい進む猿。頭部が骸がい骨こつとなっている獅し子し。蛇へびやトカゲなどの爬虫類。蜘く蛛もや百足むかでのような節足動物。そして、カブトムシの幼虫じみた蟲むしたち……。

　──やりたい放題だわ。これはルール違反じゃないの!?

　考えてみれば、女子寮に使い魔を派遣するだけでも許しがたい罪だ。たとえ人の法では裁けなくとも、天使的には厳罰に処さねばならない。

　撃退しようと決意するのに、時間はかからなかった。

　リンデは梯子はしごを伝って床に下りた。ルームメイトを起こさぬよう、そっと部屋を抜けだす。廊下を歩きながら、聖歌の一節を口ずさんだ。





　　Dies irae, dies illa,　　怒りの日、

　　Solvet saeclum in favilla,　　ダヴィデとシビラの証あかしのごとく、

　　Teste David cum Sibylla.　　この世が灰燼くわいじんに帰すべき日。

　　Quantus tremor est futurus,　　審判者はやがて来たりたまひて、

　　Quando Judex est venturus,　　万事を厳しく裁きたまふ、

　　Cuncta stricte discussurus!　　いかに恐るべきか。






　その刹せつ那な、リンデの全身が発光した。全身を「天使装束」が包みこみ、豊かな金髪はそれ自体が発光しているかのように輝きを増した。頭上には光輪が浮かび、背中からは白鳥のような翼が芽生えた。

　まさしく天使。決して比ひ喩ゆではない。リンデは生物学的に天使なのだ。ちなみに先ほどの聖歌は変身前の儀式のようなものであり、一種の自己暗示であった。べつに唱えなくても変身は可能である。いや、変身というよりは、本来の姿にもどったと言うべきだろう。

　特筆すべきは、宗教画に見られるような天使とは雰囲気が異なっていることだ。

　まるで甲かつ冑ちゆうを着込んだ戦乙女さながらである。

　リンデは跳躍した。

　宇宙に投げだされたような感覚。耳もとで風が轟ごう々ごうと唸うなっている。真円を描く満月の灯あかりに、やさしく包まれているような気がした。

　しばらく天使形態を封ふう印いんしていたせいか、力の加減が難しい。女子寮を飛びだし、夜空に飛ひ翔しようしたとたん、自分でもびっくりするほどの高度に到達していた。

　はるか眼下には日本列島が横たわっている。その南方に浮かぶのが、人工島──海上都市オリュンポスだ。いまや豆粒サイズだが、都心に匹敵するほどの灯りを放っているので、位置をつかむのは容易だった。

　幼少時、調子に乗って大気圏外に飛びだしたことを思いだした。全身を包みこむ妖よう気きのおかげでなんとか生還できたが、後でこっぴどく叱しかられた。いまとなっては笑い話だ。

　リンデは浮遊しながら、はるか眼下に眼を凝らした。

「見つけた！」

　天使の視覚は、地上を這はいずる「敵」たちを、たしかに捕ほ捉そくした。

　女子寮の周辺で蠢うごめく使い魔たち。寮内への侵入口を捜さがしている様子だった。

　亜音速で滑空する。文字通りの降臨。見る見るうちに海上都市が迫りくる。着地する寸前に、全身の妖気を放射。逆噴射の要領で、地上数メートルの位置に静止した。

　深夜に地響きをたてることは免まぬがれたが、それでもリンデを中心に衝撃波が生じ、使い魔の先頭集団が吹き飛んだ。

　リンデはゆっくりと着地すると、不気味な生命体たちを一いち瞥べつした。

　まずは、この連中を女子寮から引ひき剝はがす必要がある。

　グラウンドに誘導しよう、とリンデは決めた。少しでも速度を上げると、あの使い魔たちは一瞬で自分を見失うだろう。極端に速度を落としながら、ゆっくりと飛行した。

　案の定、使い魔たちはリンデを追走しはじめた。

　やがてグラウンドの中央に到達した。とっくに照明は落とされているので、真っ暗である。光源といえば、夜空に浮かぶ月と、リンデ自身の光輪のみ。

　リンデは着地すると、使い魔たちの群をふりかえった。

　追いかけっこは、もう終わりだ。

「三十秒で片づけてあげる──」

　リンデが宣告したとたん、使い魔たちは俊敏に反応した。

　各個体が粘液を撒まき散ちらしながら、リンデに殺到したのである。

　それまでとは、まるで異なる挙動だった。

「──!?」




　またたく間に、リンデの全身は使い魔たちにびっしりと覆われた。それでも、使い魔たちの勢いは衰えない。リンデの身体からだを中心にして、群体を構築していく。

　……十五秒が経過したころ、グラウンドの中央には塔が屹きつ立りつしていた。

　それは使い魔たちの肉で構築された、生々しい建造物だった。

　その尖せん端たん部ぶは、校舎の屋根よりも高い。まるで夜天の月をめざしているかのようであった。常識的に考えれば、内部に取りこまれた者が無事でいられるわけがない。肉食獣の胃袋に放ほうりこまれたも同然だろう。

　だが──その刹せつ那な、圧倒的な光輝がほとばしり、肉の壁を突き破った。

　異形の生命たちは、瓦が礫れきのごとく崩壊した。その光に触れるやいなや、ジュッと嫌な音をたてて、次々と消滅していく。

　使い魔たちが完全に消滅したとき、ちょうど三十秒が経過した──。




　リンデは神秘的な輝きをまといつつ、悠然とたたずんでいる。

　ほんの一瞬、虚をつかれたものの、あの程度で倒されるほどリンデはやわではない。

「天使の〝光輪〟は、どんな攻撃だろうと通さない絶対障壁──何人たりとも、破ることはできないわ」

　すべての使い魔を片づけたことで、リンデはホッと一息ついた。

　さっさと女子寮に帰って、人間の姿にもどらないと──と思った直後、異変が起きた。

　真っ黒な驟しゆう雨うのように、次々となにかが降り注いだのだ。

　真っ白な腹が濡ぬれ光る魚たち。マグロのような大型種ばかりである。

　他ほかにはヒキガエルや大蛇、翼をもがれた鳥などが確認できる。

　どの個体も粘液にまみれていた。先ほどの使い魔たちと同じタイプであるのは明らかだった。目視できただけでも、数百匹……いや、千匹単位に達しているだろう。

　なかでも不気味なのは、赤ん坊としか思えない生き物であった。

　地面に叩たたきつけられたとたん、どの赤あか児ごも火が点ついたように泣きはじめた。

　奇妙なことに、空から降ってきたにもかかわらず、赤ん坊たちは元気いっぱいだ。常識的に考えれば、地面に激突した時点で死んでいるはずだが……。

　よく見ると、人間の赤ん坊に似ているが、実はちがった。頭頂部が妙に尖とがっているし、頭部と胴体のバランスがおかしい。胴体に比べて、頭部が異様に大きいのだ。

　一体、これはなんなのか？

　空から様々な生き物や物体が降ってくる現象。

　そういえば、子どものころ、修道院で似たような話を聞いたことがあった。

　その現象は、とある研究家によって「ファフロツキーズ」と名づけられた。

　世界各地で目撃証言がある、怪奇現象の一種である。

　ある日突然、魚などの生き物が空から降ってくる。

　原因は不明。竜巻説や鳥原因説などもあるが、科学的には証明できないケースも多々あるという。たしか日本国内でも目撃例はあり、二〇〇九年には石川県などでオタマジャクシが降ってきたとか。もしかしたら、幻棲種ヴエイロンの仕業だったのだろうか──？

　そのとき、強烈な視線を感じた気がして、リンデは思考を止めた。

　きっとして、夜空を見あげる。

「あれは──!?」

　いつの間にか、圧倒的な巨体が、夜空にその姿を現していた。

　学校の敷地全体を覆う傘のようであった。それほどまでに巨おおきいのだ。

　天使形態のリンデは、視覚が強化されている。夜陰も距離もものともせずに、その未確認飛行物体の姿をつぶさに観察することができた。

　様々な種類の動物や蟲むしたちの断だん片ぺんが、外壁を構成しているのがわかる。

　所々に太い管が通っており、ドクンドクンと脈打っているのが確認できた。

　まるで、生き物で構築された飛行戦艦のようだ、とリンデは思った。

　巨体の底部にはハッチのような孔あながいくつも空いていて、粘液にまみれた生き物を次々と投とう擲てきしていた。

　あんなことができる幻棲種の正体がなんなのか、リンデには想像もつかない。いや、正体などどうでもいい。あれほどの悪意を見すごすわけにはいかなかった。

　いますぐあれを排除せねば、天使の名折れだ──。

　そのときだった。

　閃せん光こう。そして雷鳴が轟ごう然ぜんと響く。

　いつの間にか、夜空は雨雲に覆われていた。

　ぽつり、ぽつり……と、雨滴が降り注ぐ。やがて雨は烈はげしさを増し、滝のような豪雨となった。さらには烈風が吹き荒れはじめた。

　そして、夜空を覆う黒雲の狭間はざまから、なにかが出現したのである。

　あの未確認飛行物体に負けず劣らず、巨体である。

　しかも、こちらは「未確認」どころではなかった。アジアの神話や伝承を紐ひも解とけば、優れた画家たちの手による想像図をいくらでも見ることができる。

　それは東洋世界における、最も強大なる幻獣の一種。

「Ｄｒａｃｈｅドラツヘ」

　リンデは思わず母国語で叫んでいた。

　それは龍りゆうであった。

　龍以外の、なにものでもなかった。












Ⅲ　李龍威リー・ロンウエイ







　深夜。御薪みかまぎ学園高等部男子寮、三階の一室。

　上海シヤンハイからやって来た留学生、李龍威リー・ロンウエイにあてがわれた部屋である。

　とっくに消灯時刻をすぎているのだが、龍威はまだ起きていた。部屋の灯あかりは落としているが、卓上のライトを点つけている。

　龍威の部屋は、珍めずらしく個室だ。しかもベッドや机、書棚などの家具は特注品ばかりで、高級感が感じられる。まるで政府要人の子息向けに誂あつらえられた部屋のようだ。

　おそらく、事前に「導師」が学園に多額の寄付を送ったのだろう。登校初日、はじめてこの部屋に入った龍威は、「あいかわらず抜け目のない爺じいさんだぜ」と感心したものだ。

　もっとも、その不良じみた外見とは裏腹に、実は寂さみしがり屋やである龍威としては、むしろ相部屋のほうが良かったのだが。

「……そういや、大たい雅がのやつは自宅通学やったか。いっそのこと、あいつがここに住んでくれたらええんやけどな」

　編入初日にして、友好関係を築くことができた男子の顔を思い出す。

　──月見里やまなし大雅。

　月見里と書いて「やまなし」と読ませるなんて、不可解な姓だと思ったが、ネットで検索してみると、ちゃんと解説されていた。月見の際、山がそびえていると月が隠れてしまうので、月見の里には山がないほうがよい。ゆえに「月見里」と書いて「やまなし」と読むのだ。

　おとなしそうな外見だったが、実際にしゃべってみると、年齢不相応な落ち着きが感じられた。まるで年長者と話しているような気がした。

　しかも、大たい雅がはリンデのような美少女にも臆おくすることなく、堂々と話しかけた！

　あれには驚嘆させられたものだ。悔しいが、尊敬の念を抱いだいてしまった。

　大雅の勇気ある行動のおかげで、龍威ロンウエイもリンデとお近づきになれたのである。

「あいつは羊の皮をかぶった狼おおかみかもしれんなぁ……なんてな。ははっ！　しょせん、人間はどこまで行っても人間や」

　龍威は苦笑すると、そっと目を閉じた。

　……リンデの可か憐れんな笑顔が、まぶたの裏に浮かんだ。

「ちゃうやろ！」

　気を取りなおし、龍威は今度こそ真剣に念じた。

「……はよ来いや、蒲プ牢ロ」

　次の瞬間、龍威の右手が発光し、異形の生命体が顕けん現げんした。龍威の右手から産み落とされたかのように。

　蒲牢。それは「龍りゆう生せい九子」と呼ばれる九体の龍りゆうの一種だ。

　結論から先に言えば、李龍威リー・ロンウエイは史上最強の龍である。




　龍威が史上最強の龍とされる理由は、ただ一つ。

　彼が生まれながらにして、九体の龍の能力を有するためである。

　龍の歴史は、五千年前に誕生した《龍りゆう帝てい》から始まる。

　およそ一千年にわたり、《龍帝》は猛威を振るった。大陸全土の幻棲種ヴエイロンを殺さつ戮りく、あるいは屈服させた。大陸で言うところの「天界」、すなわち幻棲種の社会を統一したのである。

　その一方で、人類に対しては適当な土地を与えて、好きなようにさせた。ただし、激動の大陸史の折々に降臨しては、人類同士の権力争いに介入したという。

　そんな《龍帝》も、己おのれの寿命には抗あらがえなかった。

　死の間際、《龍帝》は九体の子を産み、各々に一つの能力を引き継がせた。

　九体の龍の子、すなわち「龍生九子」は、幾いく星せい霜そうを経て熟成された結果、各々の能力においては、かの《龍帝》をも凌りよう駕がする力を獲得した。

　しかし、ここで問題が発生した。

『幻神大戦』に参加できるのは、各種族の代表者のみ。

　一応、サポーター制度が用意されていると聞いてはいるが、たしかサポーターは二名までと定められているはずだ。

　龍族としては、かの《龍帝》に匹敵する個体を代表者に据えたいところだった。が、龍生九子の子孫たちをすべて参加させることはできない……。

　そこで十五年前、龍りゆう生せい九子たちは一つの決断を下した。

　九体同時に自決し、四千年にわたり九分割されていた魂を再統合。

　その魂を、新たなる器に託したのである。

　その器こそ、龍威ロンウエイであった。

　かくして、龍威は九体の龍りゆうの力を一身に宿した。

　のみならず、長き歴史を通じて、各々の能力は徹底的に高められていたため、理論的には《龍りゆう帝てい》をも凌りよう駕がする存在と言える。

　もはや龍威は、地上最強の生命体と言っても過言ではない。

　もっとも、龍威が遠路はるばる来日したのは、ただ単に龍族の総意に従したがったため、というわけではなかった。

　勉強机の上には、写真立てが置いてある。

　写っているのは妹だ。

　現在は十二歳だが、撮影した当時は十歳だった。

　自慢の妹である。清せい楚そで、可か憐れんで、だれにたいしても思いやりがある。害虫にさえ慈悲をかけるような一面があった。

　写真のなかの妹は、幸せそうに微笑ほほえんでいる。

　だが、いまの妹は……。

「待っとれや、麗娜リーナ」

　自分が龍族の代表となり、戦うことを決めたのは、ひとえに妹のため──。

　龍威は窓ぎわに立つと、第三子・蒲プ牢ロを夜空に放った。

「頼むわ、蒲牢。どうもさっきから、夜風に妙な臭いが混じっとる。どっかの種族が先走っとるみたいやで」

　蒲牢はさっと夜空を舞った。

　その能力は哨しよう戒かい任務である。

　蒲牢自身が見たり聞いたりした情報を、龍威に送信できる。

　つまり、蒲牢を放っている間、龍威は視覚や聴覚といった感覚を一時的に拡張できるというわけだ。

　龍生九子の一体一体を、使い魔のように使し役えきできるのもまた、龍威の能力の一つであった。妖よう気き、すなわち幻棲種ヴエイロンの生体エネルギーを節約できるので、とても助かっている。

　夜空に舞いあがった蒲牢は、男子寮から少しずつ遠ざかっていった。

　皮膚表面には夜間迷彩を施ほどこしているため、完全に夜と同化している。保護色の一種といえるだろう。

　やがて、グラウンドの中央あたりで、蒲牢が動きを止めた。

　敵の気配を明確に察知したらしい。蒲牢はしばらく周囲を警戒していたが、ついに夜空を見あげた。

　蒲プ牢ロの視覚を通して、龍威ロンウエイは見た。そして度肝を抜かれた。

「なんやて!?」

　超巨大なＵＦＯのような物体が、悪い冗談のように浮かんでいた。

　学園の敷地を覆い尽つくすほどの巨大構造体である。だが、体表面に迷彩機能をそなえているらしく、夜の闇やみと完全に同化している。常人では認識できないかもしれない。龍りゆうの視覚だからこそ、一目で知覚できたのだ。

　その表面はグロテスクの一言に尽きる。様々な生物の断だん片ぺんが垣かい間ま見みえるのだ。しかも、どくんどくんと脈打っている。あれは生きているのだ……！

　敵の居所を探し当てるつもりが、蒲牢はずっと敵の真下で偵察行動をしていたことになる。これではお釈しや迦か様さまの手のひらから逃れられない孫そん悟ご空くうのようなものだ。

　その未確認飛行物体は、絨じゆう毯たん爆撃さながら、底部からなにかを落としていた。魚介類や哺ほ乳にゆう類るい、爬は虫ちゆう類るい、そして赤ん坊……。

「うげっ！　気持ち悪ぅ！　なんやの、あれ？」

　龍威は吐き気を催もよおした。

　どこの種族かは知らないが、関かかわりたくない相手だというのは一目瞭りよう然ぜんだ。

　龍族の最強種である龍威から見ても、あれはまともじゃないとわかる。

　このまま蒲牢を引っこめれば、撤退も可能だった。あの未確認飛行物体が蒲牢を捕ほ捉そくした様子はない。夜間迷彩が功を奏そうしたのだろう。

　しかし──龍威は踏みとどまった。

　蒲牢の目が、地上の一点を捉とらえたのだ。

　金色に輝く存在を、龍威は確認した。

「だれや……？」

　どうやら人のようである。しかも女性のようだ。だが、あまりに人間離れしている。

　背中から翼を生はやしているところを見ると、天使族だろうか？

　残念なのは、顔がよくわからないことだ。彼女自身が燦さん然ぜんと輝いていて、まぶしいのも一因だが、それ以上に、彼女の顔を見ようとしても、うまく認識できないのである。

　おそらくは、彼女の特殊能力なのだろう。堂々と顔をさらしていながらも、相手に「顔認識」を許さないのだ。なかなか便利な能力だと思った。

　顔が判別できないとはいえ、龍威は自分を鼓舞するように叫んだ。

「あれは美人やでぇ！」

　根拠はない。ただの勘かんだった。

　きっと彼女も、あの未確認飛行物体と戦うつもりなのだろう。

　ここで逃げたら龍族の恥だ。

　それ以前に男がすたる──。

「もどってええで、蒲牢」

　龍威は好戦的に笑うと、つぶやいた。

　蒲プ牢ロは瞬時に姿を消した。と同時に、龍威ロンウエイの体内に帰ってきた。

　ドクン……という脈動とともに、全身の重さが増した。

　いや、しばらく軽くなっていた分が、元にもどった感じがした。

「開幕には、ちっとばかし早いけどなあ……」

　龍威は颯さつ爽そうと立ちあがった。

「俺おれの本気、見せたるわ！」




　突然の雷鳴。強風。そして豪雨。

　またたく間に、グラウンドは水浸しとなっていく。

　しかし、リンデを目がけて落ちてきた雨滴は、リンデの身体からだを濡ぬらそうとする寸前に、あっさりと蒸発した。その身体を包みこむ光は、ただの水滴であろうと通過を許さない。

　学園上空で対たい峙じした、二種類の幻棲種ヴエイロン。

　一方は、謎なぞの未確認飛行物体。いかなる種族なのかも判然としない、不気味な存在だ。

　他方は龍りゆうであった。

　リンデは警戒心を保たもちつつも、巨龍の威容に見とれてしまった。

　西洋風のドラゴンとは異なり、蛇へびのように細長い体たい軀くを悠然とくねらせている。

　月光を浴びてきらきらと輝く鱗うろこと、白い腹部のコントラスト。

　一見、蛇のような肉体をしているが、決して蛇などではない。よく見ると四肢が認められる。指先からは鋭利な爪。

　雄々しい角は九本も屹きつ立りつしている。獅し子しのような鬣たてがみ。妖よう星せいのごとく爛らん々らんと輝く双そう眸ぼう。悠然と夜風になびく、鋼の糸のような髭ひげ。ほのかに開いた口元からは、びっしりと生はえ揃そろった歯し牙が。

　つい先ほど、あの龍が現れる直前に雨雲が湧わき、天候が激変した。

　つまり、あの龍は天候すら左右するほどの力をそなえているのだ。

　東洋の龍といえば、水の性質を持つと聞いたことがある。つまり水神である。天候を操作するくらい造作もないのだろう。

　なんという雄大さ、そして神々しさか。

　東洋の神秘を目の当たりにした気分だった。

　いざ『幻神大戦』が開幕したら、あんな幻棲種とも戦わねばならないのだ──と思うと、リンデは背筋に冷たいものをおぼえた。

　リンデが固唾かたずを吞のんで見守るなか、両者は激突した。

　先に仕掛けたのは、龍のほうだった。

　地の底から湧き上がるような咆ほう吼こうとともに、敵の巨体に肉薄する。上顎あごと下顎を開くと同時に、妖よう気きの塊かたまりを吐いた。

　青白い炎ほのおにも似た妖気は、敵の体組織を次々と崩壊させていく。

「すごい……」

　リンデは呆ぼう然ぜんとつぶやいた。できれば加勢したいところだが、下手に攻撃したら龍りゆうを巻き添えにする可能性がある。それに、龍が味方だと決まったわけではないし、冷静に考えれば、どちらも敵のはずだ。

　だが、リンデは龍のほうに親しみをおぼえていた。

　もしくは、あの異常すぎる幻棲種ヴエイロンへの嫌悪感が強すぎた。

　リンデが見るところ、互いの戦力は拮きつ抗こうしている。

　一見、龍のほうが優勢に見えるのだが、相手はどれほど肉を削られようが、癌がん細さい胞ぼうさながら増殖し、龍の身体からだに絡みついてくるのだ。まるで、巨大な胃袋が龍を吞のみこもうとしているかのように見えた。

　そのとき、龍が予想外の行動に出た。

　蛇へびのような肉体を駆使して、敵の全身に巻きついたのだ。しかも、その状態で上昇をはじめた。

「なにをするつもり!?」

　龍は敵を拘束したまま、自らが召喚した雨雲をも貫いた。

　そして、リンデの視界から消えた。




　──くそっ！　面倒なやっちゃな！

　巨龍と化した龍威ロンウエイは、忌いま々いましげに敵を睨にらみすえた。

　嚙かみ千切っても引き裂いても、敵の肉体は次から次へと増殖しては、欠落を補おぎなっていく。第五子、饕餮タオテイの能力である「暴食」を最大限に利用しているが、それでも追いつかない。

　敵の狙ねらいは明らかで、その圧倒的な質量を利用して、龍を肉の内側に取りこむつもりなのだろう。

　問題なのは、眼下の光景だ。御薪みかまぎ学園をはじめ、海上都市オリュンポスの全ぜん貌ぼうを見おろすことができる。こんな場所で戦っていては、全力を出せない。敵を倒すためだけに、海上都市を巻き添えにするわけにはいかないのだ。

　──周囲を気にせず戦えたら最高なんやけど、そうも言ってられん！　オリュンポスにはたくさんの人が住んどる。そのなかには、大たい雅がやリンデもいるんや。せっかくできた友達なんや！　俺おれが護まもってあげなあかんのや！

　龍威は雄お叫たけびをあげると、全身をくねらせて、敵の肉体に巻きついた。一瞬、敵の挙動が止まった。

　──うおりゃあああああああっ！

　龍威は敵を拘束した状態で、上昇をはじめた。眼下に広がっていた人工島が、ぐんぐんと遠ざかっていく。自らが呼び起こした雨雲をも貫いた。

　雄大な雲海を眼下に認めつつ、さらに上昇していく。

　無論、敵も無抵抗ではない。すでに龍威の肉体のうち、三分の一ほどが敵の肉に取りこまれていた。それでも龍威は怯ひるむことなく、上昇を続けていく。

　──へへっ。焦っとるな、こいつ。けどなあ、今さら謝ったとしても、俺おれはお前を赦ゆるさへんで！　どっちが先に崩壊するか、根比べや！

　龍威ロンウエイはさらに上昇する。気圧の低下と酸素の欠乏。生身の人間だったら、とっくに死んでいてもおかしくない環境。しかし、龍りゆうの全身は高密度の妖よう気きに覆われているので、この程度なら耐えられる。

　先に異変が生じたのは、敵のほうだった。体表面の組織が、急激な環境変化に耐えきれず、ぼろぼろと剝はく離りをはじめたのだ。心なしか抵抗も弱まってきたようにも見える。

　──よっしゃ、いまや！

　龍威は全身の力をゆるめると、敵を突きはなすように解放した。そして制動をかける。龍威はその場に滞空したが、敵は虚をつかれたらしく、なおも上昇をつづけていく。

　龍威は全身の妖気の半分を防御に残し、あとの半分を一点に集中させた。

　頭部に生はえた九本の角のうち、中央部の、ひときわ立派な角が輝きを帯おびる。

　その角は、炎ほのおや煙を好む第八子、狻猊スアンニを象徴する角であった。

　──ここなら遠慮は要らん！

　龍威の鼻先に妖気が集中していく。青白い光球が芽生え、徐々に肥大化していく。ついには、龍の頭部よりも巨大なサイズとなった。

　──充じゆう塡てん完了！　狻猊の全力、受けてみぃや！

　次の瞬間、龍威が吼ほえるとともに、とてつもない妖気の奔ほん流りゆうが渦巻いて、敵の肉体に直撃した。自己再生の余裕すら与えることなく、一気に体組織を焼き尽つくす！

　一瞬にして、謎なぞの幻棲種ヴエイロンは消滅していた。

　体組織の燃え残りが、流星群のように降り注ぐ──。

　──変やな。

　しかし、龍威は奇妙な胸騒ぎをおぼえていた。

　──いまいち手て応ごたえが感じられん。体組織の断だん片ぺんにまぎれて、本体はとっくに離脱した後やったか……？

　厄介な相手だ。おそらく奴やつにとって、今夜の戦いは小手調べにすぎなかったのだろう。本気をだしたら、一体どれほどなのか。

　龍威はぞくっと背筋を震わせた。

　怖おそれたのではない。期待したのである。

　──ははっ！　どこのどいつか知らんけど、再会するまで死ぬんやないで！

　正体不明の敵に宣戦布告しながら、龍威は地上をめざした。夜明けまでには、こっそりと男子寮にもどらねばならない。

　あの天使みたいな女の子とも、また会えたらええな……と龍威は思った。












Ⅳ　赤石あかし埜や舜しゆん嶽がく







「ふっ……こいつは傑作だ。一晩で二匹もの幻棲種ヴエイロンに遭そう遇ぐうするとはな！」

　ルール違反を犯してまで、自身の使い魔を学園内部に侵入させた挙げ句、ついには自ら出陣し、龍りゆうや天使と小競り合いを繰くりひろげた男は、満足げに笑った。

「私はいま、最高に興奮しているぞっ!!」

　男は全裸のまま、研究施設のような一室にこもっていた。場違いなほど豪ごう奢しやなソファに深々と腰をおろして、ビーカーに注ついだブラック・コーヒーを啜すすっている。

　先ほどの戦闘中、彼は危うく龍の機転によって殺されかけたのだが、あの巨体だけを脱ぎ捨てて自分だけは離脱し、さっさと帰宅したのだった。

　アルコールランプの炎ほのおが、男の姿を青白く染め、不気味に浮かびあがらせている。一糸まとわぬ肌には、玉の汗がびっしりと、フジツボのように貼はりついていた。

　彼は御薪みかまぎ学園高等部の化学教師であり、一年Ａ組の担任でもある。

　その名を、赤石あかし埜や舜しゆん嶽がくという。

　生徒たちが知る「赤石埜先生」とは、まるで別人だった。




　赤石埜は「鵺ぬえ族」の一人である。

　とはいえ、即座に幻棲種ヴエイロンと断定してしまうには、特異な存在であった。

　無論、その肉体的特徴や、ずば抜けた戦闘能力を考慮すれば、幻棲種と呼ぶしかない存在なのは、疑いようもない。

　しかし、赤石あかし埜や家の祖先は人間であり、しかも陰陽師のエリートであった。

　鵺ぬえとは日本の妖よう怪かいである。

　一般には、頭が猿、胴体は狸たぬき、手足は虎とらで、尾は蛇へび、声は虎とら鶇つぐみ（※鳥の一種）だと言い伝えられている。

　残念ながら、そうした伝承は、真実の一端しか伝えてはいない。

　──時は平安時代。

　当代一流の陰陽師にして、名門・赤石埜家の開祖でもある時とき征まさの呪術によって、鵺は生みだされた。

　赤石埜家の古文書によれば、鵺とは人工的に造られた合成獣を意味するのである。

　数百年にわたり、赤石埜家の歴代当主は様々な鵺を誕生させ、あたかも式神のように使し役えきしたのである。

　しかし、赤石埜家の栄華も永遠ではなかった。

　過酷な政争に敗れたのち、家は断絶を余よ儀ぎなくされた。

　その後、主を失った鵺たちは野生化し、日本各地の山岳地帯に逃れた。その数、およそ数百体……。

　そして──現代に至いたる。

　一度は断絶した赤石埜家だったが、家は失われても、血筋が絶たえたわけではなかった。その血統と秘術は、人里離れた村落において、脈々と受け継がれてきたのである。

　その末まつ裔えい・舜しゆん嶽がくもまた、赤石埜家のしきたりに従したがい陰陽師となった。

　だが、彼が目指したのは、良い陰陽師ではなかった。

　赤石埜は、大昔に解き放たれた鵺たち、すなわち赤石埜家が製造した合成獣を可能な限り捕獲し、自分専用の使い魔として調教した。さらには、最先端の遺伝子工学技術を導入し、独自に品種改良をはじめたのである。

　そして、世界で唯一の「鵺使い」となったのである。

　そうした研究を、一家の当主であった祖父をはじめ、一族の者達は決して認めようとせず、赤石埜を拘束しようとさえしたのだが──できなかった。

　赤石埜が調教した鵺たちは、当主たちが使役する鵺とは別物に〝進化〟していた。

　さらに、赤石埜自身の肉体もまた、鵺と自在に融合できるようになっていた。

　もはや赤石埜に太刀打ちできる陰陽師は、一人もいなかった。

　赤石埜は一夜にして、鵺の秘密を知る家族や親族を皆殺しにした。

　たとえ血がつながっていようと、自分の鵺を否定する者たちは、等しく敵だ。生かしておくわけにはいかなかった。

　名門・赤石埜家の血を引く者は、赤石埜舜嶽ただ一人となった──。




　その後、赤石あかし埜やは十五歳にして海外にわたり、世界各地の武装ゲリラに接触。数々の要人暗殺や破壊工作に携わった。

　裏社会で着実にのし上がり、莫ばく大だいな富を得た赤石埜の周囲には、幻棲種ヴエイロンの末まつ裔えいも少なからず存在した。生来、孤独を好む赤石埜が、そうした連中とつるむことはなかったが、情報料と引き替えに幻棲種社会の情勢を聞くことは怠おこたらなかった。

　やがて、幻棲種同士が東京の統治権を賭かけて戦う『幻神大戦』の噂うわさを小耳にはさんだ赤石埜は、いつになく興奮し、帰国を決意。独自に調査を進めた結果、『幻神大戦』の舞台が海上都市オリュンポスであることも突き止めた。

　赤石埜の行動は迅じん速そくを極めた。偽造の教員免許状を用意した後、御薪みかまぎ学園高等部の教員として、何食わぬ顔で働きはじめたのである。

　別段、東京の統治権に興味があるわけではなかった。

　人間を殺すだけの任務に、辟へき易えきしていたところだったのである。

　もっと強い相手と、命のやり取りをしたい。

　一瞬の判断ミスが命取りになるような、極限の戦闘を愉たのしみたい。

　それが赤石埜の本音であった。

　生まれた時点では人間だった彼は、すでに鵺ぬえと同化している。

　言うなれば、自身の肉の内側で、鵺を飼っているに等しい状態だ。

　もはや人間の領域など、とっくに踏み越えていた──。




　赤石埜の自宅は、十三階建てのマンションの最上階に位置する。市内には新築のマンションが林立しており、住居の候補は枚挙に暇いとまがないほどであったが、職場の御薪学園まで徒歩五分という、好条件の立地が決め手となった。

　三ＬＤＫの大半は研究室と化していて、最先端装置の数々が整然と配置されている。特に遺伝子工学関連の装置が多い。

　つい先刻、赤石埜は使い魔を大量に放ち、御薪学院の内部を偵察させていた。

　赤石埜は、生徒の中に一人くらいは幻棲種が紛れているのではないか──と、以前から推測していた。

　参加予定者のだれかが、鵺に気づいて襲撃してくる可能性もある。

　ちょっと脅おどかしてやるのも一興だろう、と思い立ったのである。当然ながら、自分が負ける可能性などは露つゆほども考えていなかった。

　春休みの間に、中等部への入学生や高等部への編入生の顔ぶれは、すべてチェックをすませておいた。

　なかでも海外留学生である李リーとミカエリス、あの二人はどうも怪しい気がした。わざわざ、この時期に編入してきたからである。

　もちろん赤石埜の取り越し苦労にすぎず、本当にただの留学生という可能性もある。

　海上都市オリュンポスは、日本国内において最も国際化が進んでいる地域だ。全住民の四割が外国人なのである。御薪みかまぎ学園においても、外国人の比率は二割に達している。

　一方、外国人ではないものの、もう一人、気になる生徒がいた。

　──月見里やまなし大たい雅が。

　見た目は平凡だし、李リーやミカエリスのような留学生でもない。問題なのは「ヤマナシ」という姓だった。裏社会において、何度か耳にした姓だったからだ。ただし、赤石あかし埜やが小耳に挟んだ「ヤマナシ」の漢字表記は、たしか「夜や愛まな師し」だった。となると、無関係かもしれない。

　だが、なにか引っかかるものがあった。

　いずれ調査すべきかもしれない、と赤石埜は考えている──。




　あの戦闘を終えてから、半時間ほどがすぎている。

　赤石埜は異様な昂たかぶりをおぼえていた。世界各地を放浪していた当時も、いろんな敵に巡り会ったものだが、赤石埜を凌りよう駕がする者は皆無だった。

　だが、先ほど遭そう遇ぐうした二体の幻棲種ヴエイロンはどうだ！

　一方は龍りゆう族に間違いない。東洋世界が誇る最強の幻獣だ。

　他方は、あの外見から察するに天使族だと思われる。

　残念ながら顔認識はできなかったが、御薪学園の関係者かもしれない。小型の使い魔を高等部の女子寮に放ったところ、すぐさま現れた。あの女子寮に住んでいる可能性だってある。無論、安易に決めつけるのは早計だろうが。

「はあ、はあ……天使ちゃん天使ちゃん天使ちゃん」

　赤石埜はなんとかして、天使の顔を思いだそうとあがいた。

　しかし、顔の部分だけ霧がかかったようにぼやけてしまう。忌いま々いましく思ったが、それが天使の特殊能力なのだろう。幸いにも、顔以外の部分なら克明に思いだせた。

　神の手で造形されたかのような肢体。白鳥のような双翼。北ほく欧おう神話の戦乙女を彷ほう彿ふつとさせる装束。全身を包みこむ金色の光。清潔で、高貴で、神聖で──それゆえに、壊し甲が斐いがありそうだった。嬲なぶり甲斐がありそうだった。

　そして、殺やり甲斐がありそうだった。息の根を止めたあとは、髪の毛ひとすじ残すことなく調理して、喰くらってやろうと思う。

　天使の肉とは、骨とは、臓ぞう腑ふとは──。

　一体、どんな味がするのだろうか？

　興奮のあまり居ても立ってもいられなくなった赤石埜は、ソファから立ちあがった。素肌の上に愛用のロングコートを羽織ると、勢いよく部屋を飛びだす。

　この興奮を静めるには、どうしても生いけ贄にえが必要だった。




　赤石埜がめざしたのは、第五区「アフロディーテ」だった。

　新宿の歌か舞ぶ伎き町ちように匹敵する不夜城である。ここを「狩場」に選ぶのは初めてだった。

　他ほかの区域とちがい、監視カメラの数が圧倒的に多いし、人目にもつきやすい。自然と足が遠のいていたのである。

　普段の赤石あかし埜やは、生いけ贄にえは一晩に一人だけと定め、自分好みの美少女をこっそり拉ら致ちする程度に留とどめていた。狩場は、なるべくひとけのない場所を選ぶようにしていた。世間で騒がれている「連続少女失しつ踪そう事件」とは、まさしく赤石埜の仕業だったのである。

　だが、今夜は身体からだが疼うずいて疼いて仕方がない。

　いつものようなやり口では、とても一晩で興奮を静めることはできないだろう。

　ふと、繁華街の中央に屹きつ立りつする高層ビルが目に入った。

　──アフロディーテ・タワー。

　第五区随一の高層建築。内部には各種高級店やオフィス、そして富裕層向けの賃貸住宅が入っている。いかがわしい店舗もずらりと軒を連ねているが、特筆すべきは「麗れい耀よう殿でん」という名の会員制クラブである。

　顧客の間では覚かく醒せい剤をはじめとする非合法ドラッグが蔓まん延えんしており、夜な夜な乱らん痴ち気き騒さわぎが繰くりひろげられている。接待用のキャストは芸能界から集められた美男美女ばかりで、未成年も多数含まれる。顧客は官僚、政治家、企業家、金融資本家、芸能人、暴力団員、カルト宗教関係者……など多岐にわたる。日本の闇やみを凝縮したような店であった。

　この数年、テレビで引っ張りだこの経済学者も頻ひん繁ぱんに出入りしている。大学教授であると同時に、国内最大手の人材派遣会社「ニヴルヘイム」の最高顧問でもある。当初、あくまでも幻棲種ヴエイロンたちの闘技場として建設された人工島を「国家戦略特区」に指定し、諸外国から企業を誘致すべく、政財界に積極的に働きかけた人物でもあった。

　以前から、赤石埜はタワー内部に使い魔を配置して、内部情報を収集していた。鵺ぬえの生体素子に映像や音声を記録しては、貯ためこんでいた。政財界の大物たちの弱みには、金銀宝石を超える価値が秘められている。世界各地の裏社会で暗躍していた赤石埜は、そのことを熟知していた。収集しない手はない。また、自分が開発した使い魔の性能テストという側面もかねていた。

　いま現在も、赤石埜は使い魔と自身の視聴覚をリンクさせ、タワー内部の状況をリアルタイムに観察することができる。

「ちっ。お盛さかんなことだな」

　各界の著名人たちが、そろいもそろって痴ち態たいをさらしている。こうして政治家や官僚はニヴルヘイムの傀かい儡らいとなる。そのため、麗耀殿には「ニヴルヘイム迎げい賓ひん館」などという通称があるほどだ。

　……こうした現実をのぞき見るたび、赤石埜は人類に嫌悪感をおぼえざるを得ない。

　無論、義ぎ憤ふんをおぼえているのではない。ただただ不快なのである。

　生物種として純粋に強い者が「王権」を発動するのであれば納得できる。しかし、麗耀殿を運営している連中を見るとわかるが、やつらは決して生物学的に強いわけではない。醜しゆう悪あくな豚野郎にすぎない。

　あの連中が「王座」にふんぞりかえっていられるのは、必死になって貯ためこんだ財力ゆえだ。カネに裏打ちされた「王権」なのだ。それが気に食わない。

「不愉快だ……不愉快だ不愉快だ不愉快だ！」

　自分がこんなにも悶もん々もんとして、悩ましいひとときをすごしているというのに。

　あのくそったれな連中ときたら──ただでさえ貴重な女子高生ＪＫを大量に集めて、今夜もバカ騒ぎをおっぱじめてやがる！

　普段の赤石あかし埜やならば冷静に彼らの痴ち態たいを盗撮し、鵺ぬえの肉体で構築した生体素子に保存したら満足してしまうのだが、今夜はちがった。

　天使と龍りゆうに遭そう遇ぐうしたときの興奮──その余韻が、いまも体内にくすぶっている。

　──特に、あの天使ちゃん！

　彼女はまさしく赤石埜を魅み了りようした。あの逸材と比べたら、龍なんぞはトカゲに毛が生はえただけのオマケにすぎない。

　あの天使ちゃんも、年齢的には女子高生ＪＫくらいだったと思う。全体的なイメージしか把握できなかったとはいえ、赤石埜の脳内ＪＫセンサーがたしかに反応したのである。

　赤石埜は女子高生をこよなく愛している。

　わざわざ御薪みかまぎ学園に教師として勤めているのも、それが理由だ。

　あの瑞みず々みずしい、肌き理めの細かな肌。プリーツ・スカートからのびる太ももの白さ。躍動感を感じさせる肢体。大輪の花として咲き誇る直前の、初々しい蕾つぼみのような佇たたずまい……。

　この年とし頃ごろの少女をデートに誘い、徹底的にお姫様扱いしてやり、気持ちよくしてやったあとで、容よう赦しやなく牙きばを突きたてる。比ひ喩ゆでもなんでもなく、文字通り捕食する。それが赤石埜の趣味だった。相手が穢けがれを知らぬ少女なら、なお良い──。

　麗れい耀よう殿でんでは、ちょっと信じがたいくらいの美少女たちが、今こ宵よいもくだらない目的で消費されている。いや、麗耀殿だけではない。その他ほかの店舗や、富裕層向けのマンション・フロアにおいても、似たような光景をいくらでも確認できた。

　しかも、こっそりとのぞき見しているうちに、すべての少女が「天使ちゃん」に見えてきたのだから、困ったものだ。

「──ああ……この私がこんなにも身を焦がしているというのに、あの豚野郎どもときたら……もはや万死に値する！　粛しゆく清せいが必要だ！　そうだ、血の粛清だ！」

　繁華街に屹きつ立りつするビルにむけて、赤石埜は跳躍した。




　天使及び龍との戦いで、備蓄していた鵺の多くを消費してしまった赤石埜だが、アフロディーテ・タワーを襲撃する程度なら、赤あか児ごの手をひねるようなものだった。

　まずは細かく分割した鵺を、タワー内部に送りこんだ。最も大きなサイズでも肉食獣程度、最小サイズだとネズミ程度である。

　総勢、三千匹。この使い魔たちは、監視カメラを破壊しつつ、屋内を疾しつ駆くした。もはや軍隊である。

　一階から十二階まではショッピング区画となっている。そこにタワー内部の警備を担当する管理センターがあることを、赤石あかし埜やは事前に調べていた。

　ショッピング区画は無人だが、当然ながら管理センターには警備員たちが詰めている。外部への連絡を遮断するためにも、真っ先に叩たたかねばならない。

　赤石埜の指示に従したがい、鵺ぬえたちの大半は上層をめざしたが、十匹ほどを管理センターに差し向けた。赤石埜自身も、管理センターに足を踏み入れた。

　制服姿の警備員が二十名ほど、席に着いている。

　一階の監視カメラをすべて破壊したことで、管理センターの連中もかなり警戒していることだろう──と思っていたら、そうでもなかった。せいぜい機材の故障くらいに思っていたのだろう。

　警備員たちはカップ麵めんをすすりながら、モニターで埋めつくされた壁を眺めているばかりだった。とはいえ、さすがに赤石埜が突入すると、緊張が走った。

「なっ、なんだ──!?」

　警備員の一人が、狼ろう狽ばいの声をあげる。

「おめでとう！　君たちは運がいい！」

　管理センター内の警備員たちが、最初の犠牲となった。

　彼らは自分がなにに襲おそわれているのかも理解できぬまま、全身をバリバリと咀そ嚼しやくされ、消化・吸収された。現場には血けつ痕こんしか残らなかった。そして、赤石埜はセンター内の機材をすべて破壊した。




　管理センターを攻略した赤石埜は、やがて縦列行進中の本隊に合流した。

「そうだ、喰くらえ！　喰らい尽つくせ！」

　すでに鵺たちは十三階に到達している。カジノ、キャバクラ、ホストクラブ、各種風俗店……業界の最高峰として知られる有名店が軒を連ね、タワー内部に盛大な不夜城を築いている。十三階から二十階までは、この調子でつづく。

　鵺たちは赤石埜の指令に従い、目についた人間を片っ端から喰らっていった。老若男女の区別も、経営者と客の区別もなかった。生命と非生命の区別すらなかった。

　自由に、平等に、そして赤石埜の友愛を布教するかのように、鵺たちは喰って、喰って、喰らいまくった。だれかが外部に通報する余裕すら与えなかった。

「まだだ！　まだ足りん！　この程度では、天使ちゃんへの渇かつ望ぼうは満みたされん！」

　二十一階から三十四階までは、居住フロアである。すべて賃貸物件であり、家賃は最低でも月二百万円。当然、セキュリティは最高レベルといっていいが、鵺たちには関係なかった。力押しで扉を突き破り、濁流のごとく浸入し、一世帯ずつ片づけていく。

「ははっ！　ははははははっ！」

　哄こう笑しようをほとばしらせながら、赤石埜は進軍を続ける。鵺たちには非常階段を上らせ、自分だけがエレベーターを利用した。

　ついに、赤石あかし埜やたちは最上階である三十五階に到達した。

　超高級クラブ「麗れい耀よう殿でん」だけで、一フロアを占めている。

　まさしく敵の本丸だ。防音設備が完備されているためか、店側が階下の異変に気づいた様子はなかった。無駄に豪華な玄関の脇わきには、十名ほどの黒服たちが警備についているが、彼らものんきにくつろいでいる様子だった。

「おいっ！　部外者は立入禁止だ！」

　エレベーターホールに現れた赤石埜を視認したとたん、黒服たちは銃を構えた。民間軍事会社の社員だろう、と赤石埜は見当をつけた。黒服たちの得物ときたら、サブマシンガンやショットガンなど、物騒なものばかり。日本では考えられないほどの重装備だった。

　万が一にそなえての配慮だろうが、しかし、蟷とう螂ろうの斧おのにすぎなかった。




　……三十秒と経たたぬうちに、警備員たちは一発たりとも発砲することなく、鵺ぬえたちに喰くい尽つくされた。当然、玄関口での異変を店内に知らせることもできなかった。

　現在、赤石埜の手もとに残っている鵺は、大型種が十匹、中型種が二十匹、そして小型種が三十匹ほどである。他ほかの使い魔たちは、まだ各フロアで「食事」に励はげんでいる。さすがに餌えさの数が多すぎた。

　とはいえ、これだけそろっていれば充分だ。

「わが僕しもべたちよ！　踊れ！　徹底的に舞い踊れ！」




　夜明け前。東の空が、うっすらと白みつつあった。

　傍はた目めにはなんの異変もなかったように見えるアフロディーテ・タワーは、しかし、一夜にして〝無人の塔〟と化した。屋内にいた者は、たった一人の例外をのぞいて、ことごとく鵺の餌となった。

「ふう……」

　タワーをあとにした赤石埜は、まるで賢者のように澄んだ目をしていた。

　小こ脇わきには「ニヴルヘイム迎げい賓ひん館」でキャストを務めていた少女を一人、ちゃっかりと抱えている。たった一人の例外、すなわち唯一の生存者であった。

　娼しよう婦ふのような化粧をしているが、顔つきは幼い。おそらく女子高生ＪＫだろう。撤退する直前、彼女だけは喰らわずに、捕獲したのだった。あの「天使ちゃん」とは比べるべくもないが、食後のデザートとしては悪くないだろう。

　実際、なかなかの美少女である。赤石埜が担任しているクラスに在籍していれば、上位三名には入れるレベルだ。

「んんっ！　ん～！」

　少女は涙目になって悶もだえているが、両手首と両足首を鵺の使い魔に拘束されている上に、口こう腔こうには小型の鵺を突っこまれている。いまや完全に赤石埜の所有物となっていた。

　手て頃ごろな戦利品も手に入れたことだし、なかなか痛快な気分である。

　おとなしく帰るか──と思い、赤石あかし埜やはきびすを返した。

「いやー。あんた、思いきったことをしたもんだなー」

　突然、はるか頭上から、飄ひよう々ひようとした声が響いた。

　赤石埜は警戒心を抱いだくと、頭上を睨にらみすえた。

　たんっ！　と軽やかな音をたてて、その男は着地した。

　三階建ての雑居ビル、その屋上から飛び降りてきたのである。

　男にしては長めの、灰色の髪。女にまがう美び貌ぼうといっていいが、どこか肉食獣めいた野性味も感じさせる。切れ長の双そう眸ぼうは爛らんとして輝き、鼻び梁りようは高く、唇くちびるには不敵な笑み。肌は浅黒く、彫りの深い顔立ちをしている。この街では外国人など珍めずらしくもないが、ぱっと見ただけでは、出身国を想像できないタイプであった。

　──この男、ただ者じゃないな。

　こうして対たい峙じしているだけで、ぴりぴりと空気が振動しているのがわかる。

　一般に、人間に擬ぎ態たいした幻棲種ヴエイロンたちは、自分たちに特有の「気」を押し殺す。

　こうした気には様々な呼び名があるが、よく使われるのが「妖よう気き」という言葉だ。

　擬態に長たけた人外種は、単に見た目を人間に近づけるのみならず、己おのれの妖気を徹底的に封ふうじこめる。そうすると、もはや平凡な人間にしか見えなくなる。他ほかの幻棲種と道端ですれちがったとしても、正体がばれることはない。

　赤石埜自身、ふだんはそうやって人間のふりをしている。ただし、使い魔を使し役えきしている間だけは、どうしても若干の妖気を放出せねばならなかった。目の前の青年は、そのかすかな妖気を見逃さなかったのだろう。

　奇妙なのは、この青年が堂々と強烈な妖気を発散させていることだ。まるで、自分が幻棲種であることを誇るかのように。

「いろいろ言いたいことはあるんだけどさ。第五区は俺おれのシマなんだよなー」

「なにが言いたい？」

「ま、あのタワーには紳士ヅラしたクソどもが大量に群れてたことだし、わざわざ害虫を駆除してくれたことには感謝してやんよ」

「…………」

「ほら、さっさと帰った帰った。おっと、その女の子も置いてったらどうだ？　さすがに欲張りすぎだろーよ。……ああ、そっか！」

　突然、青年はなにかを察したように、納得顔になった。

「なるほどね。つまり、あんたが連続少女失しつ踪そう事件の犯人ってわけだな？」

「だったら、どうした？」

　赤石埜は殺気を漂ただよわせた。小こ脇わきに抱えた少女がビクッと震える。

「あれ、怒った？　でもさー、どうせ『幻神大戦』がはじまれば、いやでも殺やり合うことになるんだ。あんただって、それだけの腕があるんなら出場するんだろ？　どうせなら、でっかい晴れ舞台で戦うほうが燃えると思わねーか？」

　赤石あかし埜やは沈黙を保たもった。せっかく愉快な気分で帰ろうとしていたのに、水を差されたことへの怒りが、腹の底で沸ふつ々ふつとたぎっている。

　だが、一つだけ腑ふに落ちない点があった。大抵の敵ならば、対たい峙じした時点で力量を見抜くことができる。が、この青年に限っては、それができないのだ。

　まるで底無し沼と対峙しているような感覚。そう、この青年の「底」が、まったく見えてこない。その上、いかなる種族なのかも判然としない。

　無論、相手がだれであろうと、赤石埜は怖おそれたりしない。

　なぜならば、我こそが地上最強である、と自負しているからだ。

　一対一であれば、勝てる自信はある。

　しかし──実のところ、一対一ではなかった。

　いつの間にか、赤石埜は自分が包囲されていることに気づいたのだ。敵勢力の数は、ざっと十……おそらくは、この青年の仲間なのだろう。雑居ビルの屋上から、こちらの様子を窺うかがっているのがわかる。刺すような視線が、肌にちくちくと突き刺さってくるのだ。

　奇妙なのは、ああして群れているにもかかわらず、各個体の種族はバラバラだということだ。各々の気配のちがいから、赤石埜はその事実を見抜いていた。

　同胞を集めて群れるのであれば、まだわかる。しかし、種族間の垣根を取っ払った上でグループ化するのは珍めずらしい。種族が異なれば、生態や生活様式、そして思想……等々、様々な差異が生じるからだ。

　おかしなやつだ、と思った。できれば問答無用で殺してやりたい。だが同時に、ここで消してしまうのはもったいない──とも思った。

　今夜はすでに天使と龍りゆうに遭そう遇ぐうしている。

　これ以上、大物と戦闘を繰くりひろげるのは、さすがに食傷してしまいそうだった。

　幸いにも、赤石埜は自家製の仮面を装着したままだ。こちらの正体はばれていない。むしろ堂々と素顔をさらした相手のほうが、損失は圧倒的に大きい。

『幻神大戦』は、バトルロイヤル形式で行われると聞いている。

　正体を隠しておいたほうが、なにかと有利なはずである。

　ここで一時休戦としても、赤石埜にはなんの損害もない。

「……いいだろう。今こ宵よいの私は寛大だ」

「サンキューな。話のわかるやつで助かったよ」

　灰色の髪をした青年は、ニッと満足げに笑った。

　そして、信じがたい行動に出た。

「俺おれはダミアン・ラバ・ジダン。人じん狼ろう族だ」

　自ら名のったのみならず、種族名まで明らかにした！

　赤石埜は警戒心を強めつつ、拘束していた少女を無造作に放ほうりだした。

　つい先ほどまで、あんなにも美お味いしそうに見えた少女は、しかし、ダミアンという新たな獲物を発見したことで、もはやなんの輝きも感じられない。

「──!?」

　少女はがくがくと震えながら、しかし逃げることもかなわず、ただただ絶句している。まだ手足を使い魔に拘束されているし、口のなかにも鵺ぬえが放ほうりこまれている。

　そのとき、赤石あかし埜やは悪戯いたずら心のようなものを起こした。

　ヒーロー気取りのダミアンの前で、この少女を弄もてあそんでやろうと決めたのだ。もし、それでダミアンが激げき昂こうすれば、ずっと見えなかった「底」が見えてくるかもしれない。

「……爆はぜろ」

　赤石埜のつぶやきと同時に、少女の自由を奪っていた鵺が三体、同時に爆散した。

　爆発の規模は小さく、赤石埜とダミアンの髪をわずかに揺らした程度だったが──。

　少女の頭部、両腕、そして両脚が消失していた。まるでトルソーだ。頸けい部ぶの断面は黒焦げとなり、折られた頸けい骨こつの切っ先がのぞいている。頸けい動どう脈みやくと手足の動脈からは、噴水のように鮮血がほとばしっている。見る見るうちに、地面に血の海が広がっていった。

　一方、ダミアンの足もとには、奇跡的につぶれずにすんだ眼球がひとつ、ころんと転がっている。

　赤石埜はダミアンの顔をちらりと窺うかがった。

　ダミアンは平然としている。つまらない反応だった。

　赤石埜は舌打ちをして、立ち去ろうとした。

　その直後、赤石埜の背をめがけて、ダミアンが大おお真面目まじめに告げた。

「ねーねー。せっかく殺したなら、ちゃんと食べてあげなきゃ」

「なに？」

「それが自然の摂理ってもんだろ？　殺しっぱなしは禁止！」

「ふっ……くくっ！　道理だな！」

　この男もまた、心のどこかがぶっ壊れているのだ──。

　赤石埜は早速、新たな使い魔を呼び出し、脳内で指示を送った。

　忠実なる僕しもべたちは瞬時に反応した。少女の遺体に殺到し、骨のかけら、肉の断だん片ぺん、つややかな内臓、そして髪の毛一本すら残すことなく、喰くらい尽つくす。

　あとにはただ、おびただしい血けつ痕こんのみが残された。

「へえ。いい食べっぷりだなー」

　ダミアンが笑った。早食い競争の勝者に対するような、無邪気な称賛だった。

「ダミアン・ラバ・ジダンと言ったな──その顔、たしかに刻んだぞ」

　赤石埜は捨すて台詞ぜりふを残すと、今度こそ退場した。












Ⅴ　ダミアン・ラバ・ジダン







　第五区「アフロディーテ」の片隅には、「銀ぎん狼ろう亭てい」という看板を掲げた洋食屋がある。夜になるとメニューに多数の酒が加わるので、酒場としても機能する。すでに閉店時刻をすぎているので、玄関の扉には〝Closed〟のプレートが吊つり下さげられていた。

　この洒落しやれた店こそ、人じん狼ろう族の代表、ダミアン・ラバ・ジダンの活動拠点であった。

　数年前、倒産寸前だった酒場を、ダミアンが個人投資で儲もうけた金で買い取り、自分の趣味に合わせて改装をほどこした。

　内装のイメージは、拷問室である。退廃的で、コンクリートが剝むき出だしの壁の奥から、いまにも悲鳴が聞こえてきそうな雰囲気だった。

　閉店後にもかかわらず、客席の大半が埋まっていた。

　どいつもこいつもダミアンの取り巻きだ。少年少女から青年まで、ざっと十人ほど。カウンター席やテーブル席に陣取って、わいわいと騒いでいる。

　ダミアン自身は自分の専用席、すなわち壁際のソファに腰を落ち着けている。テーブルには、すでにダミアン好みの酒とつまみが置かれている。ウォッカと牛肉の燻くん製せいだ。

「ダミアン様！　お夜食はどうしましょう？」

　尋ねてきたのは、この店でウェイトレスを務めている冬ふゆ月つき六りつ花かだった。黒を基調としたメイド服と、新雪で埋まった平原を思わせる肌の対比がまぶしい。

　六りつ花かは雪女族の末まつ裔えいだ。とはいえ、『幻神大戦』に参加できるような上級種族ではないので、緊張感のかけらも感じられない。

「いや、これだけでいいよ」

　六花は「はーい！」と元気よく返事をすると、厨ちゆう房ぼうに引っこんだ。

「ダミアンさん！　さっきの野郎、殺やっちまっても良かったんじゃないんすかー？」

　と、今度はカウンター席で夜食をがっついていた少年が、ダミアンを振りむいた。

「いや、あれでいいのさ。『幻神大戦』がはじまれば、心置きなく殺し合えるんだから。繁華街の片隅でこそこそと戦うより、究極の晴れ舞台で戦ったほうが気持ちいいに決まってるだろ？」

「それもそうっすね！　さすがダミアンさん！」

　少年はあっさりと首肯して、食事を再会した。血気盛さかんな彼は鼬鼠いたち族の末裔だ。雪女と同レベルの弱小種族であった。

　──やれやれ。いつの間にか、大所帯になっちまったなあ……。

　ダミアンは自然と苦笑をもらした。

　ただ面白おかしく生きていけさえすれば、それで満足──ダミアン・ラバ・ジダンとは、そういう男だった。こうして種族の垣根を越えて、いろんな幻棲種ヴエイロンを集めているのも、ただ単に楽しいからにすぎない。

　とはいえ、かつてのダミアンは一いつ匹ぴき狼おおかみだったし、気恥ずかしい話、孤高を気取ったりしていた時期もあった。が、いろんなトラブルに首を突っこんでいるうちに、いつの間にか取り巻きが増えてしまった。

　ふと気がつけば、総勢五十名ほどのグループが構築されていた。いま顔を出しているのは、グループ全体の五分の一程度だ。

　種族も、年齢も、性別も、境遇もばらばらだったが、一つだけ共通点があった。

　彼らは例外なく、ダミアンを心の拠より所どころにしている。ダミアンという恒星を中心に公転しているという一点において、彼らは愚直なまでに共通しているのだ。

　もはや邪険に追い払うわけにもいかないし、どいつもこいつも人間社会の片隅で、苦労してきたやつらばかりだった。一緒に行動しているうちに、情も湧わいた。

　そんなダミアンが『幻神大戦』に出場を決めた理由は、まさしく「おもしろそうだから」という一点に尽つきる。

　現在、人じん狼ろう族の末裔はダミアンだけだ。「一族の誇りを賭かけて！」とか「新たな祖国を築くため！」とか「いまこそ積年の恨うらみを晴らすとき！」とか、そうした動機は笑ってしまうくらいに皆無である。

　むしろ、そうしたしがらみを背負って出場する幻棲種たちには、

　──ばっかじゃねーの？

　と言いたくなってしまう。ダミアンにとって、この海上都市で開催される『幻神大戦』とは遊ゆう戯ぎであり、それ以上でも以下でもない。

　それは己おのれの命を賭かけた遊戯、すなわち真剣勝負だ。

　これ以上の享楽が他ほかにあるだろうか？




　遊戯と言えば、ダミアンが生活費や銀ぎん狼ろう亭ていの維持費を稼ぐ手段は、個人投資である。

　悲しいことに、銀狼亭の売上はショボいというか、基本的に仲間たちがタダ飯を食いにくる場所なので、赤字が恒例となっている。

　赤字補ほ塡てんの手段は、株式や為替かわせなど、色々な投資であった。

　さすがに百発百中とまではいかないが、ダミアンの投資家としての手腕は卓越している。少年時代には、アルバイトで稼いだ五千ドルほどの元金を、たった数年で五百万ドルにまで増やしてみせた。

　それが人じん狼ろう族ゆえの才能なのか、ダミアンの市場に対する嗅きゆう覚かくは異常なほど発達していた。昨今、金融市場では自動取引システムが発達し、十億分の一秒という速さで取引されるのが常である。過去のように、投資家が情報を入手して、それから注文を……などというのんきなプロセスを踏んでいたら、とても追いつかない。

　ダミアンの感覚器官は、まさしく人工知能に匹敵するスピードで、市場の波を嗅かぎ分けたのである。かくして、ダミアンは十代にして富裕層となった。

　アルジェリア出身の彼は、まとまったカネを手に入れたあと、ヨーロッパやアジアを放浪した末に、海上都市オリュンポスに移住した。

　なんとなく、おもしろそうな雰囲気を感じとったからだ。

　移住した当時は、まだ『幻神大戦』については噂うわさしか知らなかったが、いろんな幻棲種ヴエイロンと交流していくうちに、ぐいぐいと興味を惹ひかれていった。

　──この街を舞台に、各種族から選ばれた「最強」どもが、命を賭けた真剣勝負をくりひろげる！

　想像するだけで、胸が躍おどった。




　ダミアンがちびちびとウォッカを味わっていたら、どんっ！　と荒々しく、目の前のガラス・テーブルに皿が置かれた。

　血のように赤く塗りたくられたピザが、ほかほかと湯気をたてている。

　具材はサラミにピーマンに……どれもダミアンのきらいなものばかりだった。

　見上げると、顔かお馴な染じみの男が仏頂面で立っていた。

　惚ほれ惚ぼれするような長身瘦そう軀く。紅ぐ蓮れんの炎ほのおを思わせる髪。スクエア型の黒縁眼鏡。ぱりっとした白シャツに黒ベスト。銀狼亭のロゴの入ったエプロンを律儀に装着している。ただし、足にはなぜか安全靴を履いていて、そこだけがアンバランスだった。

　彼の名は、ラース・冬とう弥や・ビョルクンド。

　銀狼亭で働く、唯一の料理人である。その巨体からは想像もつかないが、おどろくほど手先が器用で、料理の腕前はなかなかのものだ。

　それにしても、この毒々しいピザはなにを意味するのか。

「……あのさ。俺おれ、こんなもの頼んだおぼえはないんだけど？」

　ダミアンは微笑をたたえつつも、ラースを軽く睨にらんでやった。

「僕の奢おごりです」

「いや、奢りって言われてもね……」

　目の前のピザは、とにかく赤い。

　その真っ赤なソースが唐辛子を主成分とすることは明白で、先ほどからダミアンの目と鼻を痛烈に刺激している。

　こんなものを食わされた日には、漫画じみたタラコ唇くちびるになりかねない。

「変だなあ。ラースの恨うらみを買うようなおぼえなんて……ははっ！　ダメだこりゃ！　多すぎて特定できない！」

　ダミアンが大笑いすると、ラースの表情が見る見るうちに険しくなった。

「見ず知らずの種族に接触した罰です！　どうしてあなたは、そう勝手な真ま似ねばかりするんですか？　『幻神大戦』がはじまるまでは自じ粛しゆくしろと、いつも言っているでしょう！」

「いや、だってさー。ここ最近、少女連続失しつ踪そう事件が流は行やってるだろ？　手口の鮮やかさから見て、あれは人間の仕業じゃないなって、ぴんと来たんだよ。で、どんなやつが犯人なのかなーって思って探してたら、繁華街でばったり遭そう遇ぐう！　いやー、血が騒いだね」

「軽挙！　軽薄！　軽率！　一人の男子として、あまりに軽すぎです！　大体、どうして敵の前で堂々と名のる必要があるのです？　種族まで明かしたそうじゃないですか！」

　仲間のだれかが、うっかりばらしたようだ。大方、鼬鼠いたち族のあいつだろう。

「ははっ！　その場のノリで、ついね。でもさ、ラースに迷惑をかけたわけじゃないし、どうしてそこまで怒られなきゃなんないんだ？」

「ぐぬっ！」

　ラースが言葉を詰まらせたそのとき、六りつ花かがニヤニヤしながら口をはさんできた。

「んも～！　そんなの決まってるじゃないですかぁ！　うちのシェフったら、ダミアン様が心配で心配でたまらないんですよぅ～！」

「……石窯にぶちこんで溶かしますよ？」

「ひいっ！」

　六花は恐怖のあまり、カウンターの向こう側に逃げこんでしまった。

「さあ、さっさと食べなさい！　僕が焼いた特製ピザです！」

「……だったら、まずはラースが食ってみな！」

　その瞬間、ダミアンの指先が閃ひらめいた。目にも止まらぬ早業で、ピザを載せた皿が宙を舞い、ラースの顔面に叩たたきつけられる。

「ぐぼあっ！」

　焼きたてほかほかの、しかも赤唐辛子のソースをたっぷり塗りたくったピザに顔面をふさがれたとたん、ラースの喉のどから断末魔の悲鳴がほとばしった。

　そのピザはラースの顔面にぴたりと張りついたままだ。溶けたチーズが粘着しているのだろう。皿だけが床に落ちて、ぱりんと粉々に割れ砕けた。

　ラースは「熱い！」とか「目が痛い！」とか「眼鏡が！」とか、ご丁寧に実況中継をしながら、床をごろごろと転がったあげく、ようやく顔からピザを剝はがした。

　前髪が、眼鏡が、頰ほおが、顎あごが、滑こつ稽けいなほど真っ赤に染まっている。鼻の頭には、どろりとしたチーズが付着していた。

「ははっ！　あははははっ！　ばっかじゃねーの？」

　ダミアンは笑い転げた。

「……ダ～ミ～ア～ン！」

　汚れた眼鏡を放ほうり投げるなり、ラースが襲おそいかかってきた。知的な風ふう貌ぼうだったのに、眼鏡を外したとたん、兇きよう悪あくな相に変へん貌ぼうしていた。

「お店は壊さないでくださいよ～」

　六りつ花かの忠告はのんびりとしていたし、店内のだれもが「またかよ……」という空気を醸しだしていた。そう、この二人の喧けん嘩かは日常茶飯事なのである。

　ダミアンが挑発し、ラースが激げき昂こうする。その無限ループ。ラースが殴る。ダミアンが蹴ける。肉と肉が相打つ響きが、店内にこだまする。汗の雫しずくが散って、きらきらと輝く。

　喧嘩と言っても、もちろん幻棲種ヴエイロンとしての能力は封ふう印いんしている。決して約束したわけではないのだが、暗黙の了解というやつだった。こんな場所で二人が能力を同時に発動させたりしたら、店が吹っ飛んでしまう。

「うおりゃああああっ！」

　ついにラースがソファを持ちあげる。

「いや待て！　それは反則じゃね？」

　とダミアンがツッコんだ直後、来客があった。

　ドアベルの平和的な音響が、ダミアンとラースの動きをぴたりと静止させた。

「あなたたち、また喧嘩？」

　戸口に現れたのは、常連客の女子高生──九く条じよう院いん刹せつ羅らであった。

　今日もゴシック・ロリータとかいうカテゴリーの、黒い衣装を着こなしている。

　刹羅はすました顔で、つかつかと歩み寄ってきた。そして、ソファを持ち上げたまま静止しているラースの背後を通り抜けながら、

「相変わらず、仲がいいのね」

　と、あきれたようにつぶやいた。

「どこがだよ！」「どこがですか！」

　ダミアンとラースが同時に反論したのを見て、刹羅は勝ち誇ったような微笑を浮かべた。

　言葉が重なってしまったせいで、ダミアンは決まりの悪さをおぼえた。それはラースも同じなのだろう。眉み間けんに深く刻まれた皺しわが、ラースの心情を克明に物語っている。

「あっ！　先生だー！」

　六りつ花かが刹せつ羅らのもとに駆けよって、子犬のように懐きはじめた。どうして「先生」なのかというと、刹羅は現役女子高生でありながらも、小説家として活動しているからだ。

　刹羅はカウンター席に着くと、ラースに「いつもの」と要求した。そして、一分一秒たりとも無駄にはすまいとばかりに、黒革のカバーを掛けた文庫本を読みはじめた。

「夜食は太るぜ、セッちゃん」

　ダミアンが軽口を叩たたくと、

「その呼び名、いい加減やめてくれるかしら？　キモいから」

　刹羅は露ろ骨こつに眉まゆをしかめた。












Ⅵ　ラース・冬とう弥や・ビョルクンド







　まだ顔がひりひりと痛むが、ラースは黙って厨ちゆう房ぼうに立った。

　刹せつ羅らの注文は、いつも「きつねうどん」と決まっている。

　世界ひろしといえども、洋食屋にうどんを食べに来る輩やからは刹羅くらいだろう。律儀に応じてやる自分も、どうかとは思うが。

　常つね日ひ頃ごろ、食事にせよファッションにせよ、洋物にかぶれている刹羅だが、時折、無性にきつねうどんが食べたくなってしまうらしい。いくら西洋文化という糖とう衣いをまとったところで、やはり日本産の妖よう怪かいなのである。

　うどん専門店に行けばいいのに、とも思ったが、刹羅によれば、この海上都市オリュンポスにまともなうどん屋は存在しないという。

　当初、洋食しかつくれなかったラースは、急きゆう遽きよ、うどんの作り方を学ぶ羽目となった。

　そこまでしてやる義理があるのかどうかは疑問だったが、人類社会の陰に紛れこんでいる幻棲種ヴエイロン同士、仲良くしておいて損はないだろう──というダミアンの意見に、珍めずらしく同意したのである。困ったときはお互い様、というわけだ。

　元々、その大柄な体たい軀くに似合わず、ラースには凝り性な一面があった。

　うどんづくりに取り組んでいるうちに、その奥の深さに気づき、どんどんハマッていった。わざわざ「うどん県」こと香川県に足を運び、修業したりもした。麵めんは自ら手打ちするようになったし、かけつゆも専門店と同じようにかえしからつくるようになった。

　出だ汁しの素材も試し行こう錯さく誤ごをくりかえした。最近では厚切りの鰹かつお節ぶしや、羅ら臼うす産の昆布などを愛用している。ねぎは京都から取り寄せるようになった。七味唐辛子にしても、やがて市販品では満足できなくなった。しまいには、油揚げさえも自作するようになった。

　刹羅と知り合って三ヵ月ほどが経過したころ。

　晴れて、銀ぎん狼ろう亭ていの裏メニューに「きつねうどん」が追加されたのだった。




　……ラースが少年のころ、父は祖国フィンランドの首都、ヘルシンキで死んだ。

　建設現場で足場が崩れ落ち、三名の同僚と一緒に転落したのだ。

　しかも、父は悪徳派遣業者にだまされていたらしい。どういうからくりか、労災すら認められなかった。母は病気がちだったため、必然的に、長男のラースが一家の大黒柱となった。まだ十代半ばだったにもかかわらず。

　もっとも、学歴はなく、手に職があるわけでもなく、頼れるものは立派な体軀のみ。

　過酷な日雇い労働で糊こ口こうを凌しのぐ日々がはじまった。

　母と二人の妹、まだ幼児の弟を養う日々は、肉体的にも精神的にもきつかった──。

　五年前のことだ。

　日本に新設された海上都市が移民を募集している、というニュースが舞いこんできた。

　母が日本人であることも、移住を後押しした。母は日本生まれの日本育ちだったが、仕事をきっかけにフィンランド人の父と出会い、めでたく結婚。

　その後、母は夫の祖国に移住した。ラースのセカンド・ネームである「冬とう弥や」は、母が付けてくれたものだ。

　ラースが惹ひかれたのは、移住に先駆けて、日本国内で通用する資格を取得できるよう、無料の講習を受講できるという項目だった。

　駄目元で応募してみたところ、ラースはあっさりと採用され、家族そろって移住を果たした。移住に際して、調理師の資格を取得することもできた。

　新天地で一生懸命に働けば、未来を切り拓ひらくことができそうな気がした。

　……甘かった。

　ラースのように、現場での経験に乏しい十代の少年を雇ってくれるような企業など、どこにもなかった。

　それでも、とにかく生活費を稼がねばならないため、国内最大手の人材派遣会社「ニヴルヘイム」に登録した。

　というより、公的機関で相談に乗ってもらっているうちに、いつの間にか登録させられていたというのが正しい。両者がグルになっていたのである。

　ラースは日雇いの派遣労働者として、建設現場などで働きはじめた。

　が、本来受け取るべき報酬の大半をピンハネされているのは明らかで、これでは大昔の奴ど隷れいのほうがマシだったのではないか、と思った。

　とはいえ、生活を維持していくためには、とにかくカネが要る。

　ニヴルヘイムとの契約を打ち切られた場合、新たな仕事が見つかる保証はない……。

　ダミアンと知り合ったのは、そのころである。

　街中で、ついに腹が減りすぎてぶっ倒れたところを、たまたま通りがかったダミアンが助けてくれたのだ。

　ダミアンは、その細身に似合わず、ラースの巨体を「よっこらせ」と肩に担ぐと、銀ぎん狼ろう亭ていへ連れていった。

　そして、たらふく飯を食わせてくれた。

　ダミアンは一目見て、ラースが幻棲種ヴエイロンだと気づいたという。

「お前、どこの種族だ？」

　ダミアンはにこやかな顔をして、そんなことを尋ねてきた。

「フィンランド人ですが、なにか？」

　ラースは大おお真面目まじめな顔をして答えた。

「いやいや、そういうことじゃなくて！　俺おれはさ、お前がどんな種族でも気にしないし、ここでは隠す必要はないんだぞ？」

「……？」

　ラースには、自分が幻棲種であるという自覚がなかった。

　ダミアンに指摘されるまで、自分は人間社会の一員だと思っていた。

　当然ながら、自分がどういう種族なのかも知らなかった。

　母に聞けばわかるのかもしれないが、質問するのはためらわれた。

　もし隠しているのなら、なにか事情があるのだろう……と思ったからだ。




　それ以来、ダミアンはラースの前に現れるようになった。

　おもしろい玩具おもちやを発見した子どものように、無邪気な笑みを浮かべながら。

「なあ、ラース。お前のような奴やつを、世間では奴ど隷れいって言うんじゃねーの？」

「…………」

「なんつーかさ。『人類は奴隷制度を廃止した！　これは偉大な進歩だ！』って思ってるやつらが大半だろうけど、あれってでたらめだよな」

「…………」

「人類どもが築きあげた、この現代社会を俯ふ瞰かんしてみればわかるさ。奴隷制度ってのは、いまでも立派な現役選手なんだよ」

　ラースに反論はできなかった。

「結局、食う側になるか、食われる側になるか──それがすべてだ。それこそが、この世界の新しい宗教になっちまった」

「じゃあ、あなたは食う側に回った……ということですね？」

「うーん、どうかな。まあ、たしかにカネは必要以上に稼ぐことができた。傍はたから見れば、俺おれはたしかに『食う側』だろうな」

　ダミアンは自じ嘲ちようするように嗤わらった。

「でもな、俺はさー。貧困ゆえに、その日の晩飯にすらありつけないでいる幻棲種ヴエイロンを見ると、なんだか放ほうってはおけないんだよ。あいつらを赤の他人だと割り切って、見下して、安易な自己責任論を振りかざすことは、どうしてもできないんだよね。だから、つい手をさしのべてしまう」

「だからこそ、僕も拾ったと……？」

「ま、そういうこと。もちろん、すべての幻棲種を救うなんて無理だよ。そんなことは百も承知だ。でもまあ、この目に映った幻棲種くらいは、助けられればいいなってね」

「もし、僕がただの人間だったら？」

「残念だけど、放置したよ」

　ダミアンはきっぱりと断定した。

「人間まで救っていたらキリがないし。そもそも、この地上から俺たちの先祖を排除しようとしたのは、あくまでも人類だからね。人類が先に手を出したんだ。やつらに同情はしないよ」

「…………」

「そうだ。お前、たしか調理師免許を持ってるんだったな？　なんなら、うちで調理師として雇ってやってもいいよ？　いまのシェフ、いつ辞めるかわかんねーし」

「結構です。あなたの情けは受けません！」

「えー、なんで？　悪い話じゃないと思うんだけどなー。正社員待遇だし」

「正社員ですって!?」

　ラースは生なま唾つばを吞のみこんだ。

　正社員。

　ずっと派遣労働者として酷使されてきたラースにとっては、夢のような言葉だった。

　が、プライドが邪魔をした。

　どうしても、ダミアンという男を信頼しきれなかったからだ。

　当時のラースは、まだ自分を取り巻く世界に対して、極端なほど疑ぎ心しん暗あん鬼きに陥おちいっていたのである。




　結局、身長二メートルを超える巨漢は、一匹の奴ど隷れい蟻ありとして、粛しゆく々しゆくと働きつづけることしかできなかった。

　やがてラースの精神は不安定となっていったが、母や二人の妹、そして末の弟のためだと自分に言い聞かせつつ、必死で働いた。

　働いて、働いて、働きつづけた。

　そう、あの事件が起きるまでは──。




「きつねうどん、一丁あがりですよ」

　ようやくきつねうどんを完成させたラースは、仏頂面でどんぶりを置いた。

　ずっと文庫小説を熟読していた刹せつ羅らは、「おそいわよ」と文句を漏もらしながらも、律儀に文庫を閉じて、「いただきます」と両手を合わせた。

　そして、割わり箸ばしをパチンと割った。あいにく、きれいには割れなかった。

　片方の頭が、もう片方に残ってしまっている。

　刹羅は割り箸を割るのが下手くそなのだ。

「くっ……」

　不格好に割れた割り箸を悔しげに一いち瞥べつしたあと、刹羅は食事にとりかかった。

　いつもは無愛想な刹羅だが、きつねうどんを食べているときだけは、頰ほおを上気させ、唇くちびるにはほのかな微笑が浮かぶ。

　それにしても、うどんとゴスロリという組み合わせは、いつ見ても珍妙で、ラースはわずかに苦笑をもらした。

　その瞬間、刹羅の頭部から、ぴょこんと狐きつねの耳が飛びだした！

　ラースは目を剝むいた。

「刹羅さん！　耳！　耳が出てますよ！」

　ラースがあわてて注意すると、

「──しまった！」

　刹せつ羅らは真っ赤になると、あわてて両手で頭を覆った。

　数秒後、黄金色の体毛につつまれた二つの耳は、金色の鱗りん粉ぷんさながらの光を放射しながら、きれいに霧む消しようした。

「くっ、不覚だわ。わたしとしたことが……」

「あははははっ！　ラースのうどんがそんなに美う味まかったのか？　いやー、セッちゃんの〝耳〟なんてはじめて見たよ！　録画しとけば良かったな～！」

　早速、ダミアンは笑い転げている。

　ラースも苦笑したが、ふと胸の奥にぽっかりと穴が空いたような気分になった。

　あの事件をきっかけに、ラースの運命は激変した。

　いまではすっかり、銀ぎん狼ろう亭ていのシェフが板についている。まさか、自分がダミアンの厄介になる日が来ようとは、想像すらしていなかった。

　ダミアンを慕したって集まってくる幻棲種ヴエイロンたちに、ご馳ち走そうを振る舞う日々。

　こういう日常は、意外に悪くなかった。

　むしろ心地よかった。

　もちろん、ダミアン・ラバ・ジダンという、どこかうさん臭い人じん狼ろう族に、気を許したわけではないが──。

　正直なところ、幻棲種同士で覇は権けんを競う『幻神大戦』というものに、ラースはあまり関心がない。












　だが、ここ数年の間に、ラース自身にも「出場せねばならない理由」ができてしまった。

　自分が巨人族であることを知った。

　そして、巨人族としてのしがらみが、いまでは全身に絡みついている──。

　いざ『幻神大戦』がはじまれば。

　──僕はダミアンや刹せつ羅らとも、本気で戦わねばならないのでしょうか？

　そんな考えが脳裏をよぎっただけで、憂鬱になった。

「……外の空気を吸ってきます」

　ラースは六りつ花かに声をかけると、暗あん澹たんたる気分を抱えながら、裏口から外に出た。

　しばらくの間、一人になりたかった。




　ラースの姿が見あたらなくなったのを良いことに、鼬鼠いたち族の少年が嬉き々きとして噂うわさ話ばなしをはじめた。

「ラースさんって、頼れる男って感じですよね。俺おれらとそんなに年が離れてるわけでもないのに、料理の腕は超一流だし。ちょっと堅物すぎる気もしますけど、そこも魅力だと思うし。俺、マジで尊敬してるっす！　ラースさんは俺の憧あこがれっす！　俺も将来、あんな大人になりたいっす！」

「いやいや、お前にはなれねーよ。ラースをなんだと思っているんだ？」

　少年の浮き浮きとした気分に水を差したのは、ダミアンだった。

「そりゃあ、俺なんてなんの取り柄もないバカですし、無理なのはわかってますけど……でも、目標にするくらいはいいじゃないですか！　俺、ラースさんのこと、もっと知りたいっす！」

　ダミアンは急に真顔になった。立ちあがると、少年の隣席に移動した。どっかりと腰かけると、少年の肩に手を回し、まだあどけない顔をぐいっと引き寄せた。

　そして、耳もとでささやくように告げた。

「いいか、少年？　お前は新入りだから、なにも知らないようだが……ああ見えて、ラースはヤバいやつだ」

「へっ？」

「死刑判決を食らった殺人鬼。あいつは何人も殺してる」

「そ、そんな……うそでしょう？　うそですよね？　そもそも死刑囚が外で働いているはずないですし！　人が悪いですよ、ダミアンさん！　俺がバカだからって、からかってるんでしょう？」

「脱獄したのさ」

「えっ？」

「十一区の民営施設で、大事故が起きたってニュースを知らないか？　あのどさくさにまぎれて、ラースは見事に脱獄を果たした」

「…………」

「あいつの心には、足を踏み入れないほうがいい。これ、お兄さんからの忠告な」

「あの人が……そんな……」

　少年は顔面蒼そう白はくになって、言葉を失った。

　と、ダミアンがいきなり笑いだした。

「あははっ！　うそ！　うそに決まってるだろー！　こいつ、思いっきりだまされてやがるよ！」

　少年はたちまち、カアッと赤面した。

「ちょっ！　ダミアンさん！　ついていいうそと悪いうそがありますよ！　俺おれ、思わず信じかけてしまったじゃないですか！　あー、良かったぁ！　あのラースさんが人殺しで脱獄死刑囚だなんて、冷静に考えたらありえないし！　まったく、人が悪いですよ！」

「俺ってば、人じゃないけどな」

　ダミアンは悪戯いたずらっぽい表情を浮かべると、ソファ席にもどった。

　かくして──今日も銀ぎん狼ろう亭ていには多種多様な種族が集まって、和気あいあいとバカ騒ぎを繰くりひろげるのだった。












Ⅶ　九く条じよう院いん刹せつ羅ら







　西暦二〇二〇年四月十一日、土曜日。

　大たい雅がが御薪みかまぎ学園高等部に編入学してから、最初の休日である。

　起床後、まずはスマホでネットニュースをチェックした。どこのニュースサイトも、同じ話題で持ちきりだった。

　つい先日、繁華街のアフロディーテ・タワーにおいて、一夜にして住人や店舗関係者、客、警備員……といった人々が消きえ失うせた。まるでうそのような話だが、報道を見る限り事実らしい。被害者のなかには、人材派遣会社「ニヴルヘイム」の顧問をはじめ、各界の著名人が多数、含まれていたという。

　警察は事件と事故、双方の可能性を視野に入れつつ、いまも捜査を継続中とのこと。なんとなく、幻棲種ヴエイロンが関かかわっているような気がしたが、確証はない。

　大雅はスマホをポケットに突っこむと、窓ぎわに立った。四十八階からの眺めは、今朝も壮観だ。そろそろ朝食ができている頃ころだろうと思い、リビングに足を運んだ。

　今日は学業も「仕事」も休みなので、のんびりしている。政府と交わした契約に従したがい、大雅には完全週休二日制が保証されているのだ。とはいえ、気分は重い。

　──こんな状況で、僕は本当に戦うことができるのか？

　開会式まで、あと四日。

　にもかかわらず、大雅にはなんの進歩も見られない。

　敵から徹底的に痛めつけられ、生命の危機さえおぼえた時点で、ようやく大雅の「攻撃性」は発露する。これでは、猫に追い詰められた鼠ねずみそのものだ。

　先制攻撃や奇襲は不可能だし、戦闘のたびに瀕ひん死し状態になってしまうのは、あまりに非効率だと思えた。

　しかも、窮きゆう鼠その一撃が敵に通用しなかった場合は、どうなるのか……。

　その状況については、考えたくもなかった。

　この件に関しては、黒くろ羽はもかなり焦っているが、現状、打開策は思いつかない様子である。ひたすら大雅の防衛本能を刺激して、吸血鬼としての能力を覚かく醒せいさせるという一点張りだった。大雅としては、もう少し黒羽と話し合って、別の方法を模索したいところなのだが……残念ながら、そうもいかなかった。

　実を言うと、始業式の日の朝以来、黒羽との関係がぎくしゃくしているのだ。

　あのとき、黒羽は過去に負った精神的外傷トラウマのせいで、急きゆう遽きよ、登校を取りやめざるをえなくなった。もちろん、大雅はなにも気にしていない。人間、生きていれば様々な事情を抱えてしまうものだろう。

　ところが黒羽は、自分の弱点を大雅に知られてしまったことを、やたらと気にしているようなのだ。

　あの黒くろ羽はが、そんな子どもっぽい部分を見せたことは意外だった。

　およそ世間一般の常識からは、かけ離れた少女である。

　吸血鬼の研究を専門とする、十五歳の天才少女。

　実家は旧財閥系の御薪みかまぎ家。

　常に冷静沈着で、超然とした佇たたずまい。

　そして、国家の命運に関かかわるプロジェクトに従事している。

「おいおい……つっこみどころ満載じゃないか」

　大たい雅がは思わず苦笑した。一度死に、吸血鬼として蘇そ生せいさせられた自分も規格外ではあるが、御薪黒羽という少女もまた、規格外という点では同類のような気がしたのである。




　リビングでは、ミラを筆頭とするメイドたちが、てきぱきと朝食の準備に勤いそしんでいた。

　──ついついミラばかりに注目してしまうけど、ミラ以外のメイドたちも美少女ばかり……まるでハーレムだな。

　そんなバカなことを考えていると、

「おはようございます、大雅様」

　ミラが大雅に気づいて、挨あい拶さつをよこした。大雅は「おはよう」と返しつつ、食卓に着いた。他ほかのメイドたちは大雅に目もくれない。おそらく、ミラ以外のメイドたちは、大雅との不必要な接触を禁じられているのだろう。

　案の定というか、今朝も食卓に黒羽の姿はない。

「紅茶にしますか？　それともコーヒーにしますか？」

「コーヒーで。それより、ちょっといいか？」

「なんでしょう？」

　ミラは足を止めると、端然として大雅の脇わきに立った。

『くっくっ。亜あ埜の瀬せミラとやら──相変わらず、いい女だ。あのひらひらとしたメイド服を強引に引き裂いて、青い血管が透けて見える肌にむしゃぶりついてやりたいものだ』

　犯罪者じみた言葉がむくむくと湧わいてきたので、大雅はあわてて打ち消した。吸血鬼として蘇生させられて以来、何者かの声が脳裏に響く現象は、すでに何度も経験している。

　この件については、まだだれにも話していなかった。黒羽やカウンセラーに打ち明ける機会はいくらでもあったのだが、どうしても躊ちゆう躇ちよしてしまったのである。

　いい女を目撃すると、まるで好色なオヤジみたいな声が頭のなかで響くんだ──という事実を口にするのが、単純に恥ずかしかったというのもある。が、それ以上に、安易に口外してはいけないような気がした。その理由は、うまく説明できないのだが……。

　大雅は気を取り直し、ミラに声をかけた。

「えっと……ミラさん？」

　こうして名前を呼ぶのは、はじめてだった。なんとなく照れくさい。

「申し訳ありません。呼び捨てでお願いします」

「なぜだ？　僕より年上に見えるし、呼び捨てというのは……」

「普段、大たい雅が様はお嬢様を呼び捨てになさっておいでです。お嬢様の部下であるわたくしに、敬意を払う必要など微み塵じんもございません。そもそも、お嬢様が呼び捨てだというのなら、わたくしごとき、いっそ『牝めす豚』とでも呼んでいただかないと」

「いやいや、僕の神経が疑われるだろ……」

「でしたら牝奴ど隷れいでもかまいませんが」

「もっと悪い！」

「ですが」

「はあ……わかった。ミラ、でいいか？」

「問題ありません。それで、ご用件は？」

「黒くろ羽はのことなんだけど。例のアクシデント以来、顔をあわせてないんだよな……」

「ああ見えて、黒羽様も年とし頃ごろの乙女ですから。一人の女にとって、死にたくなるほど恥ずかしい姿を見られてしまったのが、とてもショックだったのではないでしょうか」

　大雅は顔をしかめた。

「誤解を招きそうな表現だな……そもそも、そこまで恥ずかしい姿でもなかったと思うけど。ただ倒れただけだし」

「お嬢様は、人一倍プライドの高い御お方かたですから。ああいう、弱々しい姿を見せてしまったことを、深く悔いておられているのでしょう。それと、通学を中止せざるを得なくなったことを、とても残念がっておられるのだと思います」

「こういう面倒くさいのは、さっさと終わらせたい。なにかいいアイデアはないか？」

「それでしたら、一つ頼まれていただけますか？」




　午後一時半。路面電車を利用して、大雅は大手書店「ＯＢＣ」を訪れた。

　ＯＢＣというのは、「オリュンポス・ブック・センター」の略だ。大型商業ビルの一階から三階までを占めていて、島内最大の規模を誇る書店である。

　今日は三階のイベント・スペースにて、現役女子高生作家・藤ふじ袴ばかまセツラのサイン会が開催される予定であった。開始時刻まで、あと三十分。時間には余裕があるはずだが、イベント・スペースには人だかりができていた。

　客の大半は女性が占めている。年齢層は若い。作者が女子高生だからか、読者も十代がメインのようだ。

　自分がとてつもなく場ちがいな存在に思えたが、受付で予約チケットを提示し、一九九番の整理券を得た。そして行列の末尾に並んだ。入場客の定員は二〇〇名だそうだから、最後から二番目ということになる。

　──こいつは、ちょっとした苦行だな……。

　安請け合いしたことを後悔したが、もう遅い。

　大雅が藤袴セツラのサイン会に行って、サインをもらってくる──それこそが、ミラの提案だった。

　ミラと交わした会話を、脳裏で反はん芻すうしてみた。

　──リビングの本棚をご覧になれば明らかですが、黒くろ羽はお嬢様は藤ふじ袴ばかまセツラ先生の大ファンなのです。今日は、待ちに待ったサイン会……なのですが、ご存ぞん知じのとおり、お嬢様が直接、イベント会場に足を運ぶわけにはいきません。

　──目の前をパトカーや救急車が通過するだけで、ぶっ倒れてしまうんじゃな……。しかも人気作家のサイン会ともなれば、会場は客でごった返すだろう。黒羽にとっては鬼門だな。

　──その通りです。元々は、メイドの一人が代理で足を運ぶ予定だったのですが、この役目を大たい雅が様が担うことで、お嬢様の大雅様への好感度をアップすることができれば、この問題を解決できるかもしれません。いかがでしょうか？

　かなり強引というか、こじつけというか、苦肉の策だな……と大雅は思った。

　とはいえ、どうせ今日は休日であり、はっきり言えば暇である。龍威ロンウエイやリンデと約束しているわけでもない。二人とも、今日は学生寮の歓迎パーティーが予定されているそうだ。散歩がてら、藤袴セツラとやらのサインをもらってくるくらいは、造作もないことだった。そう思い承諾したのだが──。

　予想以上に会場は混雑していた。

　もし黒羽がこの場にいたら、確実にぶっ倒れていただろう。大雅自身、人ごみに酔いそうだった。

　気を紛らわせるために、手荷物を確認することにした。

　まずは藤袴セツラの代表作『死し骸がい城じよう奇き譚たん』の第一巻。この本にサインをしてもらう予定である。

　次に、やたらとファンシーな封筒。黒羽から作家へのファンレターである。

　最後の荷物は、作家への贈呈品だ。紙製の手提げ袋には、洋菓子店「彩さい戀れん堂どう」のロゴが入っている。中身は、その店の目玉商品である「苺いちごのトルテ」だ。一日限定五個らしく、早朝から御薪みかまぎ家のメイドが店頭に並び、なんとか購入に漕こぎ着けたという……。

　それにしても、あの黒羽がそこまで入れこむ作家、藤袴セツラとは、どのような人物なのか。

　大雅は暇つぶしも兼ねて、スマホで「藤袴セツラ」を検索してみた──。





　　藤袴セツラ（ふじばかま・せつら）は日本の小説家。

　　西暦二〇〇三年生まれ。京都府出身。海上都市オリュンポス在住。

　　二〇一七年、『恋すてふ』で第四回神宝社小説大賞を受賞し作家デビュー。現役女子中学生作家として、話題を集める。現在（※二〇二〇年四月時点）は高校三年生。

　　一般文芸とライトノベルの中間に位置する作風が持ち味であり、十代から二十代の女性を中心に支持を集めている。紫むらさき式しき部ぶを心の師と仰いでおり、筆名の「藤袴」は『源げん氏じ物もの語がたり』に由来する。得意とするジャンルは、ミステリー及びホラー。

　　代表作は『死し骸がい城じよう奇き譚たん』シリーズ（神宝社Ｇ文庫、全七巻）。二〇一七年六月に第一巻が刊行。二〇一八年十月、「月刊コミックパティオ」誌上にてコミック版の連載が開始。

　　二〇一九年七月からＴＶアニメ（全二十四話）が放映された。

　　二〇二〇年、シリーズ累計五百万部を突破。






　まだ高校生なのに、とんでもない経歴だ。

　なお、作家の顔写真は長らく非公開とされていて、その容よう貌ぼうは謎なぞにつつまれていた。彼女がはじめて公衆の面前に姿を現すのは、今日のサイン会がはじめてだという。

　──なるほど、読者が殺到したのもうなずけるな。

　と大たい雅がが納得したそのとき、

「──良かったぁ、間に合った～！」

　背後から幼女のように可か憐れんな声が響いてきた。

「はあ……それにしても、『苺いちごのトルテ』が売り切れてたのは誤算だったよぉ……セツラ先生の大好物だから、絶対にプレゼントしようって決めてたのに！」

　背後の気配は、一人分しか感じない。やたらと独り言の多い女らしい。

「わたしとしたことが、手ぶらで会場入りしてしまうなんて一生の不覚だよぉ！　はあ……いっそ手首を切って死んでしまいたい！　ああ、でも死んじゃったらセツラ先生に会えないし！　いっそのこと、セツラ先生に看み取とられながら死ねたらいいのに～！」

　この女、脳の病気か？　と大雅は心配になった。と同時に、自分が彩さい戀れん堂どうのロゴの入った袋を提げていることに、ちょっとした罪悪感をおぼえたりもした。

「ちょっといいか？」

　お節介かもしれないと思いつつも、大雅は背後をふりかえった。

　ぎょっとした。背後にたたずんでいる少女が、想像とはあまりにもかけ離れていたからだ。どう見ても日本人ではない。現実味の希薄な髪は、ピンク・シルバーの糸を梳すいたかのよう。その輝きの雫しずくを頭の左右で結って、細身の房を垂らしている。

　肌の白さは雪せつ花か石せつ膏こうさながらだ。瞳ひとみは髪と同じく淡いピンク。長い睫まつ毛げはくるりとカールさせている。目の縁取りが、まるで漫画のキャラのように濃い。頰ほおはチークを塗っているのか、薄紅色に可愛かわいく染まっている。

　そして、いやに官能的な形をした唇くちびるには、星ほし屑くずのような光つ沢やが乗っていた。

　おどろくべきは、彼女の服装だ。甘ったるいロリータ・ファッションである。フリルとレースの飾りがやたらと多く、ふわふわとした印象が強い。お菓子の国から抜けだしてきたかのようだった。

「わっ、わたしになにか御用ですか!?」

「これ、彩戀堂のトルテだけど」

「自慢ですか！　それは自慢なのですか!?　というか、それが先生の好物だとチェックしているなんて……あなた、なかなかやりますね！」

「そんな誉ほめ言葉は要らないし、僕がチェックしていたわけでもない。そんなことより、良かったら譲ろうかと思って」

　大たい雅がは紙袋を差しだした。

「いえ、そんな！　悪いですよ！　そもそも、そんなご親切を受ける理由が……」

「いや。ものすごく残念がってるみたいだったから、気になって」

「えっ？　もしかして……わたし、また独り言を漏もらしてましたか!?」

「まあ、少しだけ」

　本当は「少し」どころではなかったのだが、大雅は気を利かせてやった。

「あわわわわ……！」

　少女は頭を抱えた。頰ほおに塗ったチークを凌りよう駕がする勢いで赤面している。

「えっと……僕は妹の代理で来ただけだから、藤ふじ袴ばかまセツラという作家に特別な思い入れがあるわけじゃないんだ。別に、作家に直接渡せなくてもかまわないし……」

「妹」というのは、とっさに思いついたうそだった。

「藤袴先生に思い入れがない!?　それはけしからんです！」

「話の腰を折らないでくれ……。とにかく、このトルテだって、僕のようなやつじゃなくて、君のように熱烈なファンから手渡しされたほうが、ありがたみは大きいと思う」

「でもでも、あなたの妹さんは、まちがいなくセツラ先生の大ファンだと思いますが……だって、セツラ先生が彩さい戀れん堂どうのトルテに言及なさったのは、このオリュンポスでのみ発行されているフリーペーパーに載ったインタビュー記事なんですよ？　そんなところまでチェック済みだなんて、この私と互角に張り合えるくらいのＯＴＡＫＵです！　ご存ぞん知じですか？　ＯＴＡＫＵはすでに英和辞典にだって載っているんですよ！」

「そ、そうなのか……」

「……えっと、すみません、話が逸それましたね」

　大雅の薄い反応を見て、少女は自分がしゃべりすぎたことを悟ったようだ。もじもじとしてうつむいたが、すぐさま顔をあげた。

「お心遣いには感謝しますが、あなたの申し出は受けられません！」

「そうか。いや、それならべつに──」

「というか、あなた……まったく妹さんの気持ちがわかっていませんね！　そのトルテをゲットするために、どれだけ苦労なさったことか！」

　──いや、お抱えのメイドを使って姑こ息そくにゲットしたわけだから、黒くろ羽は自身はなんの苦労もしていないんだけどな。

「にもかかわらず、会場に足を運べないなんて……ううっ、想像するだけで泣けます！　どんな事情があるのかは知りませんが、妹さんが不ふ憫びんです！　『お兄ちゃん』なら、もっと妹さんの気持ちを考えてあげなくちゃ！　そんなんじゃ、お兄ちゃん失格ですよ！」

　ついには説教をされてしまった。そもそも「お兄ちゃん」ではないのだが、これは自分がついたうそが原因なので、反論の余地はない。

　正直なところ、この面倒くさい女子と会話を交わすのも億おつ劫くうになっていたのだが、

「それじゃあ、こういうのはどうだ？」

　そんな内心とは裏腹に、大たい雅がは別の提案を口にしてしまった。なんとなく、この少女を放ほうっておけなかったのである。

「このトルテの代金の半額を、君が僕に渡す。こうすれば、僕の妹と君が共同でこいつを買ったことになる」

　少女はきょとんとした。

「まだわからないか？　うちの妹と君が、連名で作家にプレゼントできるってことだ。もちろん、作家に手渡しする役目は君が果たせばいい」

「そ、それは……とても魅力的なご提案ではありますが！　ですが、あなたの妹さんは許してくださるでしょうか？」

「ああ、問題ない。僕が言うのもなんだけど、よくできた女だからな」

　心のなかで、「たぶんな」と付け加えるのも忘れなかった。

「ちょっ！　妹さんを『よくできた女』だなんて……あなた、さては妹さんに気があるのですか？　これはもしや、近親相──」

　見る見るうちに、少女は頰ほおを紅こう潮ちようさせた。ただし、非難しているというよりは、むしろ瞳ひとみをきらきらと輝かせている。好奇心がダダ漏もれだった。

「そういう邪じや推すいは要らない！　というか、よくそんな日本語を知っているな……」

「そりゃあ、勉強しましたから！」

「で……どうする？　余計なお節介だったら、すまない」

「いえいえ！　それでは、お言葉に甘えさせていただきます！」

　少女は勢いよくお辞儀をした。

　ぴょこんと跳ねたツインテールが、可愛かわいらしく映った。




　──現役高校生作家、「藤ふじ袴ばかまセツラ」。

　本名は九く条じよう院いん刹せつ羅ら。現在は私立鷹たか司つかさ女学院高等部三年生である。

　黒を基調とした、ゴスロリ系の衣装を愛好。その佇たたずまいは、代表作『死し骸がい城じよう奇き譚たん』の登場人物さながらであった。

　はじめて公衆の面前に姿をさらした「藤袴セツラ」に対する反応は、様々だった。

「まさしく『死骸城奇譚』の作者らしいです！」

　と誉ほめられたかと思えば、

「もっと文学少女っぽい雰囲気の人だろうと予想してました」

　と意外に思われたりもした。

　なかには、ただただ刹羅の美び貌ぼうに圧倒され、黙りこんでしまう客もいた。

　──ふう……美しすぎるのも罪ね。

　などと思いつつ、刹せつ羅らは人生初のサイン会を順調に進めていった。

　筆記具はサインペンではなく、筆ペンだ。

　当初は毛筆で行うつもりだったのだが、手間暇がかかりすぎるということで、担当編集の倖こう月づきうららに却下されたのである。妥だ協きよう点が筆ペンというわけだった。

　その倖月といえば、いまは会場の壁際にたたずみ、ボロボロと涙をこぼしながら、サイン会の様子を見守っている。

　感極まってしまい、涙が止まらないようだ。

　案外、自分自身の編集人生を回想しているのかもしれない。

　刹羅が作家デビューした当時、まだ契約社員にすぎなかった倖月は、

　──雇用後、二年以内に結果を出せなければクビ！

　という厳しい職場環境において、カウンセリングや向こう精せい神しん薬やくの欠かせない身体からだになりながらも、死に物狂いで働く身だった。

　二年という「お試し期間」の終わりがいよいよ迫ったころ、刹羅の受賞後第一作である『死し骸がい城じよう奇き譚たん』が発売された。

　これがダメならクビという状況だったし、そのマニアックな作風が一般読者にウケるとは、編集部のだれも考えてはいなかった。作家個人に独自のキャラクター性がなければ、企画会議すら通過しなかっただろう。だれもが倖月うららの解雇を予想していたはずだ。

　そもそも、他ほかのだれよりも、刹羅が倖月の追放を望んでいた。

　刹羅は『源げん氏じ物もの語がたり』を座右の書としている。日本文学どころか、世界最高の文学だと確信している。

　ところが、ある日、倖月はこともあろうに、こんなことを言ったのである。

「ええ～？　そんなの読んだって、小説を書くのに役立つわけ？　『源氏物語』って、あれでしょ？　光ひかる源げん氏じとかいうイケメンが、女を取っ替え引っ替えするだけの話だよね？」

　その瞬間、倖月は刹羅の逆げき鱗りんに触れたのだった。復ふく讐しゆうを誓った刹羅は、新作『死骸城奇譚』を執筆する上で、自分の趣味をとことん投入してやった。

　デビュー作があまり売れなかったことから、刹羅はすでに悟っていた。

　自分の趣味を濃厚にすればするほど、作品の一般性は失われていく。

　要するに、売れにくくなるのだ。

　無事に『死骸城奇譚』は完成した。

　まちがいなく自己最高傑作。

　それゆえに、市場では〝大爆死〟するはずだった。

　ところが──周囲の予想に反して、これが大ヒットした！

　おかげで倖月は契約社員から正社員へとランクアップし、いまや業界では敏びん腕わん編集者として認知されている。

　そのビジネススーツ姿は今日もパリッとして、いかにも「仕事のできる女」といった雰囲気。袖そで口ぐちできらりと光っているのは、カルティエの腕時計だ。

　どうしてこうなったのかしらね──などと思いつつ、刹せつ羅らは一人、また一人とサインをつづけていく。

「がんばってください！」

「新シリーズ、期待してます！」

「『死し骸がい』の続編や外伝、できれば書いてほしいです！」

「個人的には、デビュー作の『恋すてふ』がいちばん好きです！」

　どのお客も礼儀正しく、あたたかい言葉をかけてくれた。ずっと断りつづけていたサイン会だったが、シリーズ完結を機に承諾して良かった、とセツラは思った。

　──お母様。刹羅は元気です。天国から、見守ってくれていますか……？

　ふと、刹羅は亡き母を想おもった。




　幼少時の刹羅は、京都府北部の、人里離れた山中で、母と暮らしていた。

　その山には、人目を避けて棲すみついた妖よう狐こ族の集落があった。

　一般に、妖狐の地位は低い。できることといえば、せいぜい「人を化ばかす」くらいであり、狸たぬき族といい勝負である。どちらも昔話ではお馴な染じみの存在だ。

　だが、刹羅の母はちがった。

　五十年を生きると女性に変身できるようになった。

　百年を生きると、今度は巫み女こに変身できるようになった。

　千歳に近づくにつれ、仙狐と呼ばれる存在になった。いわば神の遣いに相当する。この時点で、すでに妖狐としては規格外の存在である。ちなみに、この当時、母の尻尾しつぽは九本に達していたという。姓の「九く条じよう院いん」は、この数字に由来する。

　そして千歳をすぎた頃ころには、母はさらに進化して、天にも昇れるほどの神通力を得た。

　すなわち、天てん狐こである。

　天狐は特に美しい容姿をしており、金色に輝く体毛と、四本の尻尾を特徴とする。尻尾の数こそ減ったものの、肉体に宿る力は格段に増した。

　ある日、母は煙管きせるの灰を煙草たばこ盆ぼんに落としながら、蓮はすっ葉ぱな口調で言った。

「なあ、刹羅。天狐はな、神さんと同等の存在なんやで」

　にわかには信じられない話だった。

　たしかに母は浮き世離れしていたけれど、見た目は人間だったし、尻尾も神通力を使って消していた。髪型や衣装、そして仕草や口調に至いたっては、まるで花魁おいらんみたいだった。いつも伽きや羅らの香りを漂ただよわせていた。

　事実、幕末期には、京都の島原で花魁をやっていて、新しん撰せん組ぐみの隊士とも交流があったのだとか。栄えある天狐になってまで、一体なにをやっているんだか……と、刹羅はあきれはてたものだ。

「あんたはな、うちが幾いく星せい霜そうを経て獲得した神通力を、うちの娘やというだけで、あっさりと受け継いでしもた。つまり、あんたは生まれながらの天てん狐こというわけや」

　そう言って、母は刹せつ羅らの頰ほおを撫なでた。

　まるで屍し体たいのように冷たい手をしていた。

　刹羅が物心ついたころには、母は寿命を迎えつつあった。空を飛ぶことすらできなくなっていた。

　おそらくは、天狐としての能力を、刹羅が引き継いでしまったから──。

　にもかかわらず、母は美しかった。

　日増しに、その美しさは神秘へと転換されていくようであった。

　しどけなく着崩した着物の、襟えりもとから覗のぞくうなじや、撫なで肩がたの白さときたら、この世のものとも思われなかった。

　母の性格は苦手だったが、その美び貌ぼうは認めざるを得なかった。

　母に触れられるたび、刹羅の心臓は躍動した。

「ま、うちもただ単に、ダラダラと長生きしてただけでな。あんたを身籠ごもるまでは、男漁あさりばっかりしとったしなあ」

　もちろん、それは母なりの照れ隠しだったのだろう。一匹の狐きつねが天狐になろうと思ったら、並大抵の修行では不可能だ。刹羅は里に伝わる古文書を読むことで、妖よう狐こ族にまつわる様々な伝承をすでに学んでいたのである。

「ああ、一つだけ言っとくわ。天狐としての神通力をどう使うかは、あんたの自由やからな。神さんにも匹敵するその力、あんたの好きにせぇ」

「わたしの、好きに……？」

「そや。あの空を見てみぃ。広いやろ？　空は天狐の庭やで」

「わたしが、あの空を？」

　当時の刹羅には、まだ実感が湧わかなかった。

「ただし、飛行機にだけは近づいたらあかんよ。いまの時代、旅客機やヘリコプターとか、いろいろと飛び交っとるからなあ」

「ぶつかったら、死んじゃう？」

　刹羅が怯おびえながら尋ねると、

「なに言うてんの。飛行機のほうがぶっ壊れるわ」

　母はころころと笑ったが、ふいに真顔になると、珍めずらしく「母親」の顔をした。

「そや。ひとつだけ、うちと約束してくれんか？」

「なあに？」

「あんたはなんの苦もなく、天狐として生まれてきた。いずれあんたは、天狐と一般的な妖狐族との間に横たわる、絶対に埋められん格差に気づくことになる。けどな、同じ妖狐族であることに変わりはないんや。同胞を見下したり、蔑さげすんだりすることだけは、絶対にしたらあかん。うちが天狐になって以来、妖狐族は天う狐ちを家長とする〝家族国家〟やった。もし同胞が困っとったら、ちゃんと話を聞いてあげるんや。自分には関係のない話やからって、見捨てたりしたらあかんよ？　約束できるか？」

　母は刹せつ羅らの胸の前で、小指を立ててみせた。

「……うん、わかった」

　刹羅も小指を立てると、指切りをした。




　それから三日後。母は、穏やかに寝入るように逝いった。

　結局、父親は不明のままだったが、母の言葉を信じるならば、あの新しん撰せん組ぐみにおいて、鬼のように怖おそれられた人だったという。

　正直、新撰組などと言われても、刹羅にはぴんとこなかったが、事実ならば浪ろ漫まんがあって良いと思う。しかし、それが本当に事実だというのなら、母の妊娠期間は百年以上に及んだことになる。

　母親を尊敬しつつも、どこか苦手に思っていた刹羅だったが、どうしても憎めなかったのは、ある意味、当然かもしれない。

　そんなにも長い間、刹羅は母の胎内で眠りつづけていたのだから──。




　母の死後、刹羅は妖よう狐こ族の長老たちに育てられ、それこそ神様のように崇あがめられながら、すくすくと育った。

　やがて、例の『幻神大戦』に関する噂うわさを、よく耳にするようになった。

　基本的に妖狐族は下級種族である。唯一の頼みの綱であった天てん狐こは、『幻神大戦』の開幕を待たずして亡くなった。

　しかし、天狐には娘がいた。

　生まれながらにして天狐としての能力を授かっている、奇跡の娘が。

　刹羅が参戦すれば、きっと妖狐族を勝利に導みちびいてくれる──。

　しかし、刹羅は成長するにつれ、文学を愛読するようになっていた。『源げん氏じ物もの語がたり』をはじめとする日本文学に没頭し、さらには世界文学にも手を出した。

　刹羅が『幻神大戦』に関心を示すことはなかった。読書をしているだけで、刹羅の心は満みち足りていたのだ。

　だが、妖狐族としては、それでは困る。

　せっかくの好機なのだ。

　実は、妖狐族は深刻な問題を抱えていた。

　日本が明治時代を迎えたころから、多くの妖狐が山里を離れ、人間社会で生きることを選択するようになっていた。時代とともに妖狐は繁殖する一方で、いつしか山里がパンク寸前に陥おちいっていたからである。妖狐族の増殖は明らかに、山里の生態系のバランスを壊しかけていた。

　が、人に化けた妖狐が都市生活になじむのは並大抵のことではなかった。奴ど隷れい的な労働に従事させられた挙げ句、身体からだを壊し、路ろ傍ぼうで朽くち果てる者が続出した。山里での貧困を苦にしての移住だったはずが、都市部で待ち受けていたのは、さらなる貧困だったのである……。

「お頼み申します、刹せつ羅ら様！　なにとぞ、我ら一族のために……！」

　日増しに、妖よう狐こ族の者たちは、刹羅の前で土下座をすることが多くなった。

　刹羅はとまどった。

　神様のように祀まつられているのを良いことに、ぬくぬくと読書にふけっていたら、いつの間にか妖狐族が苦境に立たされていた。

　刹羅は悩んだ。自分には関係のない話──と言って、突きはなすのは簡単だ。

　そもそも、都市に出た妖狐族が貧困に陥おちいったのは、ひとえに彼ら自身に力がなかったからではないのか。要するに自己責任だ──。

　……そこまで考えたときだった。

　ふいに、母と交わした約束が、脳裏に紫電のごとく甦よみがえったのである。

　──同胞を見下したり、蔑さげすんだりすることだけは、絶対にしたらあかん。

　──もし同胞が困っとったら、ちゃんと話を聞いてあげるんや。自分には関係のない話やからって、見捨てたりしたらあかんよ？




　母との約束を守るべく、刹羅は参戦を決意した。それに伴い、海上都市オリュンポスに移住し、私立鷹たか司つかさ女学院の中等部に入学した。

　妖狐族は女官を多数派遣して、刹羅の身の回まわりの世話をするつもりだったようだが、さすがに断った。気ままな独り暮らしに、漠然と憧あこがれていたのである。

　当初は学生寮で暮らしていたが、新人賞受賞を機に、第三区「アテナ」のマンションに引っ越した。

　作家デビューについては、正直なところ、予想もしていなかった。

　たまたま趣味で書き上げた作品を、新人賞に応募してみたところ、あっさりと受賞してしまった──というのが実情である。

　受賞作は大して評判になることもなかったし、プロ作家として生きていくつもりもなかったのだが、その後、『死し骸がい城じよう奇き譚たん』がまさかの大ヒットとなってしまい──。




　……整理券番号一九一番の客が、刹羅の正面にやって来た。

　女性客が大半を占めるなか、珍めずらしく男性客である。会場に残っている客のうち男性といえば、他ほかには最後から二番目の少年だけだ。

　刹羅の前で直立した青年は、二十代半ばだろうか。見るからにおとなしそうで、草食男子という形容が似つかわしいタイプである。

「……？」

　刹羅はちょっととまどった。

　その客は、刹羅をじっと見おろしたまま、じっと沈黙を保たもっているのだ。

　極度に緊張しているのか、ぷるぷると全身をふるわせているのが気になった。

　このまま突っ立っていられたら、イベントの進行に差さし支つかえる。まずはサイン用の本を提示してもらう必要があった。

　刹せつ羅らは営業スマイルを浮かべた。

「こんにちは。本を出していただけますか？」

「やっと会えた！　藤ふじ袴ばかまセツラ……ああ、僕のセツラ！」

　突然、客は狂喜じみた笑いを浮かべた。

「は？」

「僕の想像以上に美人だよ、君は！　実はね、君のデビュー作を読んで以来、ボクは君と結婚するって決めていたんだよ！　なのに、なのにぃ……！　どうして君は、ボクの手紙に返事を書いてくれなかったんだ！　百通以上書いたのに！　花束だって何度も贈ったし、カルティエの腕時計だって贈ったんだ！　なのに、なのにぃ……！」

　すべて初耳だった。

　そんな手紙を受けとったおぼえはない。

　きっと編集部のほうで、彼の文面に異常を感じとったのだろう。刹羅に転送する必要はなしと判断して、廃はい棄きしたにちがいない。

　それ自体は編集部の危機管理意識の賜たま物ものであり、良い仕事と言える。

　だが、どうしても脳裏に引っかかるものがあった。

　──カルティエの腕時計？　たしか、どこかで……。

　その瞬間、脳裏で閃ひらめくものがあった。

　そう、カルティエの腕時計といえば、担当編集の倖こう月づきうららが自慢げに装着しているではないか──。

　──あのバカ女！　返送せずにパクッたんだわ！

　あとで説教してやろう、と刹羅は心に決めた。

「きゃああっ！」

　そのとき、客のひとりが悲鳴をあげた。

　突然、青年が懐ふところからサバイバル・ナイフを取りだしたのだ。

　刹羅がそこらへんの女流作家であれば、顔面蒼そう白はくになって、恐怖に怯おびえたことだろう。

　だが、天てん狐こたる刹羅にとって、刃物を手にした人間など、地を這はう油虫と大差ない。

　いや、それ以下の存在だ。

　油虫なら、ただそこに存在するだけで、刹羅を不快にさせることができる。

　だが、刹羅は目の前の暴漢に対し、不快感すら抱いだくことはできなかった。

　道端の石ころに不快感を抱けないのと、同じ感覚である。

　問題なのは、大っぴらに天狐の力を使うわけにはいかないことだ。

　──とにかく、お客に被害が及ぶのだけは避けないと。どうしたものかしら？

　そこまで考えたとき、刹羅は目の前の男から妙な気配を感じた。

　男の皮膚から──いや、毛穴という毛穴から、微香性の気体が噴きだしているのだ。透明な気体なので傍はた目めにはわかりづらいが、刹せつ羅らは敏感に察知した。

　たちまち、室内に居合わせた者たちが、ばたばたと倒れていく。書店の関係者、担当編集の倖こう月づき、そして、残る九人の客たちも……。

　──睡眠ガスを体内で合成して、毛穴から放射しているの？　まさか、この男……。

「ふふっ。信じられないかもしれないけど、僕は土つち蜘ぐ蛛も族の末まつ裔えいでね。大丈夫、だれも死にやしないさ。ほんの少しの間、眠るだけだ。さあ、藤ふじ袴ばかまセツラ！　君もボクの催眠ガスを吸って、安らかに眠るんだ。ボクはね、眠っている女の子にしか興奮できないんだ……。さあ、早くボクだけの眠り姫になるんだ。さあ、早く！　……あれ？　変だな。藤袴セツラ？　君はどうして眠くならないんだ？」

「はあ……」

　刹羅は溜ため息いきをもらした。

　よりにもよって、記念すべき初サイン会の会場に、幻棲種ヴエイロンが紛れこんでいたのだ。しかも、ドがつくほどの変態らしい。自分の能力を犯罪に利用することに、なんら躊ちゆう躇ちよをおぼえないタイプでもあるようだ。

　残念ながら、会場スペースと店舗フロアはしっかりと区切られているので、会場内の騒動が外に漏もれることはなさそうだ……。

　そのとき、刹羅ははっとした。

　客の一人──最後尾に並んでいた少女が、男の背後に忍び寄り、手にしたパイプ椅い子すで殴りつけた！　刹羅以外にも、眠気に耐えた者が存在したのである。

　後頭部にパイプ椅子の直撃を受けた男は、一瞬、ぐらりと上体をよろめかせたものの、すぐさま背後を振り向いた。

「おい、お前……なんのつもりだ？」

「セツラ先生から離れてください！　せっ、先生は、わたしが守ります！」

　レースとフリルが満載の、可か憐れんなロリータ服を着用した少女は、気丈にも宣言してみせたが、しかし、全身ががくがくと震えているのは隠しようもない。

　そんな少女を憎にく々にくしげに睨にらんだ男は、突然、野獣のような咆ほう吼こうをあげた。

　男の肉体に異変が生じる。まるで人間の皮を脱ぎ捨てたかのようだった。めきめき……と嫌な音がして、人としての原形を失っていく。

　やがて、目の前に一匹の巨大蜘蛛が現れた。

　全高三メートルはあるだろうか。計八本の節足が、重たげな本体部を支えている。

　──土蜘蛛の末裔というのは、本当みたいね。

　刹羅はあくまでも冷静に、目の前の幻棲種を観察する。

　平安時代、源みなもとの頼より光みつが立ち向かった妖よう怪かいが、まさしく土蜘蛛だった。

　頼光は配下の四天王とともに、この土蜘蛛を退治する。

　土蜘蛛を屠ほふった刀は、有名な髭ひげ切りの太刀──。

　そんな昔話が、思わず刹せつ羅らの脳裏をよぎったが、感慨にふけっている場合ではない。

　土つち蜘ぐ蛛もは容よう赦しやなく糸を吐くと、天井付近に蜘蛛の巣を張った。そして、勇敢なロリータ少女の身体からだにも糸を吹きつけた。

「いやああっ！」

　少女はあっと言う間に手足の自由をうばわれて、宙ちゆう吊づりにされてしまう。その姿は、蜘蛛の巣に捕らえられた胡こ蝶ちようさながらだ。

「ううっ……」

　ようやく睡眠ガスが効いたのか、少女はがっくりと意識を失った。

「ふしゅう……」

　ガスを吐きながら、土蜘蛛は刹羅を睥へい睨げいした。

　どうやら土蜘蛛形態になると、人語をしゃべることはできなくなるようだ。それはそれで、ありがたいと思えた。先ほどから、あの男の言葉や口調には、嫌悪感しか抱いだけなかったからである。

「まったく……人のサイン会を滅め茶ちや苦く茶ちやにしてくれちゃって」

　刹羅はキッとして、土蜘蛛を睨にらんだ。

　その瞬間、土蜘蛛の全身を、戦せん慄りつが駆け抜けたように見えた。

　頭の悪そうな外観をしているが、自分が目の前にしている相手がどれほどの存在かを、少しは本能で察知できたらしい。

　刹羅は妖よう気きをほんの少しだけ解放した。

　頭部から耳が生はえた。全身が金色に燦さん然ぜんと輝く。そして、まるで巨大な翼のように、四本の尻尾しつぽが顕けん現げんした。天てん狐この尻尾は妖気の塊かたまりであり、衣類を突き破るようなことはない。

　できることなら、妖気を全開にしてぶっ飛ばしてやりたいところだが、会場を破壊するわけにはいかない。

　刹羅は土蜘蛛をじっと見つめた。

「さあ、教えなさい。あなたが一番怖おそれているのは、だれかしら？」




　その瞬間、土蜘蛛は愕がく然ぜんとした。

　藤ふじ袴ばかまセツラが幻棲種ヴエイロン──しかも、自分など足もとにも及ばない上級種族だと気づいたとたん、その瞳ひとみに魅入られてしまった。

　藤袴セツラの輪郭が、どろりと崩れていく……と思ったら、土蜘蛛がよく知っている人物の姿に変へん貌ぼうを遂げた。

　和服姿の、病的なまでに白い肌をした女──背中からは、八本の節足を生やしている。

　土蜘蛛の母親だった。過酷な虐待を受けた日々が、土蜘蛛の脳裏に甦よみがえる。

「うわあああっ！　お母さん！　やめてよ、お母さん！　ぶたないで！」

　土蜘蛛は恐怖のあまり、半狂乱に陥おちいった──。




「ふん。ろくでもない親を持ったことには同情するけど、わたしのサイン会をぶち壊した罪は重いわ」

　刹せつ羅らは冷然としてつぶやくと、床に倒れた土つち蜘ぐ蛛もを見おろした。

　土蜘蛛はぶざまに失神し、口から泡を吹いている。青年の姿にもどった彼は、素っ裸だった。土蜘蛛に変身した際、衣服は当然のように引き裂かれたのだ。

　刹羅は青年の髪を無造作につかむと、窓からぽいっと投げ捨てた。窓の真下は、暗い路地裏だ。すぐさま人目につくことはない。

　このイベントスペースは三階なので、常人ならば大おお怪け我がをするところだが、あいつは土蜘蛛だ。腐っても幻棲種ヴエイロンの端くれである。アスファルトに叩たたきつけられたとしても、死ぬことはない。いずれ、全裸で転がっているところを通行人が発見し、警察に通報してくれるだろう。

　実は催眠術をかけてやった際、土蜘蛛としての記憶を削除してやったので、いまの彼はただの人間と大差ない。警察でも余裕で対処できるはずだ。

　青年を片づけたあと、刹羅は次の行動に移った。

　一度は破綻させられたサイン会を「修復」すべく、作業をはじめたのだ。自身の妖よう気きを放射して、土蜘蛛が張り巡らせた糸を消滅させる。そして、土蜘蛛のガスで眠らされた人々を叩き起こす。

　と同時に、一人ずつ催眠術をかけていった。土蜘蛛が出現したあとの記憶を、丁寧に消してやったのである。

　人を化ばかすための催眠術は、妖よう狐こ族が長い年月をかけて蓄積してきた伝統技能であった。




「……あれ？」

　ふいに、大たい雅がは不気味な違和感をおぼえた。

　つい先ほどまで、何事もなく行列に並んでいたわけだが……なにか大切なことを忘れてしまったような気がする。

　一瞬、男性客が刃物を振りあげた光景が脳裏をよぎった気がしたが、すぐに消えた。

　そもそも並んでいる客のうち、男は大雅だけだ。

　客の数をかぞえてみると、残りは九人である。

　──変だな。なにかがおかしい。

　大雅は首をひねったが、なにも思いだせない。

　やがて、自分の番が訪れた。




　一九九番の整理券を持つ少年が、刹羅の正面にやって来た。

「こんにちは。あら？　まるで狐きつねにつままれたような顔をしているわね」

　少年が書籍を差しだす前に、刹羅は声をかけた。

「いや、べつに……」

　少年は、むすっとして応じた。

　刹せつ羅らはなんとなく、彼の容姿を観察してみた。

　端正と言えなくもないが、地味な風ふう貌ぼうだ。群集に紛れこんでしまったら、まったく目立たないだろう。

　服装にも特に個性は感じられない。

　中背だし、特にたくましいわけでもない。

　ただし、少しやさぐれた雰囲気が感じられる。失礼な話、読書を趣味にしているようには見えなかった。

　問題なのは、彼が先ほどまで浮かべていた表情だった。

　なにかをいぶかしむように、彼は顔をしかめていたのである。

　刹羅があれこれと「作業」した結果、この会場に居合わせた者のだれもが、土つち蜘ぐ蛛も出現にまつわるすべてを忘れたはずだ。

　催眠術が効きにくい体質なのかもしれないわね……と刹羅は思った。もっとも、言葉では説明できない違和感をおぼえているだけで、土蜘蛛に関連することを思いだしたわけではなさそうだ。ならば問題はない。

「名前はこれで頼む」

　と少年が整理券を差しだした。

　整理券には客が自分の名前を書く欄があって、作家はそれを参照した上で、サインの脇わきに読者の名前を添えるのだ。

　整理券には「御薪みかまぎ黒くろ羽は」と記されていた。

　──御薪といえば、あの旧財閥系の？　まさかね……。下の名前は、クロハと読むのかしら？　女みたいな名前だけれど。

　なんとなく、目の前の少年に興味を抱いだいてしまった刹羅は、軽くジャブを放ってみることにした。

「ねえ。あなたは、どの登場人物がいちばんお気に入りなのかしら？」

「悪い。僕は身内の代理で来たんで、あんたの作品を読んだことはないんだ」

「あら、そう。じゃあ、この名前はご家族の？」

「……妹だ」

「じゃあ、妹さんによろしくお伝えしてちょうだいね」

　少年はうなずくと、沈黙を保たもった。

　どうやら寡か黙もくなタイプらしい。

　刹羅も口を閉ざすと、さらさらと筆ペンを走らせた。

「はい、どうぞ」

「感謝する」

　サイン本を受けとった少年は、ちっとも謝意が伝わらない口調で告げると、さっさと退散した。あそこまで無関心を突きつけられると、逆に新鮮だわ……と思ったとたん、刹羅はぞくりとした。

　少年が退場する寸前、その背中から、どす黒い妖よう気きが猛もう禽きんの翼のごとく立ちのぼった──そんな気がしたのである。

　──幻棲種ヴエイロンかしら？　人類社会には相当な数が紛れこんでいるのだから、ふしぎじゃないけれど。

　土つち蜘ぐ蛛もを前にしても眉まゆひとすじ動かさなかった刹せつ羅らが、いまでは過剰ともいえるほどの警戒心をおぼえていた。

　──それにしたって、なんて邪悪な気配だったのかしら。まるで、あの異常な気配そのものが、大自然に対する冒ぼう瀆とくのようだったわ。

　あれも『幻神大戦』に参加する予定なのだろうか？

　──ま、それはそれで、悪くないかもね。

　この世に生まれ落ちた時点で、刹羅は神に匹敵する力を受け継いだ。

　どんな猛者が飛びだしてきたところで、粉ふん砕さいするまでのことだ──。




「よっ、よよよっ……よろしくお願いしますっ！」

　整理券番号二百番、すなわち最後の一人は、ひときわ異彩を放っていた。

　たとえるならば、世間知らずな妖よう精せいが、ふらふらと人間界に迷いこんできたかのような風情が感じられたのだ。

　彼女は先ほど、勇敢にもパイプ椅い子すを振りあげて、土蜘蛛の青年に攻撃をした。できれば、あのときのお礼を告げたいところだったが、もちろん自重する。

　当然のことだが、この少女もまた、刹羅が施ほどこした催眠術によって、土蜘蛛襲撃にまつわる一幕は完全に忘れている。

　とりあえず刹羅は、いま初めて少女の衣装に着目したかのように、おどろいた顔をした。

「あら、かわいい」

　決してお世せ辞じではない。

　刹羅は本心から、少女を誉ほめた。衣服が可愛かわいいだけでなく、その髪型や容よう貌ぼうなど、すべてが可愛らしい……。

「ありがとうございます！　わたし、〝甘ロリ〟のお洋服が大好きで！　セツラ先生のお洋服も素敵です！　まるで玉たま鬘かずら様みたいです！」

　玉鬘というのは、『死し骸がい城じよう奇き譚たん』の登場人物である。

　総勢百名に及ぶ作中人物のなかでも、最もゴスロリ度が高く、主人公にとっては敵に当たるとはいえ、作者にとって最も思い入れの強いキャラなのだった。

「ありがとう。そう言ってもらえると、うれしいわ」

「あ、そうだ！　この『苺いちごのトルテ』、セツラ先生へのお土産です！」

「あら、彩さい戀れん堂どうのトルテ。とてもレアなのに、よく買えたわね？」

「えっと、わたしはへっぽこなので買えなかったんですけど、おこぼれに預かったと言いますか、便乗させてもらったと言いますか……」

　アニーシャは、なぜだかもじもじしている。

「……？」

　刹せつ羅らは小首をかしげた。

「贈り主の名前は二人分、ちゃんと書いてありますので！」

　紙袋のなかをちらりとのぞくと、外箱には熨の斗し紙がみが貼はられていて、贈り主の名前が記入されている。





　　御薪みかまぎ黒くろ羽は

　　アニーシャ・ミハイロヴナ・プリセツカヤ






　御薪黒羽といえば、さっきの男の子の妹さんよね……と刹羅は思いだした。

　一方、片仮名で記された名前のほうが、この少女のフルネームらしい。

　いかにも、あとからあわてて書き加えたといった趣おもむきである。

「アニーシャちゃんね。美しいお名前だわ」

　刹羅が誉ほめると、アニーシャは真っ赤になった。こうしてアニーシャを眺めているだけで、心が癒いやされていくのを感じた。

　だが、あまりゆっくりしゃべっている時間はなさそうだ。

　先ほどから、担当編集の倖こう月づきが、しきりに時間をきにしている様子で、自慢の腕時計をちらちらとチェックしているのだ。

　会場のスタッフたちも、そわそわしているように見える。次のイベントが控ひかえているのかもしれない。

　とはいえ、刹羅はアニーシャに好感をいだいていた。

　果敢にも土つち蜘ぐ蛛もに立ち向かった心意気。

　チャーミングなロリータ衣装。

　純じゆん真しん無む垢くな性格。

　なんというか、無性に愛めでたくなる少女である。

　刹羅は、なにかを話さなくては……という気分になっていた。

「ありがとう、アニーシャちゃん。このトルテ、大好物なの」

「もちろん知ってます！」

　どうやら、アニーシャは筋金入りのファンらしい。もちろん悪い気はしない。

「出身はロシア？」

「はい！　ママのお仕事の都合で、オリュンポスに移住したんです。いまは鷹たか司つかさ女学院の中等部に通ってます！」

　鷹司女学院と聞いて、刹羅は思わず咳せきこみそうになった。

　刹羅自身、鷹司女学院に通っている身だからだ。いまは高等部の三年生。もしかしたら、校内ですれちがったことくらいはあるかもしれない。

　もっとも、学校での刹せつ羅らは猫をかぶっている。あえて地味な装いをしているのだ。

　そうした変装は、妖よう狐こ族の十八番でもあった。

　人を「化ばかす」ことこそ、妖狐族の本領なのである。

　今後、校内のどこかですれちがったとしても、アニーシャが刹羅に気づくことはないだろう……そう思うと、少し寂しい気がした。




　やがて、刹羅はサインを終えた。

「うわあ、わが家の家宝にします！　あのう、先生？」

「なにかしら？」

「一生のお願いです！　握手してくださいっ！」

「喜んで」

「ありがとうございます！」

　刹羅の右手を、両手でギュッと包みこむアニーシャ。

　その瞬間、触れ合った手を通じて、刹羅はアニーシャのなかに潜ひそむ「血」に触れた気がした。

　──あら？　この子……。

　ごく微量だが、アニーシャには幻棲種ヴエイロンの血が混じっているらしい。

　遠い先祖に幻棲種がいたのだろう。

　べつに珍めずらしくもないことだ。銀ぎん狼ろう亭ていに足を運べば、そうした連中はごろごろと転がっている。

　なるほど、アニーシャに土つち蜘ぐ蛛もの睡眠ガスが効きにくかったのは、そのためだろうと刹羅は納得した。

　そういえば、アニーシャも『幻神大戦』に参加するのだろうか──とも思ったが、内心で苦笑した。

　もしかしたら、自分の能力を巧妙に隠しているのかもしれないが……アニーシャに限ってそれはないだろう、と刹羅は判断した。見るからに無邪気だし、血ち腥なまぐさい戦闘などとは無縁に見える。

　こんなにも可か憐れんな少女が、各種族の「最強」たちが集つどう『幻神大戦』に参加するなど、あり得ない。

　そうだ、きっと彼女は『幻神大戦』の存在すら知らないだろう。

　それどころか、自分の身体からだに人外の血が混じっていることすら、気づいていないかもしれない。きっとそうだわ……と、刹羅は自分を納得させた。

「ありがとうございました、セツラ先生。今日のこと、一生忘れません！」

　アニーシャが名残惜しそうに手をはなした。

「わたしもお話できて、楽しかったわ。ごきげんよう、アニーシャちゃん」

「ごきげんよう、セツラ先生！」

　元気よく駆け去っていくアニーシャを見送りながら、刹せつ羅らはほほえんだ。

　ふしぎな気分だった。

　このとき、刹羅の心臓は、いつになく躍動していたのである。




　藤ふじ袴ばかまセツラのサイン本を入手した大たい雅がは、せっかく大型書店に来たのだし、売り場に寄っていくことにした。いろんなジャンルの本を眺めているうちに、脳が刺激され、失われた記憶が甦よみがえることだってある……かもしれない。

　──それにしても……藤袴セツラか。べつに興味はないけど、なかなかお目にかかれないレベルの美人だったな。

『ほう。貴様もそう思うか。そうだ、あの女は極上のタマだぞ。予が思わず、浮かれて妖よう気きを発散してしまうくらいにな。それに、あの女……ふふっ、なかなかの猛者だぞ』

　大雅はビクッとした。またしても、例の声が脳裏で響いたのである。

　しかも、今回はいつもと調子がちがった。わざわざ大雅に語りかけてきたのだ。藤袴セツラが「猛者」というのも、気になった。

　──おい、お前はだれだ？

　思いきって呼びかけてみたが、返事はない。

　──まったく、気持ち悪いな。一体、お前は何者なんだよ……。

　自分の内側に、なにか得体の知れぬ存在が棲すみついているような感覚。

　どうせなら、開会式までにその謎なぞを突き止めておきたいところだったが……。

　そういえば、奇妙なことがある。この不気味な声の主は、亜あ埜の瀬せミラや来くる栖す川がわ沙さ耶や、そして藤袴セツラに対しては感嘆のコメントを示したが、黒くろ羽はやリンデ、そして先ほどのピンク髪には、なんの反応も示さなかったのである。

　前者と後者のちがいはなにか──？

　ぶらぶらと店内を散策しながら、大雅は考えた。

　強いて言えば、色気の有無だろうか。前者の三名には、大人の女の色香があった。藤袴セツラはまだ高校生だというが、十代とは思えない艶あでやかさが感じられた。

　対照的に、後者の三名は、まだ少女に特有のあどけなさを残していると思う。良く言えば発展途上だが、悪く言えば子どもっぽいのだ。

　──なるほど。僕のなかに棲んでいるお前は、色っぽい女が好きらしいな。

　……などと考えながら、大雅は一時間ほど店内を巡った。

　結局、特に欲しいと思える本は見つからず、おとなしく帰路に就いた。












Ⅷ　アニーシャ・ミハイロヴナ・プリセツカヤ







　海上都市オリュンポスには、当然のように高級住宅街が存在する。

　第四区「アポロン」──敷地面積二百坪以上の豪邸が建ち並ぶ、区内で最も優雅な景観を誇る地域である。

　なかでも、ロシア人にして女性実業家、リュドミラ・キリーロヴナ・プリセツカヤが擁ようする豪邸は、ひときわ豪勢な造りだと評判だ。あのヴェルサイユ宮殿を、五百坪の土地に合わせてカスタマイズしたような風情なのである。

　リュドミラは、美容系のベンチャー企業「エスメラルダ」を一代で築きあげた才媛であった。同社製の化粧品や健康食品は、世界中で評判となっている。

　リュドミラは、日本政府が「海上経済特区構想」を一般公開するやいなや、移住を決意した。彼女のような資産家を、日本政府は諸もろ手てをあげて歓迎した。

　かくして、リュドミラは一人娘アニーシャを連れて、オリュンポスに移住した。移住を決意した理由について問われれば、「オリュンポスの経済優遇政策」を真っ先に挙げるようにしていた。

　もっとも、それは表向きの理由にすぎなかった。

　リュドミラもまた、幻棲種ヴエイロンだった。

　彼女の種族は、女性の姿をした夢む魔ま──すなわち、サキュバスである。




　アニーシャは、幼いころから母のリュドミラが大の苦手だった。

　娘の前でも平気で猥わい談だんをするし、やたらと猥わい褻せつな小説や映画を薦すすめてくるし、全裸で家のなかを歩き回る。夜な夜な外出しては、男どもの寝室に侵入し、自分の欲望を遂げる。

　父親のことにしても、名前が「ミハイル」だったということしかわからない。サキュバス族にとって、男などは種馬にすぎないのだ。もし、ロシアに「父称を付ける」という風習がなかったら、アニーシャは父の名前を知ることはなかっただろう。

　アニーシャは、淫いん蕩とうな母とは対照的に、サキュバスとしては変わり者だった。

　内向的な性格で、自分の殻からに閉じこもっては、ぶつぶつと独り言をもらす日々。男子は苦手。破は廉れん恥ちなのはもっと苦手。母のように奔放な生き方には、生理的嫌悪感しかおぼえない。およそサキュバスにはふさわしくない。

　同年代の、一般的な女子と比べても、アニーシャは極度に潔癖症なのだった。

　母は口を酸っぱくして、

「もっとサキュバスらしくふるまいなさい！」

　と言ってくるが、こればかりは性分なので、どうしようもない。

　サキュバスと言えば、睡眠中の男性を襲おそう悪魔だ。

　甘い夢を見せてやったり、強引に関係を持ったりする。そして、精力をうばう。

　なんて汚らしい種族なんだろう……。

　そんな一族に生まれた自分を、アニーシャは心底、恥じていたのだった。




　六歳のとき、アニーシャは衛星チャンネルで放映されていた日本製アニメを視聴し、魅み了りようされた。それは、可か憐れんな魔法少女が悪を退治するという、他た愛あいもないストーリーではあったけれど、そこにはアニーシャが理想とする世界が描かれていた。

　やがて、アニーシャは日本のアニメ、アニソン、漫画、そしてゲームなどが大好きになった。そうした作品を原語で楽しむためだけに、必死で日本語を習得したほどだ。いまでは独り言すら日本語になっている。きっと寝言でさえ日本語だろうと思う。

　藤ふじ袴ばかまセツラの代表作『死し骸がい城じよう奇き譚たん』を知ったのは、オリュンポスに移住したあとのことである。

　昨年の夏に放映された、ＴＶアニメがきっかけだった。

　ご多分にもれず、アニーシャは、

　──ラノベ原作アニメかあ。キャストは女性ばっかりだし、どうせ男子むけの作品なんだろうなぁ。でも監督や総作監は一流の人だし、キャラデザは乙女ゲームっぽい雰囲気だし、案外、女子むけなのかも？　宣伝にもかなり力を入れてるみたいだし、一話だけでも観みてみよっか……おもしろくなかったら、一話切りすればいいだけだしね！

　などと思いながら、予約録画のリストに入れておいた。

　厳密には『死し骸がい城じよう奇き譚たん』はライトノベルではなく、「キャラ文芸」あるいは「ライト文芸」と呼ばれるカテゴリーに属するのだが、オタク歴の短いアニーシャに、そんな区別がつくはずもなかった。

　結論を先に言えば、第一話で魅み了りようされ、第二話で期待を極限まで高められ、そして第三話目にして、まさかの大惨劇。その後はジェットコースターに乗せられたかのように、次回が楽しみで楽しみでしかたなくなってしまった。登場人物の大半が女性ばかりというのも、アニーシャの嗜し好こうにぴったりだった。

　そんなアニーシャが、原作小説を買い集めたのは当然の流れと言える。

　失礼な話、アニメのクオリティが異様に高かったこともあり、原作にはそれほど期待していなかった。あくまでもＴＶアニメ『死骸城奇譚』の関連グッズとして、ほとんど義務的に購入したまでだったのだが、暇つぶしに読みはじめてみたところ、アニーシャは文字通り引っくりかえった。

　アニメでは描ききれなかった心理描写もさることながら、透明な硝子がらす細工を思わせる美文の数々に驚きよう愕がくし、とことん惚ほれこんだ。

　以来、アニーシャは藤ふじ袴ばかまセツラの信者となったのだ。信者歴こそ短いものの、その熱烈ぶりときたら、生半可なものではなかった。

　藤袴セツラの関連情報はくまなく収集し、彼女が愛読しているという『源げん氏じ物もの語がたり』も買い集めた。さすがに原文は難しくて読めなかったが、現代語訳を買ってきて読みこんだ。

　その燃え盛さかるような想おもいは──片恋に似ていた。




　……サイン会から帰宅したあと、アニーシャは早速、二階の自室に引きこもった。

　内装も、調度品の一つ一つもロココ風で、アニーシャの趣味が強く反映されている。

　室内の最奥には、天蓋付きのベッドが鎮ちん座ざしている。

　壁際には、豪ごう奢しやな暖だん炉ろが設置され、威風堂々たるたたずまいを示していた。

　ただし、ガラス戸棚をぎっしりと埋めているのは、アニメのブルーレイや漫画、そしてフィギュアなどのグッズばかりで、そこだけが独特の雰囲気をかもしだしている。金持ちが真剣にオタク道を突き進んだら、こうなった──という典型例のような部屋である。

　アニーシャは着がえもせずに、ベッドに飛びこんだ。鼻先に猫じゃらしを差しだされた子猫のように、ごろごろと転げ回る。

　腕のなかには、藤袴セツラ先生のサイン本。

「くう～っ！　わたし、あの藤袴セツラ先生に会えたんだぁ！」

　アニーシャは脳内をお花畑でいっぱいにしながら、幸せそうに微笑ほほえんだ。

　そのとき、入口の扉が荒々しく開け放たれた。

「アニーシャ！　帰宅したなら、ちゃんと挨あい拶さつをなさい！」

　母だった。ブランドのスーツに身を固め、牝めすの匂においをぷんぷんと漂ただよわせている。

　右手の人さし指には、黄金の指ゆび環わを嵌はめていた。それは、女の指には不釣り合いなほど大ぶりな装飾品だった。麻雀まーじやん牌ぱい並みに巨おおきなエメラルドが嵌はめこまれていて、その緑と黄き金んのコントラストときたら、豪ごう奢しやを極めている。

　その昔、母はサキュバスとしての能力を最大限に発揮して、ロシアの政財界に君臨する男どもを次々と籠ろう絡らくしていった。そうやって、莫ばく大だいな富を手に入れた。

　闇やみの深い資金を元手に、母は美容系企業を立ち上げた。グローバルだのイノベーションだのホワイトカラー・エグゼンプションといったキーワードを、恥ずかしげもなく口ずさみながら。

　サキュバス族の半数は、そんな母を「カネの亡者」だと切り捨てた。起業して金かね儲もうけに走るなど、夢む魔まの本領を侵害する行為だと断罪したのである。純粋に己おのれの肉体と能力を駆使して、人間どもをたらしこむ──それこそが、夢魔の生き様のはずであった。

　とはいえ、残りの半数は、母の財力に魅せられた。

　母を「サキュバス族の新女王」として祭りあげ、忠誠を誓ったのだ──。

「ママ!?　ごめんなさい！」

　アニーシャは、あわててベッドから跳ね起きた。反射的に謝罪の言葉を叫んだが、今日の母はいつもと様子がちがった。

「うるさい！　今日という今日は容よう赦しやしないわよ！」

　母の右手がうなり、アニーシャの頰ほおを打った。

　母にぶたれたのは、生まれてはじめての経験だった。たしかに厳格な母ではあったが、暴力をふるったことは一度もなかったのに──。

「……ママ？」

　燃えるように熱い左頰を手でおさえつつ、アニーシャは母を見あげた。

「アニーシャ！　もう四月十一日なのよ？　あなたはサキュバス族の代表選手として、『幻神大戦』に参加しなくちゃならないわ！　なのに遊び歩いて……！」

「そんなこと言われても、お母さんだって知っているでしょ？　わたしには、サキュバスらしい力なんてなにもないの！　破は廉れん恥ちなのは苦手だし、男子だって苦手だし、他人の夢に入りこむような能力だってないもん！　いっそのこと、お母さんが出場すればいいんだわ！」

「このバカ娘！」

　またしても殴られた。衝撃は右頰を襲おそった。

「いいこと、アニーシャ？　あなたはサキュバス族としては規格外の力を誇る、突然変異体なの！　そんなあなたを、あたしは母として、丹精をこめて育てあげた！　このあたしが保証するわ。あなたはまちがいなく、史上最強のサキュバスよ！」

「そんなことを言われても、わけがわかんない！　わたしには、サキュバスらしい能力なんて、本当にないんだし！」

「それは、あなたに『戦おう』という意志がないからよ！」

　断固たる口調で叫んだあと、母は急に甘ったるい微笑を浮かべると、猫なで声で語りはじめた。

「でもね、アニーシャ。あたしは、なにも命を捨ててまでサキュバス族に尽つくせと言っているわけじゃないの。そりゃあ優勝できれば理想的だけど、命を賭かけるほどの価値が『幻神大戦』にあるとも思えないしね」

「…………」

「あたしたちは、あくまでもサキュバス族。たとえ『幻神大戦』で負けたとしても、第二の戦いをはじめることができるわ。それがなんだか、わかる？」

「……知らない」

「自分では気づいていないようだけど、あなたは器き量りよう好よしよ。あなたが本気で誘惑して、落ちない男なんていないわ。その武器を使って、優勝者をあたしたちの虜とりこにすることができさえすれば──『王』にはなれずとも、『王妃』にはなれる！」

「…………」

「つまり、サキュバス族にとって、この『幻神大戦』は婚活会場でもあるのよ！」

　──婚活。

　まだ中学二年生のアニーシャは、その単語に異様な嫌悪感をおぼえた。

　婚活などという発想そのものが、ひどくまちがっているような気がする。それはきっと、婚姻という神聖な儀式に対する冒ぼう瀆とくだからなのだろう。

「それなら、最初から『幻神大戦』なんて参加しなければいいんだわ！　すべてが終わってから、ママが好きなように婚活とやらをすればいいじゃない！　わたしを巻きこまないで！」

　アニーシャが烈火のように叫んだ直後、母は表情を一変させた。

「素っ裸にして軒先に吊つるしてやろうか、このバカ娘！」

　憤ふん怒ぬの形相となった母は、アニーシャの髪の房を無造作につかむと、ふわふわとした衣装を容よう赦しやなく引き裂いた。そして、半裸となったアニーシャをさらに殴った。

　右頰ほお、左頰、また右頰。さらには、腕や腹にも拳が叩たたきこまれた。

　直接戦闘には不向きなサキュバス族とはいえ、そこは幻棲種ヴエイロンである。その一撃一撃は重く、アニーシャの肌はまたたく間に腫れあがっていった。

　ついには唇くちびるが切れ、赤い血が糸のように尾を引いた。

　そのとき、アニーシャがずっと抱きしめていたサイン本が、足もとにコトンとこぼれ落ちた。

「なによ、これ？」

　アニーシャの顔から、さっと血の気が引いた。

　母はカバーイラストを一いち瞥べつすると、さも軽けい蔑べつしたような顔をして、鼻を鳴らした。

「バカバカしい！　こんなくだらないモノを読む暇があれば、自分の技を磨みがきなさい！」

　母はアニーシャを突き飛ばすと、暖だん炉ろの前につかつかと歩み寄った。

　そして、サイン本を容赦なく投げこんだ！

「やめて！　やめてママ！　それだけは……それだけは！　お願い、なんでも言うことを聞くから、それだけは……！」

　アニーシャは母の足にすがりついた。

　季節柄、暖だん炉ろに火は灯ともっていない。まだ間に合う。

「おだまり！　今日という今日は、自分の立場を思い知らせてやるわ！」

　母の履いたエナメル靴のヒールが、アニーシャの顎あごをしたたかに打った。口のなかに血の味がにじんだ。

　それでも、なんとか母の暴挙を止めるべく、ふたたび立ち向かう。

　──セツラ先生のサイン本だけは、この命に代えても……！

「お願いママ！　やめて！」

「うるさいよ、この子はっ！」

　ついに母は平手ではなく、固い拳をふるった。

　その残酷な拳は、アニーシャのあごに直撃した。

「……っ！」

　ほんの数秒ではあったが、意識が飛んだ。

　アニーシャが朦もう朧ろうとしている間にも、母は懐ふところからライターを取りだして、なんのためらいもなく、サイン本に点火した！

「あああああああああああああああっ……！」

　アニーシャは絶叫した。




「──社長。そろそろお時間です。そろそろ出発の準備を……」

　リュドミラの秘書を務めるエレナは、怪け訝げんに思いつつ、アニーシャの部屋の扉をノックした。

　エレナもサキュバス族であり、ふだんは人間に擬ぎ態たいしている。リュドミラがなかなか娘の部屋から出てこないので、不ふ審しんに思って様子を見に来たのだった。

「社長。今夜のパーティーには、政治家や官僚、日銀総裁、経団連の重じゆう鎮ちんなど、国内外の有力者が集まります。いますぐ車に乗っていただかないと……」

　だが返事はない。妙だった。

　アニーシャが帰宅したのは確認済みだ。そして、つい先ほど、リュドミラが一人娘の部屋に怒鳴りこんだのも、エレナ自身が目撃した。

「……社長？　入りますよ！」

　いやな胸騒ぎをおぼえたエレナは、決然たる声をあげると、部屋に踏みこんだ。

　室内には、アニーシャがぽつんとたたずんでいた。

　衣服の断だん片ぺんと下着をまといつかせただけの、あられもない格好をしている。肌には痛々しい痣あざがいくつもある。リュドミラから、かなりの虐待を受けたのだと思われた。

　問題なのは、リュドミラの姿が見あたらないことだ。

「アニーシャお嬢様？　社長はどちらへ……？」

　アニーシャはぴくりと反応すると、ゆっくりと白亜の壁面を指さした。

　そこには、まるで人影のような汚れが、うっすらとこびりついていた。

　あたかも強烈な光熱に焼かれたかのような──。

　エレナの知る限り、そんな〝力〟を持つサキュバスなど聞いたこともなかった。

　それに、見るがいい。

　アニーシャの背からは、美しい翅し翼よくが生はえている。

　まるで昆虫のそれを思わせる形状で、複雑に描かれた翅脈は曼まん荼だ羅らのようだ。神秘的ですらあった。しかし、これほど見事な翅はねを持つサキュバスなど、エレナは見たことも聞いたこともない。一体、この娘は何者なのか──？

「ねえ、エレナ」

　アニーシャが虚うつろな目をして、つぶやいた。

「ママがね、壁のシミになっちゃった……」



















Ⅸ　神か子ごリゼル







　いまから三千年以上も昔──。

　周囲から「劣等種族」と見なされ、徹底的に迫害されたあげく、ほうほうの体で地下空洞に逃げこみ、そこで独自の王国を築いた幻棲種ヴエイロンがいた。

　ゴブリン族である。




　四月十三日、月曜日。小気味よい電子音とともに、エレベーターの扉が開いた。乗りこもうとした大たい雅がは、ふと背後をふりかえった。

「見送りなら、ここまででいい。わざわざ一階まで来てもらうのは悪いからな」

「かしこまりました、大雅様。それでは、行ってらっしゃいませ」

　ミラは深々と頭を下げた。今朝も一分の隙すきもないメイド服姿である。一いつ挙きよ手しゆ一いつ投とう足そくがきびきびとして、凜りんとしていて、見ているだけで気持ちいい。スーツ姿も悪くないが、やはりミラにはメイド服がよく似合う。

　どうせなら「旦那様」と呼ばれてみたいところだが、そんな要求をするのはためらわれた。きっとシベリアの凍土のように冷たい眼まな差ざしで射い貫ぬかれてしまうだろう……。

　なんにせよ、ミラのように美しいメイドに見送られるのは気持ちいい。

　大たい雅がは、つい「旦那様」よろしく鷹おう揚ような態度になって、「ああ、行ってくる」と胸を張って応こたえたものである。

　──そういえば、結局……わざわざサイン会に行ってきてやったのに、黒くろ羽はのやつは顔を見せないままだな。

　一昨日、サイン会から帰宅した大雅は、まっすぐミラのもとを訪れた。そして、戦利品であるサイン本を渡すとともに、『苺いちごのトルテ』にまつわる諸事情を説明した。

　ミラは「お疲れさまでした。このサイン本は、わたくしのほうから黒羽様にお渡ししておきます」とだけ言って、立ち去った。

　その後の経緯を、大雅はなにも知らない。

　ミラの提案が予想どおりの効果をあげていれば、藤ふじ袴ばかまセツラのサイン本を手に入れた黒羽は機嫌を良くし、大雅とのぎくしゃく感も解消されていたはずなのだが。

　結局、その目もく論ろ見みは失敗に終わったのかもしれない……そんなことを考えつつ、大雅はエレベーターに乗りこんだ。

　パネルの前に立つと、まずは①のボタンを押し、つづいて「閉」のボタンを押す。

　扉がゆっくりと閉まろうとして──。

「待って、大雅！」

　必死な声と同時に、扉の隙すき間まから白い腕がにゅっと生はえてきた。大雅はおどろくと同時に、「開」のボタンを連打した。あの声は、まちがいなく黒羽だ。

「どうしたんだよ？」

　大雅が仏頂面で尋ねると、黒羽は左腕でエレベーターの扉を押さえながら、はぁはぁ……と荒い呼吸をくりかえしていたが、遠慮がちに右手を差しだした。

「……藤袴セツラ先生のサイン本、ありがとう」

「べつに、大したことじゃない」

「それと……わたしたち、仲直りしましょう」

「いや、黒羽が一方的に僕を避けてただけで、喧けん嘩かをしていたわけじゃないよな？」

「こっ、細かいことはいいの。ほら、握手」

「……まあ、いいけど」

　釈然としなかったが、大雅は右手を差しだした。

　ぎゅっと大雅の手を握りしめると、黒羽は満足したのか、ぱたぱたと駆け去った。

　その直後、エレベーターの扉が閉ざされた。

「なんだかなあ……」

　エレベーターの階層表示をぼんやりと見あげつつ、大雅は狐きつねにつままれたような気分をおぼえていた。エレベーターの扉が閉ざされる寸前、ミラが大雅にむけて微笑をこぼしたように見えた。滅めつ多たに笑わないミラにしては、珍めずらしいことだ。

　やがて一階に到着し、ロビーを通過し、ビルの玄関口をくぐり抜けたところで、メールの受信音が鳴った。

「なんだ？」

　スマホを取りだし、液晶画面を眺める。

　メールの送信者は、先ほど別れたばかりの黒くろ羽はだった。件名も本文も記入されておらず、一つのファイルが添付されているだけの、素っ気ないメールである。添付ファイルの拡張子は.mp3なので、音声ファイルだと思われる。

「変なウィルスじゃないよな？」

　などとつぶやきながら、大たい雅がはそのファイルを再生してみた。

《僕が言うのもなんだけど、よくできた女だからな》

　それはまちがいなく、大雅自身の声だった。

「こいつは……そうだ、サイン会のときの！」

　そう、あの珍妙な少女と交わした会話の一部だった。

　元々、このスマホに監視や盗聴の機能が備わっているであろうことは、大雅も予想していたのだが、慣れとは恐ろしいもので、淡たん々たんと学園生活を送っているうちに、すっかり失念していたのだ。

　なるほど、サイン本を入手できたうれしさに加えて、この音声ファイルの存在が、黒羽を喜ばせたらしい。「よくできた女」と言われたのが、よほどうれしかったのか。

　それにしても、悪戯いたずら好きな子どもよろしく、わざわざ音声ファイルをメールで送り付けてくるとは……。

　──御薪みかまぎ黒羽、か。根暗だし、引きこもりだし、吸血鬼の研究なんぞに取り組んでいるマッド・サイエンティストだけど……。

　可愛かわいいところもあるじゃないか──そう思うと、自然と口元に微笑が浮かんだ。




　午前八時十五分。

　御薪学園をめざして走る、ロールス・ロイスの後部座席。

　神か子ごリゼルは鼻歌交じりに、タブレットに丸っこい指先を這はわせていた。

　隣席には、可愛らしい相棒──ディンゴを座らせている。お気に入りのぬいぐるみで、犬をデフォルメしたようなデザインだ。

　御薪学園初等部、六年三組の学級委員長を務めるリゼルは、流は行やりのＳＮＳアプリを利用して、クラスの連絡網を作成しているところだった。

　本来ならば担任教師の仕事だが、自ら志願したのだ。

「また先生のお手伝いですか、陛下？」

　運転手を務めるメイド、石蕗つわぶき玻は瑠る菜なが、恭うやうやしい口調で尋ねてきた。

　絢けん爛らんたるメイド服に身を包んだ女が運転席に収まっている姿は、なんとも珍妙ではあるが、いまやリゼルにとっては当たり前の光景となっている。

「はい。先生はとてもお忙しいですし、この程度でしたらわたくしにもできますから。だれかの役に立つというのは、とても喜ばしいことです」

　リゼルはニコニコとしながら応じた。

「さすがは陛下ですわ。この石蕗つわぶき玻は瑠る菜な、感服いたしました。ですが、なんでもかんでもご自分で背負い込もうとなさる姿を見ていると、いささか心配でもありますわ。万が一、お困りのことがありましたら、この玻瑠菜になんなりとお申し付けくださいませ。微力ながら、お助けしますので」

「ありがとう、玻瑠菜」

　リゼルが微笑を浮かべた直後だった。

　不可解な衝撃が車体を襲おそったのだ。

「きゃあっ！」

　衝撃の直後、車が急停車し、リゼルは助手席のヘッドレスト部に顔面をぶつけそうになったが、シートベルトのおかげで事なきを得た。

「玻瑠菜!?　なにがあったのですか!?」

「それが……バックミラーに映った陛下のご尊顔が、あまりにもお可愛かわいらしくて……つい、見とれてしまいました」

「はい？」

　リゼルは目をぱちくりさせた。

「そのせいでブレーキが遅れてしまい、人をはねてしまったようです」

　あくまでものんびりとした口調で、玻瑠菜は答えた。

　緊迫感のかけらもないが、本当に「人をはねた」というのなら、ただごとではない。

「たっ、大変です！」

　リゼルは血相を変えた。




　……時は少しだけ遡さかのぼる。

　第七区を抜けた大たい雅がは、第八区に足を踏み入れていた。

　ここまで来ると、林立する高層ビル群からは解放され、見晴らしが良くなる。

　第七区「アルテミス」の高層ビル街が、大雅は苦手だった。息が詰まりそうになってしまうのだ。

　その点、学術と芸術を基本コンセプトとする第八区「デメテル」には、博物館や美術館、劇場などの建物が多く、全体的に知的で優雅な雰囲気が感じられる。

　企業のビルがひしめいている第七区のような、ぎすぎすしたイメージとは無縁だった。

　ふと空を見あげれば──。

　春らしく、瑞みず々みずしい青が視界いっぱいに広がっている。

「いい天気だ……」

　思わず独り言をもらしつつ、横断歩道を渡りはじめた直後──。

　全身を打ち砕かれるような衝撃をおぼえ、視界が反転した。

「──!?」

　真っ黒な車にはねられた、と認識すると同時に、二度目の衝撃が来た。

　身体からだがボンネットに落ちたのだ。

　さらには、フロントガラスが背中をしたたかに打った。

　すぐさま車は路肩で停止し、思いだしたように、ハザードランプを点滅させた。

　停止時のショックで、大たい雅がの身体はぽいっと投げだされた。当然、アスファルトの路面に叩たたきつけられる羽目となった。

「おいおい……僕じゃなかったら死んでいたぞ？」

　大雅はうつぶせに転がったまま、ぼそりとつぶやいた。

　頭部、背中、肩、手足……どこもひどい打撲と骨折、さらには内臓にも損傷を負っているのがわかったが、見る見るうちに癒いえていく。

　実験施設での特訓の日々と比べたら、この程度の事故は天使の愛あい撫ぶに等しい。

　幸か不幸か、通行人たちのだれも、路上で起きた人身事故に気づいていない。地べたに這はいつくばっている大雅の姿など、街路樹に阻まれて、視界に入っていない様子だった。

　驚くべきは、自分をはねた車がロールス・ロイスのファントムだということだ。加害者が大金持ちらしいのは、不幸中の幸いだったかもしれない。示談に持ちこめば、どのくらいのカネをふんだくれるだろう？　などと考えたりもした。

「──あのう～、大丈夫ですか？」

　と、ようやく運転手が車を降りて、大雅のもとに歩み寄ってきた。

　メイド風の制服を着た、若い女だ。ミラが着用しているメイド服よりも、豪華で派手な印象である。こんな事態にもかかわらず、その口調も動作もゆったりとしている。

　年齢は二十代前半だろうか。垂れ目勝ちで、おっとりとした雰囲気を感じさせる。胸が大きく、全体的に柔和な印象だ。メイド服なんかより、割かつ烹ぽう着ぎのほうが似合いそうな顔立ちだと思った。

「……まあ、大丈夫だ」

　大雅はむくりと身を起こした。

　あらためて自分の身体をたしかめると、怪け我がはほぼ治っている。

　我ながら、おどろくべき回復速度だなと感心してしまった。

「ほっ、本当に……大丈夫なのですか？」

　メイドは目を丸くしている。

「いや、問題ない。急所はうまく外れたらしい」

「そ、そうですか……」

　メイドがホッと胸を撫なで下おろしたそのとき、ロールス・ロイスの窓が開いた。

「玻は瑠る菜な、早く開けてください！」

　まだあどけない少女が顔をのぞかせたので、大雅は面食らった。

「かしこまりました、陛下」

　玻瑠菜と呼ばれたメイドは、恭うやうやしく車の脇わきに移動して、ドアを開いた。

　──「陛下」だって？　聞き間違いか……？

　大たい雅がが首をひねっていると、少女はぱたぱたと駆けよってきた。

　まだ子どもだ。御薪みかまぎ学園初等部の制服を着用している。髪は明るいブラウンで、金色の艶つやを帯おびている。目はぱっちりとして、きらきらと輝いている。白しら百ゆ合りのように楚そ々そとして、奥ゆかしい雰囲気である。小こ脇わきにぬいぐるみを抱えているのが、いちいち可愛かわいらしい。

　少女は真っ先に頭を下げた。

「あの！　誠に申し訳ございません！　うちの運転手が失礼をいたしました！　本当にお怪け我がはございませんか？　かなりの衝撃だったと思うのですが……」

　陛下と呼ばれた少女の表情は、真剣そのものだ。心底、大雅の身を心配しているように見える。瞳ひとみをうるうると潤ませているのが、なんとも愛くるしい。その顔立ちは、アジア系のようでもあり、西欧系のようでもある。

　大雅はすっかり毒気を抜かれてしまった。

　むしろ、この少女を心配させてはいけない、という気分になったほどだ。

「大丈夫だ。軽い打撲だと思う」

「救急車を呼ばなくても大丈夫でしょうか？　やはり、ちゃんと病院で検査を受けたほうがよいのではないでしょうか……」

　大雅は感心した。なかなか聡そう明めいな女の子だと思う。

「問題ない。こう見えて、身体からだは頑丈だからな」

「む～」

　少女は心配そうな表情を浮かべると、大雅の顔をのぞきこんだ。そして、ふと大雅の左手に目を留めた。まだ擦過傷が残っている。治癒能力の大半が致ち命めい傷しように注つぎこまれた結果、こうした掠かすり傷きずは後回しにされたのだろう。

「大変！　お怪我が！」

「いや、こんなの掠り傷だし」

　だが少女は聞く耳を持たず、大雅の手を取った。

「えっと、こういうとき、日本では……そうだわ！」

　少女はなにか妙案を思いついたかのように、顔を耀かがやかせた。そして、大雅の手を取ったまま、呪文のようにつぶやいたのである。

「痛いの、痛いの、飛んでいけー！」

　──ああ、なんて良い子なんだろう……。

　少女の純じゆん真しん無む垢くな気持ちに触れた気がして、大雅はぼんやりと見とれてしまった。

　と同時に、少女の目の前で、例の自己治癒能力が発揮されないようにと祈った。目に見える速度で擦り傷が治ったりしたら、不気味に思われてしまう……。

　幸いにも、擦り傷は空気を読んでくれたのか、不変だった。おかげで少女に不ふ審しんがられることはなかった。

　やがて、少女は照れくさそうに、大雅の手を離した。

「万が一、後こう遺い症しようなど出ましたら、エルゼリア王国の大使館にご連絡ください。すぐに対応させていただきますので」

「えっと、君は……？」

　大たい雅がはきょとんとして尋ねた。

「申し遅れました。わたくしは──」

　その瞬間、大雅は少女の全身から、神々しいオーラが立ちのぼったように感じた。

「エルゼリア王国から留学してきました、リゼルアニア・オン・チャペルマニスタと申します。もっとも、あまりに長い名前ですので、学校では便宜的に神か子ごリゼルと名のっています。以後、お見知りおきを」

　あまりに可か憐れんなので、大雅は思わず、リゼルの頭を撫なでてやろうと、右手を伸ばした。

　が、すかさず、メイドが横から手を出した。大雅の手首を強く握りしめたのである。おっとりした性格のように見えて、その動きは俊敏だった。

「この手はなんでございましょう？」

「いや、あまりに可愛かわいらしいから、頭を撫でてやろうかと。決して他意はないんだが」

「申し訳ありませんが、紛らわしい行動は慎つつしんでくださいませ。なんと言っても、こちらの御お方かたは女王陛下なのです。ついでに言えば、この不ふ肖しよう・石蕗つわぶき玻は瑠る菜なは、護衛も兼ねていまして」

　メイドで護衛。まるで亜あ埜の瀬せミラみたいな女だな……と、大雅は思った。

「そ、それは……僕が軽率だった。気をつける」

「わかっていただければ、ありがたいです」

「それにしても、エルゼリアなんて国、聞いたこともないな」

「えっと、わがエルゼリア王国は、中央アジアの小国なのです。残念ながら、世界地図にも掲載されていないほどで……すみません」

　と、リゼルが消え入りそうな声で説明すると、恥ずかしげに頰ほおを染めた。

「いや、べつに謝る必要はないけどな。それじゃあ、僕はこれで──」

「待ってください！　お名前を教えていただきたいのです。大使館のほうにも、話を通しておかねばなりませんし」

　リゼルが懇願の眼まな差ざしを向けてきたが、大雅は躊ちゆう躇ちよした。

　どうせ自分が大使館に連絡を入れることはない。なぜならば、事故の後遺症が出る可能性など皆無だからだ。

　とはいえ、相手が名のったのに、自分が名前を伏せるのは不自然な気もした。

「月見里やまなし大たい雅が。御薪みかまぎ学園高等部の一年Ａ組だ」

「じゃあ、『タイガお兄様』ですね！」

　背中がくすぐったい気分だったが、リゼルの無邪気な笑顔を見ていたら、拒きよ否ひする気にはなれなかった。それに、悪い気もしなかった。これまで自覚したことはなかったが、どうやら自分は子ども好きらしい。

「そういえば、その制服……うちの初等部だよな」

「はい！　校舎はちょっと離れていますけど、もしかしたら校庭ですれちがうことだってあるかもしれませんね！」

「そうだな……」

　リゼルの笑顔がまぶしすぎて、大たい雅がは目を細めた。

「こほん！　ごほん！　うおっほん！　陛下、そろそろお時間のほうが……」

　と、メイドが露ろ骨こつに咳せき払ばらいをした。なにやら邪じや推すいをされているような気がした。

「それでは、タイガお兄様！　そろそろ失礼しますね。お兄様も、遅刻はしないでくださいね！」

　リゼルは優雅に一礼すると、車のほうへむかった。

「どうぞ、陛下」

　玻は瑠る菜なが流れるような仕草でドアを開く。リゼルが乗りこむとドアを閉め、自分は運転席へと移動した。

　ロールス・ロイスが発進する。車窓ごしに、リゼルが笑顔で手をふっているのが見えた。

　大雅も思わず、手をふり返した。




「──まったく、ひどい目にあった」

　リゼルの車を見送るやいなや、自然と独り言が漏もれた。

「だけど、年に似合わず、礼儀正しい女の子だったな。いまどきの日本じゃ滅めつ多たに見ないタイプ……もはや絶滅危き惧ぐ種だな。うん、なかなか貴重な存在だ──」

　その直後、通学鞄かばんのなかでスマホが鳴った。

　面倒に思ったが、発信者だけでも確認してみると、なんと黒くろ羽はだった。

　怪け訝げんに思いつつ電話に出てみると──。

《〝事案発生〟かしらね、このロリコン！》

　黒羽はそれだけを叫ぶと、あっさり通話を切った。

　大雅は空を仰いだ。

　つい先ほど、監視や盗聴について、再認識したばかりだというのに……。

　リゼルが可愛かわいすぎて、すっかり失念してしまったのだ。

「油断も隙すきもないな……」




　御薪みかまぎ学園初等部六年Ｃ組、出席番号十一番──神か子ごリゼル。

　二年前に転入して以来、リゼルは常に注目の的だった。

　容姿端麗にして、成績優秀な留学生。

　学内では伏せているが、「神か子ごリゼル」とは便宜的に名のっているだけであり、本名はリゼルアニア・オン・チャペルマニスタ。

　正真正銘の女王である。

　リゼルの出身国であるエルゼリア王国は、一般には中央アジアの小国とされているが、その実態を知る者は限られていた。

　なにせ地図には載っていない。

　地底に存在するからだ。

　国民の大半はゴブリン族であるが、たまに人間が紛れこんでくることもあり、女王の世話係を務める石蕗つわぶき玻は瑠る菜ななども、そうした移民の子孫である。

　国王、すなわち国家元首は、チャペルマニスタ王家の女性が務める。男性が即位することはない。これはゴブリン族の民族神話に基づく風習であった。

　一般に、ゴブリンは小柄で、醜しゆう悪あくな容姿をしている。

　はっきり言えば、史上最弱の幻棲種ヴエイロンとして、悪い意味で有名な種族だった。

　また、他ほかの種族のように、優れた擬ぎ態たい能力があるわけでもない。

　だが、チャペルマニスタ王家の血を引くゴブリンだけは別格で、生まれながらにして美しい容姿をしており、傍はたから見れば人間と大差ない。

　事実、リゼルにせよ先代女王にせよ、歴代女王の写真や肖像画にせよ、その容姿は人間そのものだった。




「ごきげんよう、皆さん」

　リゼルが教室に入るやいなや、教室が明るさを帯おびた。

「ごきげんよう、リゼルさん！」

　女子たちがいっせいに、リゼルの席を取り囲む。

　対照的に、男子たちは遠巻きに、その様子をちらちらとうかがっている。リゼルに興味津々なのはまちがいないが、この年とし頃ごろの男子である。異性への興味を露ろ骨こつに示すわけにはいかないのだった。

「そうだわ。実はいま、クラスの連絡網を作成中なのですけど、アプリのアカウントを未提出の方は、いまのうちに出してもらえると助かります」

「まあ、リゼルさん！　そんなお仕事まで？」

「さすがリゼルさんですわ！」

「ちょっと男子ぃ！　あんたたちも、少しはリゼルさんを見習ったら？」

　リゼルの周りは、今朝も笑いが絶たえない。

　と、突然、リゼルのスマホが鳴った。着メロは『花のワルツ』である。

「リゼルさん、鳴ってるわよ？　どちら様？」

　──こんな時間にだれかしら？

　リゼルは怪け訝げんに思いながら、発信者名を確認した。

「えっと……オリュンポスの市長さんみたいです」

「ええっ!?　あの来くる栖す川がわ市長から？　交友関係のレベルがちがいすぎるわ！」

「そ、そんな……」

「ほら、待たせちゃ悪いわ。早く出て！」

　友人たちにうながされ、リゼルは電話に出た。

「お待たせしました。神か子ごリゼルです」

《来くる栖す川がわです。お忙しいところ、失礼いたしますわ。急なお話で申し訳ありませんが、いまから市庁舎までお越し願えるとありがたいのですが》

《いまからですか？　ですが、わたくしには授業が……》

《ゴブリン族にとって、悪い話ではないことを約束いたしますわ。リゼルアニア・オン・チャペルマニスタ女王陛下》

「……わかりました」

　リゼルは通話を切ると、帰り支度をはじめた。

　いまやリゼルの表情は真剣そのものだ。

　世を忍ぶ仮の姿──「神子リゼル」ではなく、ゴブリン族の女王たる「リゼルアニア・オン・チャペルマニスタ」の顔になっている。

「リゼルさん、どうかなさいましたの？」

「来栖川市長、なんて仰おつしやってたのかしら？」

　何事かとばかりに、周囲の生徒たちが好奇の視線をむけてくる。

「ごめんなさい、皆さん。ちょっと急用ができてしまいまして……本日は早退いたします。先生に、よろしくお伝えくださいね」

　リゼルはぺこりと一礼すると、教室をあとにした。




　──海上都市オリュンポスの第一区「ゼウス」。

　この人工島の行政を司つかさどる区である。

　なかでも市庁舎は、古代ギリシアの神殿さながら、威風堂々と屹きつ立りつしている。

　神子リゼルは、市庁舎の最上階にある第一応接室にて、相棒のぬいぐるみと一緒にちょこんと腰かけていた。

　壁際には、運転手兼護衛役の石蕗つわぶき玻は瑠る菜なを待機させている。ふんわりとした微笑を浮かべつつ、しかし一分の隙すきも感じさせない。

「わざわざご足労いただき、申し訳ありません。本来ならば、こちらが伺わねばならないところなのですが……」

　と、来栖川沙さ耶やが応接室にやって来た。妖よう艶えんな色香を遠慮なく振りまいている。今日も一段と美しい。

「いえ。小学校では、女王という身分を伏せていますし、あまり目立ちたくはないのです。市長さんが小学校に現れたりしたら、大騒ぎになってしまいますし」

　リゼルはにこやかに応じた。

　それにしても、なんの用だろう？

　先ほどの電話で、沙耶は「ゴブリン族にとって、悪い話ではないことを約束する」と告げた。

　おそらくは、金銭が絡む話なのだろう……とリゼルは推測している。

　近代以降、地底に王国を築いたゴブリン族は、外貨を獲得するため、戦闘力を輸出する事業──すなわち軍事サービス業を国際的に展開していた。

　とはいえ、決して裕福ではない。

　国は常に貧しい。

　地底では農作物などろくに育たないし、製造業が盛さかんというわけでもないのだ。

　つい先日、リゼルは送迎車のロールス・ロイスを売り払おうと提案したりもしたのだが、先代女王がいたく気に入っていた車しや輌りようということで、重臣たちが反対した。

　そんなとき、沙さ耶やが突然、電話をくれた。国家の窮乏を救うチャンスが与えられるのなら……という希望を胸に、リゼルはわざわざ面会に応じたのだ。

　そういえば、もうすぐ例のイベント──『幻神大戦』がはじまる時期だ……とリゼルは気づいた。

「まさかとは思いますが、あれについてのお話でしょうか？」

「ふふっ。話が早くて助かりますわ、陛下」

　沙耶は色っぽく微笑ほほえんだ。

「ですが、ご存じの通り、ゴブリン族は史上最弱の種族です。一族のだれかを『幻神大戦』に出場させたところで、他ほかの種族に敵かなうはずもありません。そもそも、わたくしは『幻神大戦』なんかに興味はありません。暴力からは、なにも生まれないと思うんです」

「たしかに、一対一の戦闘となれば、ゴブリン族には不利でしょうね」

「それがわかっていて、どうしてわたくしを呼んだのですか？　《運営》の一員である、来くる栖す川がわ市長？」

　沙耶はさりげなく足を組みかえながら、艶然とほほえんだ。

「すでに多くの幻棲種ヴエイロンが、この海上都市に集まっていることはご存ぞん知じでしょう？　ですが《運営》としては、あまり出場選手が多すぎるのは望まないのですわ。あちこち破壊されたら、面倒くさいですし」

「つまり、精鋭たちによる短期決戦が望ましいとお考えなのですね？」

「さすがはリゼル陛下、その通りです。なんらかの方法で、出場選手を間引く必要があると、我々は考えています」

　間引くという表現に、リゼルは抵抗をおぼえた。しかし、口には出さなかった。

「実は、四月十五日午前零時に、『幻神大戦』の開会式が執とり行われる予定なのですが、どうせなら単なるセレモニーではなく、ちょっとした選抜試験を実施してあげようかと思っているのです」

「選抜試験、ですか」

「ええ。是非ともこの選抜試験に、ゴブリン族の協力をお願いしたいと思っています。先進国の特殊部隊と同等の装備をしたゴブリン兵を、お借りしたいと考えているのですが、いかがでしょう？」

「……不可能ではありません。ですが、不可解です。その程度のお仕事でしたら、人間にやらせればよいのではありませんか？　ゴブリン兵にできることなら、自衛隊や警察の特殊部隊、あるいは在日米軍に依頼すれば良いかと思います。ゴブリン兵は職業軍人ではありますが、わたくしにとっては大切な臣民です。無む闇やみに彼らを戦場に送りこみたくはありません」

「リゼル陛下──」

　と、突然、沙さ耶やが真顔になった。

「陛下は先ほど、『幻神大戦』になんか興味はないと仰おつしやっていましたが……たとえ、お優しい陛下がそうお考えだとしても、エルゼリア王国政府の方々は、どのようにお考えでしょうか？」

「……たしかに、家か臣しんのなかには、『幻神大戦』に興味を抱いだいている者もおります」

　リゼルは素直に認めた。

　ゴブリン族は史上最弱の種族。

　一対一の戦闘となれば、敗北は必至である。

　以前、大臣たちがこんな計画を立てたことがあった。

　どうにかして外貨を搔かき集あつめ、どこかの種族から有能な個体を買い取り、『幻神大戦』に出場させる──という計画だった。

　しかし、候補選手の選定は難航した。

　有能な個体を買い取ると言っても、もちろん限度がある。自分たちが誇る「最強個体」を、そう易やす々やすと手放す種族はいないだろう。

　かと言って、「ナンバー２」を押しつけられたとしても、なんの意味もない。勝者は一人と決まっているのだから。

　そもそも、他種族の個体を買い取って、ゴブリンに偽装させて出場させることにも、かなりの無理がある。

　エルゼリア王国政府が独自に得た情報によれば、すでに龍りゆう族、天使族、巨人族、さらには天てん狐こを擁ようする妖よう狐こ族……等々、とんでもない連中が続々と参加を決めたらしい。

　それほどの猛者たちに対抗できる種族といえば、吸血鬼くらいだろうか。

　だが、吸血鬼はとっくの昔に絶滅したと伝えられている。

　仮に吸血鬼の末まつ裔えいを発見できたとして、カネで買えるような性格をしているとも思えない……。

「リゼル陛下。こういう取引はいかがでしょう？」

　と、沙耶がリゼルの思考を遮さえぎった。

「もし選抜試験のためにゴブリン兵を貸していただけるのであれば、我々は三つの優遇措そ置ちを提案させていただきます」

「三つもですか？」

「はい。一つ目は、選抜試験の免除です」

「……なるほど。二つ目は？」

「ゴブリン族に限っては、一種族全体を個体として見なします。いかがでしょう？」

「──!?」

　リゼルは目をみはった。

「ご承知の通り、『幻神大戦』に参加する各種族は、メイン選手とサポーターしか出場させることはできません」

「はい。そう聞いています」

「それに対して、ゴブリン族に限っては、種族全体を一個の生命体と見なし、選手として参加させることを許可します。いかがでしょう、陛下？」

「とんでもないことをお考えになるのですね……三つ目は？」

「『幻神大戦』においては、この海上都市のみで通用する地域通貨《ゴールド》を導入する予定です」

「ゴールド……ですか。ＴＶゲームに出てくる通貨みたいですね」

「わかりやすくて良いかと思いました。戦闘に勝利した者には、この《ゴールド》で報ほう奨しよう金きんが支払われます。そして、選手が『幻神大戦』を通じて稼いだ《ゴールド》を使うなら、どんな武器を購入しても可能というルールがあります」

「それは初耳です」

「というわけで、三つ目の優遇措そ置ちとしては、『幻神大戦』開始時に、ゴブリン族には一億ゴールドをボーナスとして支給しようと考えています」

「一億……ですか。それは日本円に換算すると、どのくらいになるのでしょう？」

「いまの相場だと、百億円くらいになります」

「百億……!?」

　突拍子もなく叫んだのは、ずっと石像よろしく壁際に控ひかえていた玻は瑠る菜なだった。

「し、失礼いたしました！」

　玻瑠菜は真っ赤になると、口を閉ざした。

　そんな玻瑠菜の反応を、沙さ耶やは愉たのしむように眺めやった。

「ちなみに、一般選手に与えられる初期金額は、せいぜい一千ゴールドです。つまり、十万円程度になります」

　──百億円。

　日々、外貨獲得のために四苦八苦しているゴブリン族にとっては、目の玉が飛び出るほどの金額だ。

　先ほどの玻瑠菜の反応が、その事実を雄弁に物語っている。玻瑠菜があんな風に取り乱すなど、滅めつ多たにないことなのだ。車で人をはねたとしても、泰然としているような性格なのである。

「ただし、もしゴブリン族が優勝した暁には、東京の統治権については放棄していただきます。もちろん、優勝にふさわしい賞金は支払いますので」

　リゼルは沈黙した。

　自分一人の判断では、とても決められない問題だと思った。

「陛下。これはゴブリン族にとって、千載一遇のチャンスだとは思いませんか？　ゴブリン族で組織した兵団を最先端兵器で武装させて、軍団として運用すれば、ゴブリン族の底力を見せてやることだってできるかもしれませんわ」

　まるで悪徳商人さながら、沙さ耶やはぐいぐいと推おしてくる。

　たしかに──個体の力は弱くとも、軍団として戦えるのならば、ゴブリン族だってそれなりに戦えるかもしれない。

　そもそも幻棲種ヴエイロンが人類の台頭をここまで許したのも、近代以降、人類の科学文明がもたらした兵器の影響が大きい。

　優れた兵器は、人類の戦争の形態さえも一変させた。

　革命的な近代兵器の数々と、最新兵器を効率よく運用するための戦術・戦略──それらの新要素は、個体としては絶大な戦闘力を誇る幻棲種たちの眉まゆをひそめさせるに、充分だった。

　そこには、ただ無機的な殺さつ戮りくのみが存在した。

　魂を揺さぶるような闘争心も、各種族が長い歴史を通じて培ってきた誇りも、互いの肉体のみを駆使して戦うことへの崇すう敬けいも……およそ幻棲種が希求してきた要素は、なに一つ存在しなかった。

　かくして、幻棲種の大半は、そうしたバカバカしい戦闘に真っ向から応じるのをやめ、雲隠れしたのである。

　逆に、そうした兵器で武装することによって、ゴブリン族は初めて戦うことができるようになった。

　ある意味、皮肉な話であった。

　もし、最先端兵器で武装したゴブリン兵を、無尽蔵に投入できるとしたら……どうだろう？

　強大な幻棲種の虚をつくような軍団を構築することだって、可能かもしれない。

　だが──リゼルは沙耶をまっすぐに見据えた。

「……やっぱり駄目です」

「なぜですか、陛下？」

「愛すべき民を、そのような戦いに駆りたてるわけにはいきません。最悪、ゴブリン族が滅びてしまう可能性だって……」

「あら、そうかしら？」

　沙耶は悠然と微笑ほほえんだ。

「たしか、ゴブリン族の繁殖能力は伊だ達てではないと聞いていますわ。妊娠から出産までの期間は、わずか一ヵ月。生後一年もすれば成人するそうですね？　短期間で徹底的に戦闘技術を叩たたきこめば、すぐさま最前線に送りこむことだってできますし。兵力は無尽蔵と言っていいでしょう。ゴブリン族にとって、唯一の利点だと思うのですけど。そうだわ、そこの運転手さん……たしか玻は瑠る菜なさん、だったかしら？　あなたのご意見も、聞いてみたいのだけど」

「わ、わたくしの意見など、滅相もありませんわ。わたくしは一介の運転手であり、護衛役にすぎませんから」

　玻瑠菜は恐縮した様子で、うつむいた。しかし、いつになく頰ほおを紅こう潮ちようさせているところを見ると、沙さ耶やの話に気を惹ひかれたのはまちがいなさそうだ。つきあいの長いリゼルには、玻瑠菜の心中が手にとるように理解できた。

　もっとも、玻瑠菜自身はエルゼリア王国の民ではあっても、ゴブリンではない。たまたま王国に流れ着いた人間の子孫である。玻瑠菜自身が戦場に駆りたてられるわけではないのだ。この世に生まれ落ちたとたん、訓練キャンプに放ほうりこまれ、最短ルートで戦場に送りこまれるゴブリン兵たちの悲哀を理解するのは、まず無理だろう。

「とりあえず、わたくしがここで軽々しく了承するわけにはまいりません。わがエルゼリア王国は、立憲君主制の国家なのです。この問題を決めるのは、わたくしではなく、王国政府の議会です」

「そのお返事をうかがえただけで、満足ですわ。感謝いたします、女王陛下」

　沙耶は艶然と微笑ほほえんで、話を締めくくった。

　かくして、ゴブリン族の女王と海上都市オリュンポスの市長──両者の会談は終わりを告げた。




　リゼルが辞したあと、沙耶は窓ぎわに立ち、海上都市の全景を眺めおろした。

「これで、月見里大雅あの坊やが失敗したときの保険もかけることができたわ。いくら女王陛下が不満に思っても、王国の首脳陣は今回の話に飛びつくでしょうね。ふふっ。この国が救われるためには、大たい雅が君かゴブリン族、どちらかが勝つしかない──案外、ゴブリン族が優勝してくれたほうが、日本政府にとっては気楽かもしれないわね。万が一、ゴブリン族が我々を裏切ったとしても、ゴブリン族程度なら自衛隊でも対処できそうだし。大雅君も悪い子ではないと思うけど、いずれ吸血鬼の力に目覚めたとき、どう動くかは読み切れないし……」

　そこまでつぶやいて、沙耶は悪戯いたずらっぽく微笑んだ。

「もっとも、ゴブリン族ごときがどれだけ束になろうが、優勝できるはずもないか……。せいぜい大雅君の補佐がいいところかしら。やっぱり我々としては、人工吸血鬼に賭かけるしかなさそうね。となれば、ゴブリン族との連携について、いずれ黒くろ羽はや大雅君にも通達しておかないと──」

　そのとき、扉があわただしい調子でノックされたので、沙耶は独り言を中断した。

「失礼します、市長！」

　部下の男だった。なぜだか顔面蒼そう白はくになっている。

「なにかしら、騒そう々ぞうしい」

「日本政府の依頼を受け、ついに在日米軍が動きだすようです。『幻神大戦』の開催そのものを、米軍が誇る軍事力によって叩たたきつぶす計画だとか──」

「それで？」

　沙さ耶やは眉まゆひとすじ動かさなかった。

「へっ？　あの……とんでもない事態ではないかと思うのですが」

「たしかに、与党のなかには〝アメリカ様〟に泣きつくしか能のない一派がいるわ」

「ですから、大変な事態だと……！」

「たかだか在日米軍ごときに、なにができるというの？」

　沙耶は不敵な笑みをこぼした。

「ま、ちょうどいいわ。例の開会式イベントだけど、試験官がゴブリン族だけじゃ役者不足な気もしていたし、こうなったら、在日米軍の襲撃もプログラムに組みこんでしまいましょう」

　沙耶は嗤わらった。嘲ちよう笑しようだった。




　四月十三日、放課後。

「やっと終わったで～」

　五限のチャイムの余韻が消えたころ、大たい雅がの背後から間延びした声が聞こえてきた。後席をふりかえってみると、龍威ロンウエイがだらんと全身を弛し緩かんさせている。

「そんなに勉強が苦手なら、どうして留学なんてしたんだ？」

「へっ？　ま、まあ……家の事情ってやつかな？」

「目が泳いでいるぞ、龍威」

「泳いどらんわ！　ええか、大雅？　イケてる男っていうのはな、ミステリアスな一面を持つもんやろ？　謎なぞのない男なんて、つまらんだけやで！」

「意味がわからない」

「わかれや！」

「──そういえば、大雅君と龍威君は、部活動には入らないの？」

　と、早くも帰り支度をすませたリンデが話しかけてきた。

「俺おれはパスやな。こう見えて、実家が厳しくて……〝勉強の成果〟をいちいち報告せなあかんのや。部活動なんてやってる場合やあらへん」

　龍威はさばさばとした口調で答えた。

「意外だな……そういう家で育ったようには見えないが」

「うるさいわ！　で、大雅はどうするんや？」

「僕は集団行動ってやつが苦手だからな。遠慮しておくよ。リンデは、部活には入らないのか？　文化系の部活とか似合いそうだけど」

　大雅が尋ねると、リンデは眉をハの字にして、困ったように微笑した。

「うーん、わたしも無理かなあ。留学生って、いろいろと面倒な雑務も多いし」

　なにかを隠しているようにも見受けられたが、根掘り葉掘り詮せん索さくするのはやめた。

「──リンデ、帰ろう」

　そのとき、クラスメイトの夜や行ぎよう花はなが、リンデの脇わきにやって来た。

　リンデの前の席に座っている女子だ。女子寮では、リンデのルームメイトだという。物静かで、あまり会話には参加してこないのだが、リンデによれば、とても親切で気配りができるという。

「そだね、夜行さん。それじゃあ、さようなら！」

　リンデは夜行と連れだって、教室を去った。

「なんつーか……教室で一番目立つ女子と、いちばん地味な女子が、一緒に下校する構図ってのも、ふしぎなもんやなあ」

「それは言えてるな」

　龍威ロンウエイの言葉に、大たい雅がはめずらしく同意した。

「そのうち四人で一緒に、飯でも食いに行かんか？」

「どうして四人なんだ？」

「そりゃあ、男二人と女二人なら、人数的にもちょうどええやろ？　もっ、もちろん、ダブルデートとか、そういうヨコシマなことは考えとらんで？　これはあくまでも、単なる比率の問題やからな！　ごっ、誤解するんやないで！」

「小学生か……」




　帰宅後。時計の針は、午後三時を示していた。

　大雅は、御薪みかまぎ製薬ビルの三十一～三十三階を占めている特殊実験施設にて、今日も訓練という名の虐待を受けるべく、準備をしていた。

　遠隔操作式の機関銃が要所要所に設置されたフィールド。

　途切れることのない弾幕の嵐あらし。

　その真まっ只ただ中なかを、ゴール地点をめざして全力疾走。

　当然、数秒と経たたぬ間に、肉体は蜂はちの巣と化す。常人ならば即死コース。

　しかし、大雅はちがう。

　そこから肉体の再生がはじまると同時に、自動防衛機構とでも呼ぶべき生体反応が起こる。もはや暴走と言っていい。

　大雅が目覚めたあの日、二十名の兵士を殺さつ戮りくしたときと同じように。

　正当な報酬が出るのでなければ、絶対にお断りしたい「仕事」だ。

　いわゆるブラック企業も裸足はだしで逃げだすレベルだろう。

　ヘッドセットを装着し、トレーニング・ウェアを着用した大雅は、だだっ広い、無味乾燥なフィールドをぐるりと見わたすなり、違和感をおぼえた。

「……妙だな。いつもの機関銃が見あたらないけど」

　と、ヘッドセットを通じて、黒くろ羽はの声が聞こえてきた。

《今日の敵は、いつもとは一味ちがうわよ。煮るなり焼くなり、好きにしていいわ》

　今日の黒羽は、妙にテンションが高い気がする。一体、どんな敵を相手にせねばならないのか、残念ながら悪い予感しかしなかった。

《健闘を祈るわ、大たい雅が》

「まったく、こんな身体からだじゃ労災すら下りやしない」

　大雅が苦笑いをもらした直後、はるか前方の隔かく壁へきが徐々に開いていった。

　そいつは左右三本ずつの脚部を駆使し、ゆっくりと前進しながら、その全ぜん貌ぼうを徐々にあらわしていく──。

「……冗談だろ？」

　それは、濃灰色の蜘く蛛もを彷ほう彿ふつさせる多脚戦車だった。

　脚の数こそ少ないが、低く構えた佇たたずまいといい、どこか毒々しい雰囲気といい、まさしく蜘蛛にそっくりなのだ。

　大雅は反射的に視線を走らせると、多脚戦車の武装を確認した。

　主砲は二十五ミリ程度の機関砲。七・六二ミリと思われる機銃が二挺ちよう。ＴＯＷ対戦車ミサイルの発射機も搭載されている。

《御薪みかまぎ重工の「未来兵器開発部門」が手がけた試作品よ。根暗なオタク研究者どもが、自分たちの浪ろ漫まんを追及するためだけにつくった代物なんだって》

「根暗なオタク研究者？　黒羽のお仲間か？」

《なにか言った？》

「いや、なにも」

《……まあ、とても戦場に投入できるレベルには達していないんだけど、大雅の訓練相手としてなら、ちょうどいいかと思って》

「どこがだよ？」

《操縦は人工知能が担当しているから、人は乗っていないわ。煮るなり焼くなり、好きにしてちょうだい》

　黒羽は一方的に解説すると、あっさり通信を切った。

「煮るなり焼くなりって……簡単に言ってくれるじゃないか」

　ぼやいた直後、銃撃の嵐あらしがはじまった。

　大雅は縦じゆう横おう無む尽じんに駆けた。

「こんな小さな的に、当たるものか──」

　と毒づいた矢先、まず右みぎ膝ひざから下が吹き飛び、つづいて左腕が炸さく裂れつした。

　脇わき腹ばらをごっそりとえぐられた時点で、ついに転倒。射撃管制装置と熱源探知レーダーが上う手まく連動しているらしく、異様なまでの精密射撃だった。

　そこに、銃弾が雨あられと降り注ぐ──。

「──」

　肉体が蜂はちの巣になると同時に、本能にはめられていた枷かせが外されるような感じがした。視界が真っ赤に染まり、大たい雅がの意識は防衛本能に基づく攻撃衝動に塗りつぶされた──。




　目覚めると、そこは自室のベッドだった。気を失っている間に搬送されたらしい。だれが着がえさせたのかは知らないが、真新しいジャージを着用している。

「おはよう」

　ベッドの脇わきには、黒くろ羽はの仏頂面があった。白衣姿のまま、椅い子すに腰かけている。

「僕はどれくらい、気を失っていたんだ？」

「三時間くらいね。いま、ミラが夕食の準備をしているわ」

「そうか……そういや、あの多脚戦車は？」

「スクラップよ。御薪みかまぎ重工の連中が吠ほえ面づらをかいてたわ。あれだけの攻撃を、あなたが自分の意志で繰くりだせるようになれば、優勝も夢じゃないと思うんだけど」

「…………」

「ねえ……わたしを、恨うらんでる？」

　ふいに、黒羽が憂いを帯おびた表情をして、そんなことを尋ねてきた。

「べつに。僕は自分の意志で契約を交わした。いまさら黒羽を恨む気はないよ」

　そのとき、スマホが鳴った。メールの受信音だ。

　大雅は身体からだを起こすと、勉強机にむかった。卓上充電器に差さったままのスマホを手にとって、届いたメールを確認する。

　差出人はオリュンポス委員会。はじめて目にする組織名だったが、大雅は妙な緊張をおぼえた。件名は「開会式について」である。

「──ついに来たのね」

　黒羽が真横から身を乗りだし、大雅の手もとをのぞきこみながら告げた。距離の近さに、そして黒羽の無頓着さに、大雅は心臓を跳ねあがらせた。

　──おいおい、龍威ロンウエイじゃあるまいし。この程度で、なにを緊張しているんだ？

　大雅が自分自身にあきれていると、黒羽が解説をはじめた。

「オリュンポス委員会というのはね、『幻神大戦』の運営を担当している組織よ。幻棲種ヴエイロンの長老たちと、海上都市オリュンポスの役人たちで構成されているわ。瓜生うりゆう事務次官や沙さ耶や叔母さんも、そのうちの一人ね。わたしたちは、勝手に《運営》と呼んでいるわ」

「ネトゲの運営、みたいなノリだな」

「そうかもね。とりあえず、読んでみたら？」

　大雅はベッドの縁に腰かけると、一通目のメールを読みはじめた。

　開会式の日程は、西暦二〇二〇年四月十五日（水曜日）。

　月見里やまなし大雅のエントリー・ナンバーは99。

　開始時刻は午前零時。開催場所は第六区「アレス」。

　場所の詳細については、添付の画像ファイルを参照のこと。

「意外だな。開会式が深夜に開催されるなんて」

「当然よ。基本的に『幻神大戦』は午前零時から午前五時までと決まっているわ」

「人目につくな、ということか。第六区には行ったことがないけど、どんな地区なんだ？」

「一般人は立入禁止の、未完成区域よ。行ったことがないのも当然ね」

「なにやら物騒な気配がしてきたな……一体、どんな開会式なんだか。まさかオリンピックよろしく、聖火リレーをやったりはしないだろうし」

「昨日、沙さ耶や叔母さんからメールが届いたわ。開会式とは名ばかりで、参加資格を得るためのテストが実施されるそうよ」

「《運営》の人が情報漏ろう洩えいかよ……心強いけど。テストの内容は？」

「そこまでは書いてなかった。ただ、在日米軍が横よこ槍やりを入れてくるかもしれない、なんて書いていたわ」

「在日米軍？　わけがわからない」

「『幻神大戦』自体をつぶしたいと思っている連中も、世の中には存在するってことよ」

「……政治の話は苦手だ」

「あなたはそれでいいのよ。とにかく、明日からは訓練しなくてもいいわ。いくら自己再生能力が優れているといっても、目には見えないところで消耗している可能性もあるし。開会式当日までは、ゆっくりと身体からだを休めてちょうだい。いいわね？」

「そんな優しい言葉をかけてもらえるなんて、予想外だったな」

「なによ、人を鬼みたいに」

　黒くろ羽ははぷいっと目を逸そらしてしまった。すこし頰ほおをふくらませている。

「そういうところ、可愛かわいいな」

　なにげなく、口を突いて出た言葉。たちまち大たい雅がは羞しゆう恥ち心しんをおぼえた。その場のノリでバカなことを口走ってしまったが、あとの祭りである。

　おそるおそる黒羽の顔をうかがってみると──。

「バカじゃないの!?　お世せ辞じを言ったところで、なにも出ないんだから！」

　黒羽は真っ赤になると、ぱたぱたと部屋を出て行ってしまった。

「なにをやっているんだ、僕は……？」












Ⅹ　開会式







　西暦二〇二〇年四月十四日（火曜日）。午前十時（日本時間＝二十三時）。

　アメリカ合衆国の首都ワシントン──ホワイトハウス。

　その日、大統領はめずらしく、早朝から執務室に詰めていた。

　室内には、これ見よがしに星条旗が何本も飾られている。「アメリカ第一主義」を標ひよう榜ぼうするこの男が、わざわざ本数を増やしたのだ。

　室内には、コーヒーの薫くん香こうが漂ただよっている。

「失礼します、大統領閣下」

　と補佐官が入室した。

「なんだね？」

「およそ一時間後に、例の『幻神大戦』とやらの開会式がはじまります。いまのところ、予定の変更はなさそうです」

「ふむ」

　大統領は微笑した。東京とワシントンの時差は十三時間。今ごろ日本は夜だ。

「まったく、面倒くさい話だな。そうは思わないかね、補佐官？」

　大統領はコーヒーカップを机に置いた。

「はあ、まあ……そうですね」

「そもそも、大英帝国が覇は権けんを握っていた時代に結ばれた密約など、馬ば鹿か馬ば鹿かしすぎて話にならんよ。時代錯さく誤ごも甚はなはだしい！」

「とはいえ、正式な条約を交わしたわけですから、仕方ありませんね。それを一国家の都合でいちいち破棄していては、国際秩序が成り立ちません。スケープゴートにされた日本政府には、心から同情しますがね」

「ふん、同情の必要などあるものか」

「ご存じの通り、日本政府において、今回の『幻神大戦』に対する意見はいくつかに分かれています。《運営》の一員であるオリュンポス市長は、あくまでも条約は遵じゆん守しゆしつつ、東京を守ろうという方針です」

「それに対して、親米派の連中ときたら……わが国に救助を求めてきおった。在日米軍を使って開会式を襲撃しろ……などと勝手なことを言う。米軍を頼る前に自衛隊を使えばよいではないか。なあ、補佐官？」

「まあ、自衛隊に数々の制約を科してきたのは、わが国ですからね」

「ははっ！　それもそうだ」

　大統領は呵か呵か大たい笑しようした。が、すぐに真顔にもどった。

「わがアメリカ政府としても、戦後七十五年にわたり属国として飼い慣らしてきた日本を、野蛮な幻棲種ヴエイロンどもに奪われるのは避けたい。東京を奪われるということは、日本を奪われることだからな」

「それは当然です」

「この半世紀、我が国は莫ばく大だいな軍事予算を投じてきた。その中には、非公開の予算も少なくなかった。すなわち、対幻棲種兵器の開発だ」

「吸血鬼などの不死系種族に有効とされる、銀を素材とする銃弾及び砲弾。そして、より小型で効率的な核兵器など、対幻棲種兵器の開発は順調です。幻棲種の妖よう気きだけを知覚するレーダーも、すでに試作機が完成しています。技術は日につ進しん月げつ歩ぽです。二十一世紀の米軍であれば、幻棲種をこの地上から駆逐することだって夢ではないでしょう」

「その通りだ！」

　大統領は、壁際に飾られている星条旗の脇わきに立った。

「いまこそ見せてやろうではないか！　わが米軍が誇る超絶的、圧倒的な軍事力を！　各種族の〝最強〟どもが一箇所に集結するという、この好機！　これさえ叩たたけば、人類が地上から幻棲種どもを駆逐する第一歩となる！　人類が歴史の新しい扉を開くことになるのだ！　無論、その扉の開き手は、アメリカ合衆国大統領でなければならぬ！　この私でなければならぬ！　さあ、諸君──戦争だ！」




　同時刻。

　午後二十三時。開会式の開始時刻まで、あと一時間という頃ころ合あい。

「健闘を祈っているわ、大たい雅が」

　一階のエレベーターホール前。わざわざ見送りに来てくれた黒くろ羽はが、いつになく殊しゆ勝しような言葉をかけてきたので、大雅は意外に思った。

「悠ゆう々ゆう自じ適てきな年金生活のためだ。そう簡単にやられはしない」

　深刻ぶってもしかたないので、大雅はあえて明るい口調で応じた。

「行ってらっしゃい」

「ああ、行ってくる」

　大雅はきびすを返すと、ひとけの少ないロビーの脇わきを通過して、ビルの玄関口から外に出た。

　事前に車種を聞いていたので、ミラの愛車は一目でわかった。車体側面をこちらにむけて、草むらに潜ひそんで獲物を狙ねらいすます雌め豹ひようさながら待機している。

　街灯の光が、その深紅のボディを艶つややかに輝かせていた。

　アルファロメオの４Ｃスパイダー。目の当たりにした瞬間、車種や主要諸元がすぐさま脳裏に浮かんだ。生前の自分はイタリア車にも通じていたらしい。

　大雅は顔をしかめながら、助手席に身体からだを滑りこませた。車高は低いわ、サイドシルは厚すぎるわで、乗りこむだけで苦労を要した。幌ほろを外しているので、頭上の解放感は素晴らしい。こんな車を選ぶあたり、ミラはなかなかの自動車マニアのようだ。

　大雅が腰を落ち着け、やっとの思いでシートベルトを締めると、ミラは黙って車を発進させた。今夜は黒のスーツを華麗に着こなして、革製のドライビング・グローブを装着している。

　ミラがアクセルを踏みこんだとたん、座席後方に積まれたエンジンが吼ほえた。尾びてい骨を突き上げるような爆音が轟とどろきわたる。

　発進からしばらくして、大雅は口を開いた。

「わざわざ送ってくれるとは思わなかった」

「あなたの場合、目的地にむかう途中で車に轢ひかれる可能性もありますから」

「反論の余地もないな」

　すでに一度、大雅は街中でロールス・ロイスに接触されていた。

「ちなみに、開会式の会場である第六区は未完成区域ですから、一般人は立入禁止です。送りとどけるのは、第六区の周辺地域までです。第六区に入ったあとは、徒歩で目的地にむかってください」

「わかった」

「いったん第六区に入ると、携帯端末の通信は途絶します。これは《運営》による措そ置ちです。お嬢様と交信することはできなくなります」

「なかなか厳しいな」

「それと、開会式にはサポーターを同伴できないというルールがあります。ご自分で判断して、最良と思われる行動をとってください」

「〝サポーター〟というのはなんだ？」

　ミラは眉まゆをひそめた。

「まだ説明していなかったとは、迂う闊かつでしたね。『幻神大戦』に出場するプレイヤーは、最大二名まで、戦闘補助要員を雇うことができます。種族に制限はありませんので、異種族を雇うこともできます。当面は、わたくしが大たい雅が様のサポーターを務めさせていただく所存ですので、よろしくお願いいたします」

「いやいや、いくら戦闘訓練を受けていると言っても、ミラは幻棲種ヴエイロンじゃないんだ。幻棲種の戦場に足を踏み入れるなんて、いくらなんでも危険じゃないか？」

「もちろん真っ向勝負は無理ですが、遠距離から支援するくらいなら可能です。わたくしの専門は長距離射撃ですから」

「そうなのか。てっきり近接戦闘専門かと思ってた。いつも日本刀を持ってるし」

「一通りの武器は扱うことができます。わたくしは、お嬢様の剣であり、銃であり、楯たてなのです」

「強いんだな、ミラは」

　ミラは応こたえず、運転に集中した。横顔はむすっとしているが、案外、照れているのかもしれない。

　やがて、第七区「アルテミス」と第六区「アレス」とを隔へだてるフェンスが、前方に見えてきた──。




「まるで強制収容所だな……」

　爆音を響かせながら遠ざかる４Ｃスパイダーを見送ったあと、大雅は目の前の景色につっこみを入れた。

　そそり立つフェンスを見あげていると、それ以外の表現が思い浮かばなかった。

　車を降りる直前、ミラに指示されたとおり、大雅はサングラスをかけ、マスクを装着し、さらにはニット帽をかぶった。これで、たとえ会場で顔見知りに遭そう遇ぐうしたとしても、一目で大雅だとバレることはないだろう。もっとも、大雅の交友関係はせまい。顔見知りに遭遇するとは思えないが……。

　大雅は周囲を見わたした。当然というか、扉の類たぐいはない。土木作業員専用の出入口がどこかにはあるのだろうが、いちいち捜さがすのは面倒だった。

　しかたなく、大雅はフェンスを自力でよじ登り、第六区の内側に降り立った。

　怖いくらいに静かだった。四月中旬とはいえ、この時間帯は肌寒い。建設途中のビルがあちこちに散在し、未舗装の道路が目立つ光景は、夜の暗さ寂しさと相まって、時間が凍りついているかのようだった。

　光源といえば、夜空に浮かぶ月のみだが、たなびく黒雲に隠れがちだ。真まっ暗くら闇やみに限りなく近い。ＬＥＤの街灯に彩られていた第七区とは、別世界のようだった。

　しかし、いちいち懐中電灯を使う必要はなかった。

「おどろきだな……」

　大たい雅がは何度もまばたきをくりかえした。

　闇やみに目が馴なれた、などというレベルではない。もはや人間の知覚を超ちよう越えつしているとしか思えなかった。それどころか、夜の闇やみにこそ親和性を感じている。

　やはり黒くろ羽はのいう通り、自分はもはや人間ではないのだ……。

　雑念を振り払うと、スマホを取りだした。《運営》が送り付けてきた地図情報を表示させる。そして、「第五会場」とやらをめざして歩きだした。

　十五分ほども歩いたころ、

「……ここだな」

　大雅は、建設途中のビルの前で立ち止まった。

《運営》がメールで指定した第五会場は、このビルの最上階──十階だという。おそらく、他ほかの会場も似たり寄ったりなのだろうと推測できた。

　土木作業員用のエレベーターくらいはあるだろうが、これまた捜さがすのが面倒なので、大雅は階段を利用することにした。




　なんとか階段を上りきったころ、時刻は二十三時五十六分だった。かろうじて遅刻にならずにすんだので、安あん堵どした。

　まだ骨組みが剝むき出だしのフロアには、すでに先客が二十名ほど集まっていた。どこから調達してきたのか、木材を燃やして焚たき火びをしている。冷たい夜気の代わりに、炎ほのおの温ぬくもりが感じられ、ふしぎと安堵した。

「よお！　あんたもあったまるといい。四月とはいえ、夜は冷えこむからな」

　二十代半ばとおぼしき青年が、気安く語りかけてきたが、

「いや、僕はここでいいよ」

　大雅は断ると、集団からややはなれた位置にたたずんだ。

「ねーねー。お兄ちゃん、なんの種族？」

　と、今度は十歳くらいの少年が駆けよってきて、馴れ馴れしく話しかけてきた。

「……企業秘密だ」

　大雅が大おお真面目まじめに答えると、焚き火の周りで笑い声が弾けた。

　冷静に考えれば、ここに集まっているのは敵同士のはずなのだが、いまいち緊張感に欠ける。それとも、これが幻棲種ヴエイロンの性さがなのだろうか。

「つまんなーい！」

　少年はふくれっ面になると、焚き火のほうへ駆け戻った。

　大雅はさりげなく、横目で参加者たちを観察してみた。

　燃え盛さかる炎のおかげで、一人一人の顔を識別することができる。

　だれもが外見は普通の人間に見える。男もいれば女もいる。子どもから中年まで、年齢層も様々だ。小柄な者もいれば巨漢もいる。しかし、人間の範はん疇ちゆうを超えているような者は見あたらない。擬ぎ態たい能力が優れているのだろう。

　大たい雅がと同じく、顔を隠している者は全体の半数ほどだった。堂々と素顔をさらしている連中は、小細工を弄する必要性を感じないほどの猛者か、その程度の知恵すら回らない弱者か、いずれかだろう。

　大雅は、《運営》から送られてきたメールの内容を脳裏で反はん芻すうした。

　開会式の会場は、全部で五つ。そして、エントリー・ナンバー99の大雅に割り当てられたのは、第五会場。

　他ほかの種族とちがい、大雅は先月まで出場できるかどうかもわからない身だった。となれば、エントリー順は末尾のほうだと推測できる。もしかしたら、九十九番が最後尾の可能性だってある。

　──僕の推測が正しければ、開会式に参加するのは百名程度になるな。会場は全部で五つだから、各会場に二十名ほどが割り当てられたことになる。今夜のテストとやらで、何割が脱落するのやら……。

　大雅があれこれと思考を巡らせていると、

「なあ？　《運営》の人って、まだ来ないのか？」

「大体さー。開会式つっても、なにをやるんだろうな？　選手宣誓とか？」

「あたし、早く帰りたいんですけど？」

　いつしか参加者たちは不満をもらしはじめていた。

　──たしかに、妙だな。市長のリーク通り、なんらかの試験をするにしても、参加者をここまで放置するのは不自然だ。

　大雅はスマホで時刻を確認した。

　午前零時まで、あと三十秒……。

「──!?」

　その瞬間、大雅ははげしい悪お寒かんをおぼえた。

　警戒心を強め、神経を研ぎ澄ましてみると──。

　まるで「夜」が媒介となったかのように、大雅に様々な情報を伝えてきた。

　──こんな能力があったのか……いままで気づかなかったとは。

　自分自身にあきれながらも、大雅は意識を集中させた。

　屋上に、何者かの気配が多数。少なくとも一個中隊に相当するだろう。一つ一つの妖よう気きは微々たるもので、人間と大差ないが、おそろしく冷酷な殺気を感じさせた。

　──厄介そうな連中だな。あれが《運営》が企たくらんでいるテストってやつか？

　大雅が内心で舌打ちした直後、ガラスの嵌はまっていない窓からなにかが投げこまれ、床で「からん」と音をたてた。円筒形の物体だった。

　──特殊閃光音響弾スタン・グレネード!?

　大雅はとっさに、手近な柱の陰に伏せた。耳をふさぐのも忘れない。サングラスをかけてはいるが、目も閉じた。その判断が、吸血鬼の血に由来するものなのか、生前の自分が得た知識によるものなのかは、わからない。

　だが、正解なのはたしかだった。

　大たい雅がが伏せると同時に、柱を隔へだてた向こう側で、スタン・グレネードが炸さく裂れつ。

　装塡薬が飛散した。

　大音響が大気を揺るがす。

　と同時に、まぶたを閉じていても感じ取れるほど強烈な閃せん光こうがほとばしった。

　閃光は十五秒にわたりつづいた。その効果は絶大だった。大雅を除いた幻棲種ヴエイロンたちは皆、視覚と聴覚を滅め茶ちや苦く茶ちやに狂わされ、大混乱に陥おちいっている。

　その直後、四方の窓から次々と兵士が雪な崩だれこんできた。屋上からロープを伝って、次々と降下してきたのだ。

　彼らが真っ先にしたことは、焚たき火びの炎ほのおを踏み消したことだった。

　炎が完全に消えたとたん、闇やみがフロアを支配した。

　──これが参加者をふるいにかけるためのテスト？　ずいぶんと物騒だな……。

　大雅は柱の陰に潜ひそみつつ、事態を観察した。自分でも意外だが、思考は研ぎ澄まされているし、恐怖も感じない。

　それにしても、あの兵士たちは何者だろう。問題なのは、各兵士の体型だった。

　兵士たちのだれもが、児童のように小柄なのである。身長の平均値は、せいぜい一二〇センチ。どの兵士もヘルメットとガスマスクを装着しており、頭部全体をすっぽりと覆いかくしている。そのため、どんな顔をしているのかはわからない。

　──子どもの兵士？　そうだ、僕が研究施設で目覚めたとき、同じような兵士たちがいたじゃないか。僕が殺してしまったけど。たしか、民間軍事警備会社ＰＭＳＣの兵士だとか……。

　大雅は柱の陰からもう少しだけ顔を出すと、兵士たちの武装を観察した。

　焚き火は消されてしまったが、大雅の夜目は異常に利く。それに、彼らの銃に装着されたナイトスコープが強烈な光こう芒ぼうを発しているため、完全な闇というわけでもなかった。

　両手に構えているのは、H&K UMPである。屋内戦闘ということで、銃身の短いサブマシンガンを選択したのだろう。銃器を見たとたん、その名称と基本スペックが頭に浮かぶのは、相変わらずだった。

　立て続けに銃声が轟とどろいた。兵士たちが、無力化された幻棲種たちを撃ちはじめたのだ。

　絶叫がほとばしった。男の声、女の声、そして子どもの声……。

　もはや、それは虐殺だった。

　一対一であれば、肉弾戦であれば、幻棲種が人間に負けることはないだろう。

　だが、現代兵器で武装した軍隊が奇襲をかければ、幻棲種といえども倒せないわけではないのだ──と、大雅はまざまざと思い知らされた。

　──それにしても、あの幻棲種たちときたら……弱すぎないか？　いくら奇襲されたとはいえ、もう少し粘ってほしいところだけど。

　たとえば大学入試の場合、合格は絶望的だとわかっていても受験する者は、一定の割合で存在する。この第五会場には、そうした参加者が集められていたのかもしれない……と大たい雅がは推察した。あの程度の連中が主流だったら、人類はとっくの昔に幻棲種ヴエイロンを滅亡させていたはずだ。

　となれば、大雅自身もまた、弱小種族と見なされたのだろうか。あるいは、あの女市長がなんらかの意図をもって、あえて大雅をこのグループに組みこんだ……？

　そこまで考えて、大雅は苦笑した。

　この状況で、そんな分析をしている自分が滑こつ稽けいに思えたのだ。

　残念ながら、あの幻棲種たちはゲーム・オーバーだろう。大雅のように圧倒的な自己再生能力でも持たない限りは。

　問題なのは、開会式をクリアするための条件である。あの兵士たちを全滅させればいいのか、制限時間内に逃げのびればいいのか、それもわからない。そもそも、このテストに時間制限があるのかどうかもわからない。はっきり言って滅め茶ちや苦く茶ちやだ。

　とにかく、このまま連中と同じフロアに滞在しているわけにはいかない。

　兵士たちが幻棲種を撃ちまくっている間に、どこかへ避難すべきだ。

　ふと、ガラスのはまっていない窓枠が目に入った。兵士たちが利用したロープが垂れ下がっている。

　──あえて屋上に逃げるのも、ありか？　バカ正直にこのビルの内部を進むより、屋上から隣のビルに移ったほうが安全かもしれない。

　兵士たちはいまだに銃撃をつづけている。相手が幻棲種だから、念入りにとどめを刺しているのかもしれない。足音を銃撃がマスキングしてくれることを祈りつつ、大雅は駆けだした。わずか数秒で窓枠に取りつき、ロープを握る。軽く引っぱると、ちゃんと抵抗があった。大雅一人分の体重なら、余裕で支えてくれるだろう。

　大雅は窓枠を蹴けると、ロープをよじ登った。

　なんとか屋上にたどり着いたとたん、ぎょっとした。身長一二〇センチほどの兵士が一人、屋上に残っていたのだ。足もとには通信機とおぼしき機材が置かれている。通信担当だろうか。参加希望者たちのスマホは利用制限されているが、謎なぞの兵士たちは独自の通信網を確保しているようだ。

　その兵士は、背中をこちらに向けていて、まだ大雅には気づいていない。ただし、銃を構えているので油断はできない。

　──いましかない。

　逡しゆん巡じゆんは一瞬で振り捨てた。屋上のふちから飛び降りるや、兵士の背に肉薄する。寸前、兵士が大雅の気配に気づいてふりかえろうとしたが、大雅のほうが速かった。尾びてい骨を蹴り上げ、首筋に手刀を叩たたきこんだ。

「くえっ！」

　怪鳥さながらの声をあげて、兵士はＵＭＰを取り落とした。膝ひざから崩れ落ち、ぶっ倒れる。殺したわけではないが、まるで鶏を絞めたような感触が手のひらに残った。

　それにしても、いまの自分の戦いぶりときたら……自分でもおどろくほど洗練されていた。御薪みかまぎ製薬の研究施設で目覚めて以来、格闘技の訓練を受けたことは一度もないので、生前の自分に由来するのだろうか。

「こいつらは一体、なんなんだ？」

　大たい雅がは兵士の脇わきにしゃがみこむと、観察した。

　特殊部隊兵よろしくアサルト・スーツを着用。レッグ・ホルスターにはH&K Mk.23を収めている。身長一二〇センチ程度の小人と大型拳銃は、ひどくアンバランスに見えた。

　とりあえず、ガスマスクとヘルメットを剝はぎ取ってみた。

「うわっ!?」

　思わず絶句。この世にはびこる醜しゆう悪あくという概念を、一つの顔に凝縮したような、気持ちの悪い面相が現れたのだ。肌は緑色を帯おびて、ぬめっとした印象を感じさせる。爬は虫ちゆう類るいに近いだろうか。

　ふと大雅は、あの日、ミラが告げた言葉を思いだした。

　──彼らは、当研究施設が契約を交わした民間軍事警備会社ＰＭＳＣの社員です。兵力の損そん耗もうは想定の範囲内ですし、正当な報酬は支払っています。そもそも、彼らは人間ですらありません。

　なるほど、たしかに人間ではないな……と大雅は納得した。

　そのとき、大雅ははるか上空から自分を見おろす「視線」を感じた気がした。

「……なんだ？」

　つぶやいて夜空を見あげた瞬間、圧倒的な暴力が脳天に降り注いだ。

「──」

　首が飛ぶ。腕が飛ぶ。上半身と下半身が分断され、内臓が飛び散る。夜空に鮮血の飛沫しぶきが噴きあがる。一個の肉体が襤らん褸るのごとく、容よう赦しやなく引き千切られていく。ついに頭部が床面に落ちた。ごつっという衝撃。視界は九十度に傾いている。頰ほおにコンクリートの感触をおぼえた。

　しかも、傷口に異様な不快感をおぼえた。毒物を強引に流しこまれたような感覚。ただの弾丸ではなさそうだった。事実、肉体がなかなか再生しない……！

「なん、だ……これ……まさか──」

　余力を振りしぼり、視線を夜空にむける。

　常人には見えるはずもない機影が、たしかに見えた。

「戦闘ヘリ……？」

　そこで大雅の意識は闇やみに落ちた。




　同時刻、市庁舎の一室。

　壁一面を埋める大型ディスプレイの前には、内閣事務次官の瓜生うりゆう丈じよう一いち郎ろう、来くる栖す川がわ沙さ耶や市長を筆頭に、政財界の重じゆう鎮ちんたちが一堂に会していた。

　一応、日本国の総理大臣や閣僚たちの姿もあったが、この部屋においては、彼らの姿が目立たぬほどだった。事実、彼らの位置は「末席」と言っても過言ではない。

　ディスプレイにはいくつものウィンドウが表示されている。第一会場から第五会場まで、要所に仕掛けられた監視カメラの映像であった。

　ご丁寧なことに、各参加者がカメラに映りこむと、画面には文字情報が表示される。おかげで、どの種族なのかが一目でわかるようになっている。

　各会場の状況は千差万別で、ゴブリン兵が全滅した会場もあれば、逆に参加者が全滅寸前の危機にさらされている会場もあった。

　特に第五会場ときたら、弱小種族ばかりを集めた結果、悲惨なことになっていた。ビルの屋内で銃弾の嵐あらしが吹き荒れ、集められていた幻棲種ヴエイロンたちは次々と倒れていった。

　そのときだった。

　第五会場の映像に、異変が生じたのだ。

　つい先ほど、「吸血鬼族・月見里やまなし大たい雅が」と表示されている少年が、かろうじて屋上に逃げのびた。そこで一匹のゴブリン兵と肉弾戦を繰くりひろげ、瞬時に制圧した。そこまでは特に問題はなかったのだが──直後、上空から謎なぞの攻撃を受けたのである。

　少年の肉体は、またたく間に挽ひき肉にくとなり、いまやビルの屋上は血の海と化していた。

　しかも、異変はそれだけに留とどまらなかった。

　会場として使用されていた五棟のビルが、ほぼ同時に大爆発を起こしたのだ。

「なにが起こった!?」

　だれかが驚きよう愕がくの声をあげた。

「ふむ。あの少年を襲おそったのは、はるか上空からの……機関銃による射撃ですね。ビルの爆発は、ミサイルによるものでしょう。おそらくは──戦闘ヘリ。在日米軍の先遣隊といったところでしょうかねえ。この映像だけでは、機種まではわかりませんが」

　独り言のように解説をはじめたのは、瓜生うりゆう事務次官だった。

「陸を這はいずり回まわる兵たちにとって、攻撃ヘリによる対地攻撃は悪夢そのものですよ。とはいえ──」

　瓜生は憐あわれむような目をして、口元に嘲ちよう笑しようを浮かべた。

「愚おろかな連中です。その昔、アメリカ海軍が一匹の吸血鬼を退治するのに、どれほどの犠牲を払ったのか……とっくに忘れ去ったのでしょうか？　くふふふふ……」




　午前零時十五分。

　オリュンポス第六区の上空を飛んでいるのは、多用途ヘリコプターMH-60R「シーホーク」五機から成る部隊だった。各機が発射したヘルファイア・ミサイルが、各々の目標物──第六区内に点在する五棟のビルを捉とらえ、爆発させた。

　この時点で、各ヘリのパイロット及び射手は、作戦の成功を確信した。あとは帰還するだけのはずだったが、ここで意外な事態が発生した。

　瓦が礫れきと化したビルの周囲に、多くの熱源が探知されたからである。

　白く発光している人型であった。

　──まだ生存者がいたのか！　しかも、あの数はなんだ!?

　パイロットたちは意外に思った。

　末端の彼らは、敵が幻棲種ヴエイロンであることは知らされていないし、幻棲種の存在すら知らない。あくまでも、敵は潜伏中の多国籍テロリストだと説明を受けていた。

　作戦命令は掃討である。未開発区域である第六区において、確認できた生存者はすべて撃たねばならない。

「作戦を続行する──」




　ゴブリン兵たちは潰かい走そうしていた。

　複数のヘリから発射されたミサイルによって、五棟のビルが次々と崩落した際、ゴブリン兵の多くは生き埋めとなったが、それでも五十名ほどは地上に脱出することができた。

　史上最弱の称号を持つとはいえ、彼らも幻棲種の端くれではあったのだ。

　もはや「開会式の試験官」という役目など放棄して、ゴブリン兵は蜘く蛛もの子を散らすように逃げまどっている。

　そのとき、各ヘリコプターに搭載されているGAU-17/Aミニガンが、轟ごう然ぜんと火を噴いた。

　ゴブリン兵たちは、腐った果実のごとく擂すりつぶされていった。




　……闇やみ。

　大たい雅がは闇に抱いだかれていた。

　意識はある。だが、肉体の感覚はない。

　なにも見えない。なにも聞こえない。なにも感じない。

　ただ思考だけが、闇の奥で揺よう曳えいしているような感覚。

　それに、あの弾丸はなんだったのか──。自分の身体からだはどうなっているのか。最悪、もう二度と再生できないのではないか。先ほど食らった弾丸は、明らかに特殊な毒性をそなえていた……。

　そのとき、どこからともなく、声が聞こえてきた。

『──待たせたな、月見里やまなし大雅』

　一語一語に、ずしりとした重力が感じられる声だった。

　そう、これまでにも何度か、大雅の脳裏に響いた声。だが、過去に聞いたときと比べて、格段に〝強い〟声だと感じられた。

『貴様はなにも知らされていないようだが、貴様の血液には予を含めて、実に百八体分の吸血鬼が棲すんでいるのだ』

　──百八体……!?

『人工吸血鬼……これを思いついた人間は、極めて悪魔的であり、悪趣味であり、とんでもない大莫ば迦か者だ。だが、悪くない。ここまで突きぬけた莫迦ならば、予は諸もろ手てを挙げて歓迎しよう』

　──歓迎するのかよ。

『うむ。しかし、だ。百八体の吸血鬼が思い思いのままに行動しようとしたら、貴様の肉体など一瞬で崩壊していた。しかたなく、予は他ほかの吸血鬼を制圧することに決めたのだ。そして、たったいま制圧は完了した。すべての吸血鬼が、予の支配下に置かれたのだ！　つまり、いまこそ真の意味で人工吸血鬼が完成したと言える。予に感謝するのだな！』

　──よくわからないけど。僕はどうすればいいんだ？　そもそも、僕の身体からだはちゃんと再生できるのか？　さっき食らった弾丸、あれは異常だった……。

『銀製の弾丸に、高濃度の硝しよう酸さん銀ぎん水溶液が充じゆう塡てんされていた。なかなか凝った弾丸ではあったな。古来、銀を苦手とする幻棲種ヴエイロンは少なからず存在した。そうした情報を現代流にアレンジしたのだろう』

　──大丈夫なのか？

『はっ！　貴様が意識を失っている間に、解毒は完了した。己おのれの弱点を、予が放置しておくとでも思ったのか？』

　──そうか。で、これからどうする？

『今こ宵よいはそこで黙って見ているがいい』

　その瞬間、相手が嗜し虐ぎやく的な笑みをこぼしたような気がした。

『貴様に吸血鬼の戦い方を教えてやる──！』




「大たい雅が！　ちょっと、大雅!?」

　御薪みかまぎ製薬ビルの一室、黒くろ羽ははディスプレイの前で血相を変えていた。

　黒羽の部屋にも、市庁舎と同じように、開会式のリアルタイム映像を受信できる設備がととのっている。精神的な持病ゆえに外出できない黒羽は、自宅で開会式の一部始終を視聴していたのだ。

　ただし、映像は受信できても、各参加者のスマホは利用が制限されている。それは大雅とて例外ではない。たとえ大雅が生きているとしても、連絡手段はないのだった。

　一方、別の映像では、ゴブリン兵が無惨にも虐殺されていた。夜空から降り注ぐ機銃弾が、潰かい走そうするゴブリン兵を次々と挽ひき肉にくに変えているのだ。

　ゴブリン兵について、詳細はなにも聞いていない黒羽だったが、連中が『幻神大戦』の参加者をふるいにかけるために雇われたのだろうことは、察しがついた。いかにも、あの叔母──来くる栖す川がわ沙さ耶やのやりそうなことだと思う。

　本来ならば、ゴブリン兵の襲撃から生還した者たちが、晴れて『幻神大戦』に参加できるようになる予定だったのだろう。

　だが、もはや開会式そのものが大混乱に陥おちいっていた。

「……どう思う、ミラ？」

「沙さ耶や様がメールに書いておられた、アメリカ政府の横よこ槍やりでしょうね。在日米軍が保有する多用途ヘリです」

　ミラが淡たん々たんと応じた直後──。

　第六区の上空で、大爆発が二度、立て続けに発生した。

　海上都市に派遣されたヘリコプター部隊のうち、二機が一瞬にして業ごう火かにつつまれていた。炎ほのおと黒煙を噴きあげながら、二機はぐるぐると不自然な軌跡を描きつつ、六区内に墜落した。そして爆発──。

「なにが起こったの……？」

「お嬢様、あの映像をご覧下さい！」

　と、ミラがウィンドウの一つを指さした。

　黒くろ羽はは見た。

　第五会場が崩れて生じた瓦が礫れきの山。

　その頂上に、一人の男がいた。

　あの男が、ヘリを撃墜したというのか？

　いや、それ以前に……あの男はだれだ？

「あれは大たい雅が？　でも、ちがう……」

　黒羽は眉まゆをひそめた。

　神の遣いのごとく、否いや、もはや神そのもののごとく、その男は超然とした佇たたずまいで、瓦礫の上に直立している。

　その周囲には、無数の黒い生物が飛び交っている。蝙こう蝠もりだった。まるで王の即位を祝福するかのように、蝙蝠の群が乱舞している。

　大雅よりも頭一つ分は長身だろう。髪も背まで伸びて、まるで獅し子しのたてがみを思わせた。もはや少年の面影は微み塵じんもなく、青年のようにも、壮年のようにも見えた。その双そう眸ぼうは、異様なまでに戦闘的で狂気じみた光を、ぎらぎらと発している。

　服装にしても、大雅が着ていた平凡な私服とは打って変わって、漆黒の、軍服風のロングコートを着用している。

　はっきり言って、月見里やまなし大雅とは別人だ。

　にもかかわらず、どこか大雅の面影を感じさせるのである。

《傾聴せよ！　我が名はヴラディスラウス・ドラクリヤ！》

　と男が名のりをあげた。区内のどこかに設置されているマイクロフォンが生きていたのだろう、その声は黒羽のもとにも届いた。

「ヴラディスラウス……ドラクリヤ？　それって、まさか──！」

「お嬢様？　心当たりでも……？」

「〝串くし刺ざし公〟として有名な、ヴラド・ツェペシュのラテン語名よ。彼自身の署名に由来する呼び方だわ」

「ヴラド・ツェペシュといえば、たしか『吸血鬼ドラキュラ』のモデルとなった歴史的人物……でしたか」

「ええ、そうよ」

　ドラキュラ伯爵の物語を黒くろ羽はが最初に読んだのは、わずか五歳のときであった。吸血鬼の研究に勤いそしんでいた変人夫婦──両親からプレゼントされたものだった。ある意味、黒羽が吸血鬼研究に興味を抱いだいた原点ともいえる書物だ。

「ですが、あの殿方がヴラド本人だとでも仰おつしやるのですか？　たしかにブラム・ストーカーはヴラドをドラキュラのモデルとして採用しましたが……実際の串くし刺ざし公ヴラドは、ただの人間だと思うのですが」

「そうかもしれない。だけど、一般には戦死したと伝えられているヴラドが、実は吸血鬼となって生き延びていたのだとしたら、どうかしら？　そして、なんらかのルートでヴラド関連の情報を得たストーカーが、その知識をもとに『吸血鬼ドラキュラ』を執筆したのだとしたら？　いえ、勝手な憶測は禁物ね。まずは、この状況を見守りましょう」

　なんとか自制した黒羽だったが、その胸はふしぎと高鳴っていた。




「まったく不愉快極まりない。なんだ、この醜い街は？　なんだ、あの醜い兵器は？　なんだ、この腐り果てた死し骸がいのような空気は？」

　ヴラドは夜空にむけて、自分の言葉を次々と投とう擲てきした。

「あれも否いな！　これも否！　否、否、否！　そうだ、予は否定形の獣けものである！」

　孤独な狼おおかみが雄お叫たけびをあげるように、ヴラドは頭上の満月に手をのばした。

「聞け、この戦場に集つどいし、高貴なる種族どもよ！　これ以上、人類に愚弄されたままでよいのか！　しょせん、この『幻神大戦』は人類が我々を欺いた結果、構想されたものにすぎなかった。それはたしかだ。しかし、だ。貴様らにとって、この『幻神大戦』は己おのれの力を試す絶好の機会だったはずだ！　勝者に東京を与える？　くだらぬ！　あまりにも下世話である！　我々にとっては、この高貴かつ強きよう靱じんなる肉体こそが、己の領土！　目先の欲望に囚とらわれるな！　予が望むのはただ一つ──命を賭かけた殺し合いのみ！　そして、この神聖なる祭典を穢けがそうとする輩やからには、死の鉄てつ槌ついを下すのみ！　さあ、あの醜しゆう悪あくな乗り物は、まだ三機も残っているぞ！」

　その声には、第六区に集いし、すべての幻棲種ヴエイロンに届くほどの、すさまじい威圧がこもっていた。




「うおおおおおおおおっ！」

　ヴラドの大音声を耳にして、真っ先に奮ふるい立ったのは、李龍威リー・ロンウエイだった。

　先刻、第三会場でゴブリン兵の強襲を受けた龍威は、使い魔の龍りゆうたちを駆使して、なんとかビルの外に逃れた。他ほかの参加者たちがどうなったのかは、わからない。しかし、これは『幻神大戦』のプロローグなのだ。他の参加者を気づかっている余裕はなかった。

　その直後、第三会場として使われていたビルにミサイルが撃ちこまれ、大爆発を起こした。一応、龍威ロンウエイは素顔をかくすために変装をしていたのだが、爆風に煽あおられた結果、いまでは素顔をさらしてしまっている。もっとも、周囲に幻棲種ヴエイロンの気配はないので、いまさら顔をお月様に見られたところで、どうということはない。

　それ以前に、龍威の顔は砂さ塵じんと煤すすにまみれているため、たとえ知人に出くわしたとしても、気づかれることはないだろう。

　しばらくは周囲を警戒し、瓦が礫れきの片隅に隠れていた龍威だったが、そこで先ほどの演説じみた声が轟とどろいた。

　一体、どこから聞こえてきたのか──声の主がどこにいるのかは見当もつかないが、あの声はたしかに龍威の魂を揺さぶった！

「ははっ！　その通りや！　俺おれたちの戦いを穢けがすもんは、絶対に赦ゆるさへんでぇ！」

「それは同感ね──」

　と、龍威の脇わきに、狐きつねの面を装着した女が現れた。

　夜の闇やみを生地にしたような、ゴスロリ衣装を着用している。

　たしか第三会場にいた女だ──と龍威は気づいた。

　頭の先から足の先までボロボロになった龍威とは対照的に、その女の衣服には一点の汚れも見られない。あの状況を、どうやって無傷で切りぬけたのか、悔しいが龍威には想像もつかなかった。

　狐の面のせいで女の顔は隠されているが、むしろ良かった。もし、彼女が美人だったりしたら、龍威は緊張のあまり、まともにしゃべれなかっただろうから。

「獲物はヘリコプターが三機、と言っていたわね」

「ほな、俺たちで叩たたくか！」

「いいえ。あの程度なら、わたし一人で充分よ」

　女の全身が発光した。その背に四つの光球が芽生えたかと思うと、戦闘機も顔負けの勢いで、夜天へと飛び立った。その光球は、巨大な尻尾しつぽのようにも見えた。

「なんやねん、あの女!?　空戦特化の種族か!?」




　一方、埠ふ頭とうに位置する第一会場では──。

「なにがどうなってんだかなー？」

　ダミアンが軽い調子でつぶやくと、ラースは溜ため息いきをもらした。

「こんな状況でも、軽いですね……」

「まあ、深刻ぶってもしかたないっしょ？」

「それはまあ、そうですが」

「ま、安心していいよー。ラースのことは、俺が守ってやっから」

「余計なお世話です！　自分の身くらい、自分で守れますから！」

　ラースは憤然としたが、しかし、ダミアンと共闘していなければ、かなり危なかったのも事実である。

　第一会場は、埠ふ頭とうに建てられたビルだった。およそ二十名が集まっていた。ダミアン以外に顔見知りはいなかった。

　開会式の開始時刻と同時に、会場に特殊閃光音響弾スタン・グレネードが投げこまれた。

　しかし、ダミアンが瞬時に反応し、蹴けり飛ばしたことで、グレネードは室外で炸さく裂れつ。おそるべき反応速度、そして身体能力と言えた。神業といっていい。

　その直後、窓からゴブリン兵が大量に突入してきたのだが、ダミアンは落ち着いたものだった。人じん狼ろうの能力を使うことなく、ゴブリン兵の過半数を素手で撃退してみせた。

　ラースも奮戦した。とある事情により、まだ巨人の「能力」を使えないラースは、はっきり言って腕っ節が強いだけの人間と大差ないのだが、一匹目を拳で倒したあと、サブマシンガンを強ごう奪だつ。怒りに任せて撃ちまくった。

　二人が暴れ狂ったことで、ゴブリン兵は一掃された。とはいえ、特殊部隊兵並みに訓練されたゴブリン兵が手て強ごわかったのも事実だ。

　結局、第一会場の生存者は、ダミアンとラースだけとなった。

　その後、ミサイルの接近を感覚的に察知したダミアンが、「やべっ！」と叫んだ。そして、ラースをお姫様よろしく抱っこすると、迷うことなく窓から飛び降りた。

　二人は海面に落下して、できる限り潜水した。

　直後、ビルにミサイルが直撃。大爆発と大崩壊。しばらくして、海面に浮上したラースは、ただただ呆ぼう然ぜんとして、その光景を眺めることしかできなかった。

　悔しいが、ダミアンの機転がなければ、あそこで終わっていた……。

　そして、「これからどうするか？」をダミアンと話し合っていたところ、あの謎なぞめいた演説がはじまったのである。

　演説者は、「ヴラディスラウス・ドラクリヤ」と名のった。

「ダミアン……僕にはもう、なにがなんだかわけがわかりません。僕たちは開会式に顔を出しただけなのに……どうしてこんなことに！　それに、刹せつ羅らさんは無事でしょうか？　彼女はたしか、第三会場だと言っていましたが……」

　全身からぽたぽたと水滴を垂らしつつ、ラースは頭を抱えた。

「おいおい、セッちゃんは天てん狐こだぜ？　そう簡単にくたばるかって。ほら、見ろよ──」

　ダミアンにうながされ、夜空を見あげたラースは瞠どう目もくした。

　流星のような光点が、夜空を舞台に、華麗に踊っていた。




「ホークス５より各機！　応答せよ！」

　海上攻撃ヘリコプター飛行隊、通称「フリーダムホークス」の隊員たちは、恐きよう慌こう状態に陥おちいっていた。五機編成で出撃したのだが、突然、予想外の事態に襲おそわれたのだった。

「くそっ！　撃墜されたというのか！」

　信じられない気分だった。僚りよう機きが立て続けに爆発四散したのだ。いまや孤こ立りつ状態。念のため僚機に呼びかけてみたが、応答はなかった。

　自分たちは順調に作戦を進めていたはずだ。

　国際テロリストの拠点五箇所を攻撃し、残党を殲せん滅めつした。その後、意気揚々と帰投するはずだった。ところが、パイロットたちの凱がい旋せん気分を破砕するように、異常事態が発生したのである。一体どこから、どのように攻撃されたのかすら判然としない。

　とにかく、今すぐオリュンポス上空から離れねばならない。おそらく、敵は未知の兵器を装備しているのだろう。次は自分たちの番だという予感が、悪お寒かんとなってパイロットの背筋を這はいのぼった。

《ＣＩＣ戦闘指揮所よりホークス５。なにが起こっている!?　報告せよ！》

　とＣＩＣから通信が入った。それに応じようとした矢先、パイロットは眼前に信じがたい「存在」を見た。

　背中に四つの光球を浮かべた女が、シーホークと併走するように飛んでいるのだ。その顔は狐きつねの面で覆われている。頭部には金色に光る耳が生はえている。

「狐みたいな女です！　ゴスロリ系ファッション！　空を飛んで──」

　その言葉は、パイロットが最後にもたらした報告としてＣＩＣに伝えられた。




　三機のヘリが次々と撃墜されていく様子を、ダミアンは嬉き々きとして眺めやった。

「いまのは、刹せつ羅らさんの仕業でしょうか？」

　とラースが尋ねてきた。凡人並みの視覚しか持たないラースには、光点が夜空を舞っているようにしか見えなかったのだろう。

「だな。セッちゃんのやつ、珍めずらしく張りきってんなあ。尻尾しつぽの一振りでヘリを叩たたき落としやがった」

　人じん狼ろうの視覚は、夜空で繰くりひろげられた戦闘の詳細を克明に捉とらえていた。

「それにしても、あのヘリの所属はどこなんでしょう？」

「あれは在日米軍のシーホークってやつだな」

　ダミアンが物知り顔で応じたそのとき、背後から自動車のエンジン音が響いてきた。二人そろってふりかえると、黒のランドクルーザーが猛スピードで接近してくる。

　と、助手席の窓から老人が顔を出し、「おーい！　ラース！」と呼びかけた。

　どうやらラースの仲間らしい。

　詳しくは聞いていないが、なんでも巨人族とドワーフ族は提携しているらしい。ドワーフ族がなんのために巨人族に協力しているのかは謎なぞだし、ラースも教えてはくれなかったが。ちなみに、老人がわざわざ声を張りあげたのは、敵だと誤解されないためだろう。

　それにしても、封鎖されているはずの第六区に突入するとは、無む茶ちやをしたものだ。

　事実、ランクルのフロントバンパーの一部は破損している。強引にどこかの通つう用よう口ぐちを突き破ったのだろう。

「俺おれ、ちょっくら隠れとくわ。つい忘れそうになるけど、俺たちは敵同士なんだし。俺とラースがつるんでるところをドワーフ族の人が見たら、いい気分はしないだろ」

「僕は気にしませんが──」

　ラースがふりかえったときにはもう、ダミアンは跳躍していた。適当なビルを選んで、その屋上にひらりと着地する。しばらく眼下を眺めていると、ラースは問答無用でランクルに乗せられた。あっと言う間に走り去っていく。

「ドワーフ族がわざわざ迎えに来たってことは、いよいよラースの本気が見られるってことかな？」

　ダミアンは胸を躍おどらせつつ、なにげなく海のほうを眺めやった。

　実のところ、ラースの能力がどのようなものなのか、ダミアンは聞いていない。

　もしかしたら今夜、その一端くらいは見物できるかもしれないと思うと、心が躍った。

　ビルの高さは二十階ほどだろうか。ここからだと、周辺地域を見通すことができる。

　あのシーホークたちの巣と、その守護者たちの姿も──。

「ははっ！　こいつは大盤振る舞いだ！」

　ダミアンは腹を抱えて笑った。

　夜の闇やみにまぎれつつ、刻一刻と接近してくる艦影の数々──。

　ニミッツ級航空母ぼ艦かん「ロナルド・レーガン」を中心とする、第五空母打撃群であった。




　ロナルド・レーガンから出撃した海上攻撃ヘリコプター飛行隊「フリーダムホークス」五機は、順調に作戦を進めていったものの、次々と撃墜された。原因は不明である。ホークス５のパイロットに至いたっては、「狐きつねみたいな女です！　ゴスロリ系ファッション！　空を飛んで──」という意味不明なメッセージを残した始末である。恐怖のあまり幻覚でも見ていたのだろうか。

　当初は、フリーダムホークスによる対地攻撃で片をつけるつもりだった。標的は国際テロリスト。海上都市オリュンポスの第六区に潜ひそみ、五箇所に分散しているという情報だった。

　敵の武装は不明とのことだったが、ヘリの対地攻撃で充分に無力化できると、当初はだれもが楽観していた。

　だが──五機のシーホークと、二十名の乗員を失った。

　その結果を受けて、作戦は第二段階へと移行された。

　空母の飛行甲板から、戦闘攻撃飛行隊が発進した。機種はF/A-18E「スーパーホーネット」。飛行隊の通称は「ホワイトレイヴン」。

　彼らの任務は、空爆により第六区の全土を焼き尽つくすことであった。

　部隊は四機編成で、二機が爆弾投下を担当し、他ほかの二機は護衛である。

　発進した時点では、パイロットのだれもが成功を確信していた。彼らは「敵は潜伏中の国際テロリスト」だと聞かされていた。この期に及んで、司令部は敵の本質を伝えようとはしなかったのである。

　敵はシーホークを撃墜するだけの兵器を保有しているらしいが、こちらは戦闘機だ。ヘリコプターとは機動性がちがう。

　しかも、各機が搭載しているのは、最新式のサーモバリック爆弾であった。

　第六区をＡＢＣＤの四つに分け、各ブロックに一発ずつ爆弾を落とせば、第六区の全域を焼却できる。

　第六区に居合わせた人間も動物も微生物も、瞬時に死に絶たえるはずであった。

　見る見るうちに海上都市オリュンポスが迫る──そのとき、異変が起きた。

　凄せい絶ぜつな雷鳴とともに、前方の空域に巨大な生物が顕けん現げんしたのである。

　あり得ない事態だった。

　凶暴そうでありながらも、神々しさを感じさせる顔つき。九本の雄々しい角。蛇へびのように長い肉体。

　その威容を一言で表現するなら、さしずめ「東洋の龍オリエンタル・ドラゴン」であろうか。

《隊長！　あれは……あれは一体、なんでありますか!?》

　僚りよう機きからの通信が入る。明らかに冷静さを失っていた。

「うろたえるな！　我々の任務は海上都市の爆撃だ！　最大速度で未確認飛行物体の脇わきを通過し、都市上空に──」

《うわああああああ!?》

　次の瞬間、僚機──レイヴン２が、海上から屹きつ立りつする列柱のような竜巻に翻弄された挙げ句、空中で爆散した。いつの間にか、海上では無数の竜巻が荒れ狂っているのである。

　隊長は目を疑った。あれほどの異常気象が発生しているにもかかわらず、ＣＩＣからなんの連絡もなかったとは。あの龍りゆうの出現と同時に、天候が激変したのだ。

　と、龍が吼ほえた。禍まが々まがしい上顎あごと下顎を大きく開くと、炎ほのおのような塊かたまりを吐いた。隊長機とレイヴン３はかろうじて回避したが、レイヴン４はエンジンを破損。そのままきりもみ飛行した末に、海中に没した。そして爆発。盛大な水柱が発生した。

　隊長は歯は嚙がみした。まだ都市上空にすら達していないというのに、部下を二人も失ってしまった！

《ＣＩＣよりレイヴン１！　なにが起こっている!?》

「異常事態だ！　あんな化け物がいるなんて話、聞いてねえぞ！　よくも……よくも可愛かわいい部下たちをぉおおおっ……」

《レイヴン４よりレイヴン１へ！　おかしな女が追尾してきます！　くそっ、振り払えない！　なんなんだよ、こいつはぁああっ！》

「レイヴン４！　どうした？　なにを言って──」

　龍だけでも厄介なのに、今度は「女」だと？

　龍が吐く炎に、容よう赦しやなく迫ってくる竜巻。隊長は双方をなんとか回避しつつ、レイヴン４を肉眼で確認した。

　そして瞠どう目もく。たしかに、金色に輝く光球をいくつも背負った女が、レイヴン４のキャノピー周辺にまとわりついている。

　あり得ない。絶対にあり得ない。

　音速で飛ぶ戦闘機と併走するように、生身の女が飛行しているなんて……！

　あの龍りゆうにせよ、不気味な女にせよ、自分は幻覚でも見ているのだろうか。

　だが、すでに僚りよう機きを二機も失っている。彼らの死は、どう考えても幻覚などではない。

　なんとか僚機を援護してやりたいが、下手に攻撃するわけにはいかなかった。あれほど接近されていたら、僚機を撃ちかねない。

《うわあああっ！》

　刹せつ那な、レイヴン４が絶叫した。謎なぞの女がくるりと回転した拍子、まるで巨大な金かな槌づちを振りおろしたかのように、複数の光球がキャノピーを直撃したのだ。レイヴン４の機体も、轟音とともに四散した。まるで羽虫を片づけるかのような雰囲気を感じさせた。

　そして、龍と女が、ほぼ同時に隊長機を一いち瞥べつした。

「くそっシツト！」

　隊長は激怒した。血が沸騰しているような気分だった。ＣＩＣからごちゃごちゃと通信が入っていたが、強引に切った。

　女か龍、どちらかだけでも道連れにしてやらねば、もはや気がすまない。

　しかし、女は戦闘機と同等の機動力を持っている。下手にドッグファイトをしようものなら、僚機と同じ末路をたどることになる。

　ならば──標的は龍だ。

　隊長は機種を龍の蛇じや体たいにむけた。どこでもいい。爆弾を抱えた機体をぶつけてやれば、あの龍とてひとたまりもないはずだ。

　猛然と滑空し、龍の腹部をめざす。龍が炎ほのおを吐いて弾幕を張る。女が追いかけてくる。眼下では竜巻が荒れ狂っている。そのすべてを、持ち前の操縦技術と経験の蓄積によって、隊長はすべて回避した。そして──。

「うおおおおおおおおおおおおっ！」

　隊長が絶叫した直後、機体は龍の脇わき腹ばらへと激突した──。




　凄せい絶ぜつな大爆発が、龍の蛇体を襲おそった。鱗うろこに覆われた部分だった。隊長機は、最後の最後にパイロットとしての意地を見せたのだった。

　だが、龍はほんの少しだけ、不快そうに身をひねっただけだ。

　戦闘機が激突した鱗には、かすり傷一つ付いてはいなかった。

　逆げき鱗りんに触れることさえできなかった。




「はあ……」

　リンデは瓦が礫れきの陰にひそみつつ、途方に暮れていた。

　第四会場に入ったあと、謎の兵士に襲撃されるわ、ビルが大爆発を起こすわ、ヘリコプターから機銃掃射を浴びせられるわ……散々である。

　それでも生き延びることができたのは、とっさに天使形態となって、すべての攻撃を徹底防御したからに他ほかならない。

　第四会場で一緒になった幻棲種ヴエイロンたちは、ほぼ全滅。できることなら、全員を救いたかった。が、不意をつかれたせいで、リンデといえども反応が遅れてしまったのだ。

　リンデが唯一、救うことができたのは、たまたま自分のそばで座りこんでいた、一人の少女だった。

　ピンク色の髪をツインテールにし、ロリータ風のドレスを着用している。思わず息を吞のんでしまうほど可か憐れんな美少女だ。おそらくスラブ系だろうと思われた。

　問題なのは、彼女が顔を隠すなどの自衛策を一つも採っていないこと。プライベートでなにかあったのか、妙に投げやりなこと。そして、しきりにぼそぼそと独り言をつぶやいていることだった。

　もしリンデが助けていなければ、彼女はあっけなく死んでいただろう。

「えっと……あなた、お名前は？」

「アニーシャ」

　相手は素っ気なく応じた。

「可愛かわいらしいお名前ですね。わたしのことは……そうだ、〝魔女っ子天使ミカエル〟とでも呼んでください！」

「…………」

　アニーシャは無表情のまま沈黙を保たもった。

　ギャグが不発に終わったせいで、リンデは顔を赤くした。ちなみに『魔女っ子天使ミカエル』とは、リンデが子どものころに好きだった絵本である。

「ごめんなさい。わたしのことは、リンデと呼んでください」

「どうでもいい」

「えっ？」

「……大嫌いだった。死んじゃえって思ってた。なのに……いざ死んだら、心にぽっかりと孔あなが空いたみたいで……わけがわかんない」

「えっと……なにがあったのかは知りませんが、いまは生き抜くことを考えないと駄目だと思うんです」

「放ほうっておいて。わたしなんて、もう生きる価値もないんです。だって、そうじゃないですか。母親を……この手で殺しちゃったんだから──」

　リンデは困惑した。アニーシャはなにを言っているのだろう？

　だが、アニーシャを気にかけてばかりはいられなかった。

　リンデの聴覚は、たしかに捉とらえたのだ。

　はるか遠方──海上にて、次々と轟音がほとばしるのを。どうやら海上で戦闘が始まったらしい。

　と、アニーシャも顔を上げた。

「敵が……来てるの？　オリュンポスがなくなったら、わたし、生きていけない……」

「アニーシャさん？　落ち着いて──」

「落ち着いてなんかいられません！　セツラ先生がいるこの島を守らなくちゃ！」

　次の瞬間、アニーシャの姿が忽こつ然ぜんと消失したので、リンデは目を丸くした。




　戦闘機部隊より少し遅れて、艦隊と海上都市の狭間はざまに突如として出現した龍りゆうを探知した第五空母打撃群は、狂ったように猛攻を開始した。

　空母を護衛していたタイコンデロガ級ミサイル巡洋艦一いつ隻せきと、アーレイ・バーク級ミサイル駆逐艦二隻が前に出て、ＶＬＳからトマホークを、四連装発射筒からハープーンを次々と発射したのだ。と同時に、五インチ単装砲や二十五ミリ単装機関砲が火を噴いた。空母からは、残存していた艦載機が続々と出撃した。

　龍の巨体を撃ち損じるはずもなく、ミサイルも砲弾も全弾命中。

　にもかかわらず、乗員たちの期待はあっけなく裏切られた。

　龍の肉体は無傷であった。第九子、椒図ジヨクトの能力で防御された肉体は、ミサイルさえ無効化していた。

　空母打撃群の指揮官を務める少将を筆頭に、だれもが啞あ然ぜんとして硬直していると、突然、アーレイ・バーク級の一隻に異変が起きた。

　海面からのっそりと、巨大な怪獣じみたなにかが現れて、アーレイ・バーク級を取りこみはじめたのである。

　軍人たちが知る由もなかったが、それは赤石あかし埜や舜しゆん嶽がくが放った使い魔──鵺ぬえであった。多種多様な小動物を無理やり継ぎ合わせたような、不気味な肉塊。

　その質量は、駆逐艦を軽く凌りよう駕がするほどであった。空母にも匹敵するだろう。

　狂ったようにＣＩＷＳを撃ちまくり、謎なぞの敵を排除しようとするアーレイ・バーク級だったが、弾は肉に穴を穿うがつだけで、致ち命めい傷しようを与えることはできなかった。穴はまたたく間に修復されていき、乗員たちを絶望の淵ふちに陥れた。

　アーレイ・バーク級の艦体が、徐々に吞のみこまれていく。醜しゆう悪あくで生温かい肉の内側で、有機物も無機物も関係なく、無差別に、平等に咀そ嚼しやくされていく。それでもまだ足りないとばかりに、未知の生物は二隻目のアーレイ・バーク級に襲おそいかかった。

　一方、タイコンデロガ級にも異変が生じた。なんの前ぶれもなく、艦橋が爆発炎上したのである。

　鋼鉄をも融ゆう解かいさせるほどの、圧倒的な熱量に襲われたのだろう。ゆっくりと沈みゆく残ざん骸がいの断面は、冷えた熔よう岩がんのようであった。




「できた！」

　量子テレポートとでも呼ぶべき瞬間移動を実現させたアニーシャは、埠ふ頭とうから海上を睨にらみすえていた。その背からは、虹色の艶つやを帯おびた翅し翼よくを生はやしている。

　たったいま、アニーシャは自分の肉体に秘められた「力」を、自分の意思で発動させたのだった。カッとなって母親を殺したときの感覚を再現するかのように。

　目の前の光景が、信じられなかった。自分が指先から放った閃せん光こうが、一いつ隻せきの軍艦を破壊したのである。「力」の覚かく醒せいに連動したのか、視力も異様なほど上昇し、はるかなる闇やみの彼方かなた、黒々とした海に没していく艦の残ざん骸がいを、克明に捉とらえていた。

　あの一隻に、どれほどの隊員が乗艦していたのか、アニーシャは知らない。三百人だろうか。五百人だろうか。少なくとも、数百人の命を奪ったという手て応ごたえは、漠然と感じられた。だけど、先に攻撃してきたのは彼らのほうだ。アニーシャ自身は「いい子」でいたいと思っているのに、理不尽な攻撃を仕掛けてくる。あのママのように。

　以前のアニーシャなら、「悪いのは自分だ」と思うことであきらめていた。

　いや、そう思いこまされてきた。

　だが、それももう、おしまいだ。

「わたしにだって、できることがある──」




　空母の護衛艦三隻が次々と轟ごう沈ちんしていく様子は、海上都市の南方二千メートル、潜行深度四百メートルで待機中の、ロサンゼルス級攻撃型潜水艦にも伝わっていた。本作戦のために出撃した空母打撃群の一隻である。

　ちなみに、今回の作戦に輸送艦は参加していない。一般に空母打撃群は六隻編成であるが、短期決戦を予定していたため、まさか補給が必要だとは思われなかったからだ。そのため全五隻での出撃となった。

　結果として、残存しているのは空母と潜水艦のみである。

　ミサイル巡洋艦一隻とミサイル駆逐艦二隻は轟沈。この三隻に乗っていた士官・兵員は約一千名。そのうち、どれだけの数が生存しているのかもわからない。

　──最悪、全滅の可能性もありうるな……。

　発令所にて、艦長はいやな汗をかいていた。悪い夢でも見ているかのようだ。

　──一体、わが空母打撃群はなにと戦っているのだ……!?

　三隻の護衛艦がまたたく間に沈められた。このままでは、空母までが同じ運命をたどりかねない。いますぐ空母を援護すべきか。しかし、この原子力潜水艦には、他艦とは異なる特殊任務が与えられていた。

　万が一、四隻の僚艦──空母、ミサイル巡洋艦、二隻のミサイル駆逐艦では敵を殲せん滅めつできないと判明した場合、本艦は海中よりトマホークを発射せねばならない。ただのトマホークではない。核弾頭を積んでいる。海上都市オリュンポスを一発で沈めるだけの威力があるという……。

　第六区に潜伏しているという国際テロリストを殲滅するために、どうして海上都市を丸ごと犠牲にせねばならないのか、艦長にはわけがわからない。あの人工島には、アメリカ人だって二千人ほどが移住しているのである。とはいえ、軍において上官命令は絶対遵じゆん守しゆせねばならないし、異論を差し挟むような権限もない。

　無論、核ミサイルの出番がある可能性について、艦長はゼロだと確信していた。あくまでも保険なのだと自分に言い聞かせていた。しかし、もはや限界だった。撃つべきタイミングがきたのだと、艦長は悟っていた。

「なんだ、これは!?」

　ふいに叫んだのは、ソナー員だった。

「どうした？」

「巨大な構造物が……こちらに高速で接近中！」

「なんだと!?　いままで気づかなかったというのか！　なにが現れたというのだ？」

「わかりません！　潜水艦でないのはたしかです！　なにかとてつもなく巨大な物体です！　さらに接近中！　距離五百！　距離四百！　速い！　速すぎる……」

「魚雷発射管──」

　艦長が攻撃命令を出そうとしたとき、壮絶な衝撃が艦隊を襲おそった。艦長はじめ、およそ二百名の乗員は、自分たちがなにに襲われたのかもわからぬまま、海の藻も屑くずとなった。

　潜水艦を大破させたそれは、労働作業を一つ終えたかのように、淡たん々たんと反転した。




　ビルの屋上に腰かけて、夜風に銀髪をなびかせながら、ただニヤニヤと戦況を見守っていたダミアンは、「そろそろ試合終了かな？」とつぶやいた。

　もはや現存しているのは、空母ロナルド・レーガンのみである。

　潜水艦の存在もダミアンは地上から察知していたが、その気配も先ほど消えた。きっとラースの手柄だろうが、残念ながら、どんな戦い方をしたのかは見当もつかなかった。

　一方、二隻のミサイル駆逐艦を喰らった幻棲種ヴエイロンは、それで満腹になったのか、空母を残して姿を消した。

　ダミアンは直感した。きっと繁華街でビルを破壊したやつにちがいない──と。

　空母の二キロメートル前方、海上都市の正面には、巨大な龍りゆうがいまも滞空して、睨にらみをきかせている。あれが守護者のごとく留とどまっている限り、空母がなにをしたところで、都市に攻撃を加えるのは不可能だ。

　気になったのは、ミサイル巡洋艦を一瞬で轟ごう沈ちんさせた幻棲種である。あれはたしかに少女だった。後ろ姿をちらっと見ただけだったが、おそるべき能力だった。

「いや～。ほんと世界は広いね。俺おれですら知らなかった連中が、続々と集まってるんだからさ」

　そのとき──ザッ……という重々しい足音とともに、一人の男が埠ふ頭とうに現れた。

　深い重い闇やみを孕はらんだ、禍まが々まがしい風とともに──。

「へえ。さっきの演説、あいつだな？　どこの種族かは知らんけど、とんでもない妖よう気きを感じるぞ……」

　ダミアンはにやりと笑った。無論、手助けをするつもりはない。お手並み拝見とばかりに、観察をはじめた。




　──なんなんだ、この男は？

　ヴラドの五感を通じて、大たい雅がは外界の情報を余すところなく得ていた。

　いまも大雅の意識はある。しかし、肉体の主導権はない。

　大雅はただの傍ぼう観かん者しやとして、ただ戦況を見守るだけの存在となっていた。




　埠ふ頭とうに立ったヴラドは、呪文のように告げた。

「四十五番の吸血鬼よ。汝なんじの権能をここに顕あらわせ！」

　大地が震動をはじめた。と見る間に、海面が割れた。その狭間はざまから、巨大な生命体がゆらりと出現した。

　イカによく似た軟体動物で、吸盤をそなえた触手をうねうねと蠢うごめかせている。その巨おおきさときたら、全長百五十メートルを超える空母を、軽く凌りよう駕がするほどだった。

「行け、アルキテウティス！　人間の分際で〝王〟に挑みかかった罰だ！　鋼鉄の乗り物に引きこもり、小こ賢ざかしい兵器に頼るしかない愚者どもに、真の暴力を教えてやる！」

　アルキテウティスと呼ばれた巨大生命体は、ヴラドの指令に応じるように、大量の墨すみを吐いた。その黒い液体は、津波のごとく、空母の航空甲板及びアイランドに襲おそいかかり、闇やみよりも深い黒に染めあげた。

　そして、アルキテウティスは幾本もの触手を駆使して、空母を羽交い締めにした。

　ＣＩＷＳが弾幕を張ったが、アルキテウティスの柔らかな肉は、すべての弾をしっとりと包みこんだ。弾はいったん肉にめりこんだものの、肉を突き破ることはできず、一滴の血を流させることもできず、ゆっくりと押し戻された。

　次の瞬間、余っていた触手が、縦じゆう横おう無む尽じんに振るわれた。機関部も、各種兵装も、レーダーも、容よう赦しやなく破壊されていく。

　まだ飛行甲板に残っていた航空機などは、ちゃぶ台をひっくり返されて散乱した食器のごとく落下して、次々と真っ暗な海中に没した。

　無謀にも、ライフルを手にして出撃した兵士たちが数十名はいたが、ある者は叩たたきつぶされ、ある者は海中に吹き飛ばされた。

　そんな状況を愉たのしみながら、ヴラドはさらに呪文を告げた。

「そこまでだ、アルキテウティス。汝の役目は終わった。己おのが巣に還かえるがよい」

　その言葉に応じて、巨大生命体は姿を消した。

　いまや暗い海面に残っているのは──。

　大量の墨をぶっかけられ、戦闘不能に陥おちいった空母のみ。

「二十番の吸血鬼よ！　汝の権能をここに顕せ」

　そのとたん、ヴラドの肉体に異変が生じた。肉体が次々と分裂していく感覚。肉体が霧のような微粒子に変へん貌ぼうしていく。

　漆黒の霧と化したヴラドは、またたく間に海上を移動して、空母の飛行甲板に降り立った。そのときにはもう、元の姿にもどって、悠然とコートの裾すそを海風になびかせている。

「一番目の吸血鬼よ……」

　そこまでつぶやいて、ヴラドは苦笑した。

「いや、それは予であったな。我が権能を、ここに顕あらわす！」

　その呪文に応じて現れたのは、一振りの大剣であった。楯たてとしても使えそうなほど幅広いが、普通の剣ではなかった。

　その刀身は生物的で、魔物の筋肉を彷ほう彿ふつとさせる。随ずい所しよに太い血管が張りめぐらされ、ドクンドクンと脈打っているのだ。

「久しぶりだな、相棒。わが愛すべき魔剣よ」

　懐旧の念をこめて、ヴラドは魔剣に語りかけた。

　と、その不気味な刀身の中央に、一つの眼球が現れた。閉じていた目ま蓋ぶたを開いて、ヴラドに目礼したのである。

「これより、〝王〟に刃向かいし逆賊を断罪す！」

　はるか彼方かなたに位置するＣＩＣ戦闘指揮所にむけて、ヴラドは大音声を放った。

　乗員の姿は見えずとも、気配は容易に察知できる。

　グロテスクな愛剣を、悠然と振りあげた。一気に振りおろし、甲板に打ちつける。まるで柔らかな肉を切り裂くかのように、刀身はあっけなく、甲板に突き刺さった。

「予は万物を串くし刺ざしにする者──〝ツェペシュ〟なり」

　刹せつ那な、ヴラドが莫ばく大だいな妖よう気きを魔剣に注つぎこんだ。

　全身から深紅のオーラが立ちのぼる。闇やみ夜よに、突如として太陽が芽生えたかのような光景だった。そして、艦体を揺るがすほどの衝撃が連続した。

　飛行甲板の表面から、次々と棒状の物体が生はえた。

　それは、まさしく〝串〟だった。血液を凝固させたように赤黒い、グロテスクな串だった。串といっても、直径は数メートル。全長に至いたっては数十メートルに達する巨大物体であった。

　その串状構造物は、縦じゆう横おう無む尽じんに芽生えては、空母を次々と刺し貫いていった──。




　市庁舎の一室。開会式が終了したあとも、しばらくは沈黙が支配していた。

「いやはや……おどろきましたね。現代世界に生きる幻棲種ヴエイロンたち──まさかこれほどとは」

　やがて、瓜生うりゆうがおどけた口調でつぶやいた。が、その目は笑っていない。

「しかも、あの人工吸血鬼……我々の予想をはるかに超えているようだわ。黒くろ羽はったら、とんでもない怪物を造り上げてしまったみたいね」

　対照的に、沙さ耶やは妖よう艶えんな笑みを浮かべている。

「あれはもう、人類が最後に確認した吸血鬼をも超ちよう越えつした存在ではないかしら？」

「そ、そそっ、それは一体……どういうことですか!?」

　恐る恐る尋ねてきたのは、末席にちんまりと腰かけていた総理大臣だった。一国の首相という立場だが、この部屋での序列は下から数えたほうが早い。

　沙さ耶やは、自分の父親ほどに年の離れた総理を相手に、まるで子どもを諭すような口調で説明をはじめた。

「西暦一九五四年、マーシャル諸島ビキニ環礁において、〝地上最後の吸血鬼〟とアメリカ軍が激突したのよ。艦隊をいくつも壊滅させられた末に、米軍は試作の水爆を使うことで、かろうじて撃退したわ。学校で習わなかった？」

「はあ。なんとなくですが、習ったことがあるような気もします……」

　総理の返答を聞いて、沙耶は失笑した。

「公式には『水爆実験』として報道されたのだけど、それは欺ぎ瞞まん情報。あの水爆は、あくまでも吸血鬼を殺すために使用されたのよ。実際、水爆の効果はあったようで、米軍はかろうじて勝利したわ」

「なんと……そんなことがあったのですなあ」

「なればこそ、我々は吸血鬼を手て駒ごまとして使うことで、『幻神大戦』を有利に進めようと考えたのよ」

「なるほど、そういうわけでしたか」

「実際、黒くろ羽はお嬢様が完成させた人工吸血鬼は、予想以上の戦闘力を示してくれましたが……意外や意外、他ほかの種族もヤバい連中ばかりでしたねえ」

　と、瓜生うりゆうが口を挟んできた。

「そうね。かつては人類の狡こう知ちに欺かれ、領土をうばわれた幻棲種ヴエイロンたち……おそらくは、どの種族も自らの力を高めるべく、研けん鑽さんをつづけてきたのでしょうね」

　約一世紀にわたり、各種族が『幻神大戦』を念頭に置き、着々と準備を進めていただろうことは、容易に想像がついた。

　その昔、大英帝国の奸かん計けいによって、体よくあしらわれた当時は、幻棲種にもいくつかの弱点があったと推察できる。

　近代兵器への対抗策を練ねるような余裕もなかっただろうし、種族間の抗争もあったという。最悪、敵対種族と人類が一時的に共闘し、挟み撃ちにされる可能性もあった。

　そうした反省を活いかし、彼らは様々な対策を講じたのだろう。単なる訓練や研鑽とは次元のちがう、幻棲種ならではの方法で──。

　その結果が、今こ宵よいの戦闘というわけだ。

　もはや現代の最先端兵器すら、彼らには通用しそうにない──。

「吸血鬼さえ手中に収めればなんとかなるという我々の目もく論ろ見みは、外れてしまったかもしれませんねえ」

　と瓜生がぼやくように言った。

「残念ながら、そうなるわね」

「ある意味、米軍が華々しく散ってくれたのは、良かったかもしれません。もはや『幻神大戦』に介入しようと考える、不ふ埒らちな勢力が出てくることはないでしょうしねえ」

　瓜生うりゆうは底意地の悪そうな笑みを浮かべた。

「それは、わたくしたち《運営》についても言えるわね。下手な小細工でどうにかなるレベルではないことを、この開会式で思い知らされたのだから。この『幻神大戦』は、彼らだけのものになってしまった──」

　沙さ耶やは嘆息した。と同時に、あの吸血鬼の戦いぶりを思いだす。

　黒くろ羽はが完成させた人工吸血鬼は、沙耶の予想を軽く凌りよう駕がする戦闘力の持ち主だった。

　月見里やまなし大たい雅がと協定を結んだ当時、彼はまだ自身の能力を使いこなせてはいなかった。

　だが、この開会式を通じて、大雅は飛躍的に進歩してみせた。

　きっと大雅自身、吸血鬼の能力におどろいているのではないだろうか。

　そもそも、あの仰ぎよう々ぎようしい演説をはじめたときの彼は、もはや月見里大雅ではなかったような気がする。あたかも、別の人格が芽生えたかのような……。

　──まさかとは思うけど。彼自身が、我々の脅威になることは……。

　その可能性に、沙耶はかすかな不安をおぼえたのだった。





エピローグ







　開会式の翌日、午後十二時。《運営》からすべての参加者たちに宛あて、一通のメールが一斉送信された。





　　　昨夜はお疲れさまでした。開会式において実施された「試験」を通過できた種族は、参加者九十九名中、九名となりましたことを、お知らせいたします。

　　　試験実施中、某国による襲撃がありましたが、あれは運営の意図とは無関係であることを明記させて頂きます。また、報道管制が敷かれたため、昨夜の一件が報道されることはありません。

　　　晴れて『幻神大戦』に参戦を決めた種族は、以下の通りとなります。なお、各参加者に割り振られた数字は、開会式のスコアに基づくものです。







　　　　　①吸血鬼　③龍りゆう　　⑤巨人　　⑦人じん狼ろう　　⑨ゴブリン（※特別参加枠）




　　　　　　　②妖よう狐こ　　④鵺ぬえ　　⑥夢む魔ま　　⑧天使







　　　それでは皆様、『幻神大戦』を心ゆくまでご堪能くださいませ。

















特別付録　あとがき電子特別ロングＶｅｒ







　本書がどんな物語なのか？

　一言で表現するなら「バトルロイヤル」です。




　参戦するのは、吸血鬼、天使、人狼、巨人……等々、幻想世界の存在とされてきた人外ばかり。しかも、よく知られたイメージを踏襲している者もいれば、世間一般の常識を覆すような者もいます。

　彼らが「東京」という大きな報奨を目当てに激突します。これだけ聞くと「わけがわからん！」と怒られてしまいそうですね。

　先にあとがきをご覧になっている方は是非、いますぐ本文に進んでくださいませ！




　なお、この第一巻はシリーズ全体の序章という位置づけですので、異種族同士による本格的なバトルが始まるのは、次巻以降となります。あまりに贅沢な構成なので、少しばかり緊張しています。




　バトルロイヤルといえば、学生時代、山田風太郎先生の忍法帖シリーズを愛読していました。

　最初に手にとったのは『甲賀忍法帖』で、初めて読んだときの衝撃はいまでも忘れられません。世の中には、こんなにも奇想天外な作品があったのか！　と驚かされました。面白さのあまり、何度も何度も読み返しました。『バジリスク　～甲賀忍法帖～』というタイトルで漫画化、さらにはアニメ化もされましたので、ご存知の方も多いはず。『甲賀忍法帖』を嚆矢とする忍法帖シリーズが、後世の小説家や漫画家に与えた影響の大きさは計り知れませんね。




　その影響で、「いつかは自分もバトルロイヤル物を書きたい！」と思っていたのですが、なかなか実現に至らず……。

　いつしか、すっかり諦めていました。

　実は、作家デビュー当時から温めていた、エジプト神話をモチーフとするバトルロイヤル物に強い思い入れがあったのですが、少年向けライトノベルとして発表するには、超えるべきハードルがあまりにも高くて……。

　その昔、実家の本棚から拝借してきた『ヒエログリフ解読法　古代エジプトの文字を読んでみよう』という本は、いまも私の本棚の中で眠っています。




　そんな折、ひょんなことからバトルロイヤル形式の企画が通りましたので、永年の夢が叶ったような気持ちで執筆をはじめたのですが……。

　いまとなっては、バトルロイヤルなど珍しくもなんともなく、下手したら陳腐になりかねない危険性も孕んでいますので、既存の有名作品との違いをどう出すか、四苦八苦する羽目に……。




　最初の打ち合わせから出版に至るまでに、一年半ほどの時間を費やしてしまったのも、ひとえにそれが原因です。

　決して仕事をしていなかったわけではありません（笑）。




　それでは、謝辞を。

　今回も担当編集さんをはじめ、多くの方々のお世話になりました。

　特に、イラストを担当して頂いたむつみまさとさん。一癖も二癖もあるキャラクターたちの容姿を、見事にデザインしてくださいました。各キャラクターの立ち絵を眺めているだけで、ワクワクしてきます！　素晴らしいイラストの数々に負けないよう、物語をどんどん盛り上げていきたいですね。




　最後になりましたが、小説や漫画が星の数ほど出版されているこの時代に、本書を見つけて下さった読者の皆様に、感謝の気持ちを捧げます。


瑞智士記　拝






追伸①

　このあとがきを執筆している時点では未公開なのですが、『夢幻戦舞曲』の公式ＷＥＢサイトが開設される予定です。よろしければ、検索してくださいませ！




追伸②

　本書と同時期に発売される月刊コミックアライブ誌に、『夢幻戦舞曲』の特集記事が掲載されます。チェックして頂けたら幸いです。むつみさんのイラストが壮観ですよ！




追伸③

　先日、ファミ通文庫から『二周目の僕は君と恋をする』を出版しました。

　ファンタジー要素ありの青春小説です。「青春」というキーワードに反応する方、滋賀を舞台にした物語に飢えている方、ストラヴィンスキーがお好きな方にお勧めします！









　著者

　瑞智士記（みずち・しき）

　　滋賀県彦根市出身。第４回富士見ヤングミステリー大賞佳作を受賞しデビュー（木ノ歌詠名義）。『二周目の僕は君と恋をする』（ファミ通文庫）、『星刻の竜騎士』シリーズ（ＭＦ文庫Ｊ）、『展翅少女人形館』（ハヤカワ文庫）などの作品がある。漫画原作や作詞作曲も手がける。




　　公式ＷＥＢサイト

　　ＵＲＬ：http://mizuchishiki.com




　イラストレーター

　むつみまさと（むつみまさと）

　　『初巻から主役キャラが９人登場します』という本企画にマジか!?と驚いたものです。今後９人にどんな運命が待ち受けているのかとても楽しみです。

















　　カバー・口絵・本文イラスト／むつみまさと

　　装丁／藤田峻矢（草野剛デザイン事務所）
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